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み
ど
り
の
道
を
た
ず
ね
て
み
よ
う

鳥
の
さ
え
ず
り　

川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聴
き
な
が
ら

木
も
れ
陽
の
中
を
と
お
り
ぬ
け
た
ら

ほ
て
っ
た
頬
に　

風
が
と
っ
て
も
気
持
ち
が
い
い
ね

草
む
ら
に
寝
こ
ろ
ん
で　

青
空
を
眺
め
て
い
た
ら

心
の
中
ま
で
透
き
と
お
っ
て
い
く
み
た
い

家
で
の
ん
び
り
の
休
日
も
い
い
け
れ
ど

み
ど
り
の
道
を
歩
い
て
み
た
ら

明
日
も
が
ん
ば
ろ
う
と
勇
気
が
わ
い
て
く
る
か
も
し
れ
な
い

た
ず
ね
て
み
よ
う　

み
ど
り
の
道
を



難　

易　

度

上
級
者
コ
ー
ス

非
常
に
危
険
で
す
。
上
級
者
以

外
は
お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
。

経
験
者
コ
ー
ス

勾
配
が
き
つ
く
登
る
時
間
も
長

い
の
で
、
心
し
て
か
か
っ
て
く

だ
さ
い
。

一
般
コ
ー
ス

学
生
が
遠
足
に
行
く
よ
う
な
お

な
じ
み
の
コ
ー
ス
で
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス

比
較
的
容
易
で
す
が
、
靴
な
ど

は
そ
れ
な
り
の
準
備
を
し
て
く

だ
さ
い
。 説　

　
　
　
　

明

　
　
　

「
み
ど
り
の
道
」
に
つ
い
て

　

「
み
ど
り
の
道
」
は
、
平
成
七
年
に
改
定
版
と
し
て
発
行
さ

れ
ま
し
た
が
、
以
来
、
コ
ー
ス
の
変
更
な
ど
修
正
を
加
え
な
が

ら
再
発
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
書
の
人
気
は
非
常
に
高
く
、
県
外
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
あ

る
程
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
最
近
の
ハ
イ
キ
ン
グ
ブ
ー

ム
を
感
じ
ま
す
。

　

そ
の
ブ
ー
ム
に
よ
り
多
く
の
人
が
ハ
イ
キ
ン
グ
に
親
し
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
書
で
紹
介
し
て
い
る
コ
ー
ス
で
も
ベ

テ
ラ
ン
ハ
イ
カ
ー
の
遭
難
や
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
り
、
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
な
ど
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
は
自
然
を
相
手
に
し
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
り
、

安
全
に
十
分
気
を
配
っ
て
楽
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
あ
、「
み
ど
り
の
道
」
を
片
手
に
、
ハ
イ
キ
ン
グ
へ
。

静
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　

コ
ー
ス
の
難
易
度

　

各
コ
ー
ス
の
ペ
ー
ジ
に
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

目
安
と
し
て
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
掛
け
る
前
に
!

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

1　

早
い
時
間
か
ら
上
り
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

 　

よ
く
、
昼
過
ぎ
か
ら
上
り
は
じ
め
、
下
る
頃
に
は
日
が
暮

れ
て
し
ま
い
、
道
が
分
か
ら
ず
山
中
で
一
夜
を
明
か
し
た
と

い
う
話
を
耳
に
し
ま
す
。

　

 　

万
一
、
道
を
間
違
え
た
時
で
も
、
早
い
時
間
で
あ
れ
ば
気

持
ち
に
余
裕
も
生
ま
れ
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
の
日
に
は
早
起

き
し
て
上
り
始
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
秋
の
日
は
釣
瓶
落
と
し

と
言
い
ま
す
。
日
没
の
時
刻
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

（
※
）
も
し
も
の
場
合
早
く
救
助
さ
れ
る
た
め
に

　

 

一
、
家
族
等
に
行
き
先
を
具
体
的
に
話
し
、
行
き
先
計
画
メ

モ
を
渡
し
ま
し
ょ
う
。
二
、
複
数
人
で
出
か
け
る
。
三
、
携

帯
は
救
助
の
位
置
確
認
で
き
る
よ
う
電
源
は
切
ら
な
い
。
携

帯
で
警
察
に
連
絡
。
ヘ
リ
用
に
反
射
板
等
を
持
参
。

2 　

着
替
え
や
お
弁
当
の
他
に
も
行
動
食
等
軽
い
食
べ
物
を
持

参
し
、
飲
料
水
は
十
分
に
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

 　

汗
だ
く
で
上
っ
て
山
頂
に
着
い
た
ら
寒
く
て
風
邪
を
引
い

て
し
ま
っ
た
、
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
調
節

で
き
る
衣
類
を
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
予
備
の
食

料
等
も
持
参
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
夏
場
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で

は
水
の
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
ま
す
。

3　

山
の
天
気
は
変
わ
り
や
す
い
で
す
。

　
　

気
象
状
況
は
必
ず
確
認
し
、
雨
具
は
必
ず
持
ち
ま
し
ょ
う
。

4 　

自
分
の
体
力
と
、
年
齢
、
経
験
に
合
っ
た
コ
ー
ス
を
選
び

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
図
は
必
ず
持
参
し
ま
し
ょ
う

　

 　

ど
ん
な
短
い
コ
ー
ス
で
も
、
歩
い
た
こ
と
の
な
い
山
道
を

歩
く
の
は
不
安
な
も
の
で
す
。
当
日
の
健
康
状
態
も
良
く
考

え
ま
し
ょ
う
。
無
理
は
禁
物
で
す
。
ま
た
、
地
図
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ

の
携
行
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

5　

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

 　

自
然
を
愛
す
る
は
ず
の
ハ
イ
カ
ー
の
中
に
、
ゴ
ミ
を
捨
て
た

り
、
畑
に
入
り
込
む
人
が
い
る
の
は
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
す
。

　

 　

コ
ー
ス
に
は
、
昔
か
ら
農
作
業
等
に
使
わ
れ
て
き
た
も
の

も
あ
り
、
大
半
が
個
人
の
土
地
を
歩
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

 　

ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る
、
畑
に
は
入
り
込
ま
な
い
な
ど
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

6 　

紹
介
文
の
中
で
、『
駐
車
場
を
利
用
で
き
ま
す
』
と
書
い

て
あ
る
他
は
、
コ
ー
ス
中
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

 　

農
道
や
林
道
へ
駐
車
す
る
と
地
元
の
人
の
迷
惑
に
な
り
ま

す
の
で
、
バ
ス
等
の
交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

7 　

案
内
図
上
の
林
道
や
農
道
等
は
、
変
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ご
注
意
下
さ
い
。

8 　

バ
ス
の
運
行
や
時
刻
等
の
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で
。

　
　

新
静
岡
バ
ス
案
内
所
（
☎
〇
五
四
―

二
五
二
―

〇
五
〇
五
）
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公園

温泉



4

蔦の細道～旧東海道

N

卍

0 500m

208

明治の
砂防ダム

つたの細道
岡部口

猫石

宇津の
谷峠 在原業平

歌碑

道の駅

つたの細道
静岡口

宇津ノ谷
高架橋

至静岡
市街

国道
1号線

道の
駅 宇津の谷入口

旧　
国　道

宇津の谷の
集落

諏訪
　神社

林道
宇津ノ谷線

慶龍寺

馬頭
観音

雁山の碑

大
正
ト
ン
ネ
ル

明
治
ト
ン
ネ
ル

昭
和
ト
ン
ネ
ル

平
成
ト
ン
ネ
ル

地蔵堂跡
大イチョウ

旧

国

道

ひげ題目

旧東海道
分岐

鼻取地蔵
（羅径記碑）

坂下

至岡部

つたの細
道公
園

木和
田川

つ
た

の
細

道

1

1

藤
枝
静
岡
線（
旧
国
道
）

4 3

※　

復
路
も
同
路
線

　

 

JR
静
岡
駅
前
か
ら
中
部
国
道
線
藤
枝
駅
前
行
…
30
分
…
宇
津

ノ
谷
入
口
下
車

　

 

道
の
駅
…
20
分
…
宇
津
の
谷
峠
…
15
分
…
岡
部
側
入
口
…
10

分
…
旧
東
海
道
分
岐
…
10
分
…
舗
装
道
分
岐
…
5
分
…
山
中

へ
の
分
岐
…
25
分
…
明
治
ト
ン
ネ
ル
・
宇
津
の
谷
集
落
分
岐

…
3
分
…
明
治
ト
ン
ネ
ル
入
口
…
5
分
…
御
羽
織
屋
・
慶
龍

寺
…
5
分
…
宇
津
の
谷
集
落
入
口
…
10
分
…
宇
津
ノ
谷
入
口

つたの細道

往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

コ
ー
ス
タ
イ
ム 1　

蔦
の
細
道
〜
旧
東
海
道
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蔦つ
た

の
細
道
〜
旧
東
海
道

　

蔦
の
細
道
は
歌
に
も
詠
ま
れ
た
万
葉
の
小
径
。
国
道
一
号
線

沿
い
の
道
の
駅
西
側
か
ら
入
り
ま
す
。

　

入
口
か
ら
宇
津
の
谷
峠
ま
で
は
約
30
分
。
平
安
の
古
道
そ
の

ま
ま
の
山
道
を
、
昔
日
を
偲
び
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。
薄
暗

い
杉
林
の
中
を
行
く
と
や
が
て
雑
木
林
に
な
り
、
階
段
状
の
道

が
緩
や
か
に
な
っ
た
ら
宇
津
の
谷
峠
（
二
一
○
ｍ
）
で
す
。

　

峠
は
樹
木
が
伐
採
さ
れ
て
ベ
ン
チ
が
置
か
れ
、
以
前
に
比
べ

広
く
な
り
ま
し
た
。
伊
勢
物
語
で
有
名
な
在
原
業
平
の
「
駿
河

な
る
宇
津
の
山
べ
の
う
つ
つ
に
も
夢
に
も
人
の
逢
わ
ぬ
な
り
け

り
」
の
句
碑
が
富
士
山
を
背
景
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

峠
か
ら
藤
枝
市
岡
部
へ
は
正
面
の
下
り
の
道
を
行
き
ま
す
。

岡
部
側
の
山
道
は
短
く
、
約
15
分
で
舗
装
道
に
出
ま
す
。
途
中
、

茶
畑
沿
い
の
道
の
左
側
に
「
ね
こ
石
」
を
見
て
、
石
段
の
道
を

下
る
と
間
も
な
く
蔦
の
細
道
の
岡
部
側
入
口
に
出
ま
す
。
舗
装

道
へ
出
た
ら
右
へ
。
こ
こ
か
ら
国
道
一
号
線
手
前
の
旧
東
海
道

入
口
ま
で
、
木
和
田
川
沿
に
つ
た
の
細
道
公
園
が
整
備
さ
れ
、

四
阿
や
ベ
ン
チ
の
あ
る
芝
生
広
場
が
お
弁
当
を
広
げ
る
の
に
最

適
で
す
。
10
分
程
で
公
衆
便
所
に
着
き
、
そ
の
少
し
先
で
右
に

旧
東
海
道
へ
の
道
を
分
け
ま
す
。
旧
東
海
道
に
入
る
前
、
道
な

り
に
少
し
行
っ
た
右
側
鼻
取
地
蔵
の
境
内
に
、
文
政
十
三
年
（ 

一
八
三
○
年
）
に
駿
河
の
代
官
が
蔦
の
細
道
保
存
の
た
め
に
建

て
た
羅
径
記
碑
が
あ
り
ま
す
の
で
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

鼻
取
地
蔵
か
ら
戻
っ
て
左
へ
桜
並
木
の
旧
東
海
道
へ
、
石
畳

を
過
ぎ
る
と
す
ぐ
に
山
道
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
右
に
ひ
げ
題
目

の
碑
に
目
を
や
り
、
さ
ら
に
行
く
と
、
舗
装
道
の
分
岐
に
出
ま

す
。
左
右
ど
ち
ら
も
宇
津
の
谷
の
集
落
へ
の
道
で
す
が
、
左
は

明
治
ト
ン
ネ
ル
を
経
て
の
道
、
右
は
旧
東
海
道
経
由
の
道
で
す
。

明
治
ト
ン
ネ
ル
と
旧
東
海
道
の
両
方
を
歩
き
た
い
と
い
う
人
の

た
め
に
、
先
に
旧
東
海
道
を
歩
き
、
宇
津
の
谷
側
に
出
た
と
こ

ろ
で
明
治
ト
ン
ネ
ル
を
往
復
す
る
コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

先
の
舗
装
道
の
分
岐
を
右
へ
緩
や
か
に
上
っ
て
数
分
、
道
が

右
へ
カ
ー
ブ
す
る
左
側
に
山
中
へ
の
旧
東
海
道
の
指
導
標
が
あ

り
ま
す
。
山
中
へ
入
っ
て
少
し
の
左
側
、
地
蔵
堂
跡
に
は
大
イ

チ
ョ
ウ
が
あ
り
、
落
葉
の
季
節
に
訪
れ
れ
ば
一
面
、
黄
色
の
じ
ゅ

う
た
ん
で
す
。
大
イ
チ
ョ
ウ
を
左
に
見
て
道
な
り
に
進
み
ま
す
。

俳
人
雁
山
の
碑
を
過
ぎ
、
緩
や
か
に
下
り
な
が
ら
馬
頭
観
音
の

先
で
舗
装
道
に
出
ま
す
。
左
は
大
正
ト
ン
ネ
ル
へ
の
道
。
舗
装

道
を
右
へ
取
り
、
す
ぐ
先
を
左
に
下
れ
ば
宇
津
の
谷
の
集
落
へ

の
道
、
右
へ
回
り
こ
め
ば
す
ぐ
に
ト
ン
ネ
ル
前
の
広
場
に
出
ま

す
。
広
場
に
は
ベ
ン
チ
や
明
治
ト
ン
ネ
ル
の
歴
史
に
つ
い
て
の

説
明
板
が
あ
り
、
20
分
も
あ
れ
ば
ト
ン
ネ
ル
を
岡
部
側
ま
で
往

復
し
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

明
治
ト
ン
ネ
ル
は
全
長
二
○
三
ｍ
、
明
治
九
年
に
二
四
、
八

○
○
円
を
か
け
て
築
造
さ
れ
た
日
本
初
の
有
料
ト
ン
ネ
ル
で
し

た
。
当
時
は
測
量
技
術
が
未
発
達
で
あ
っ
た
た
め
「
く
」
の
字

型
に
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
現
在
の
ト
ン
ネ
ル
は
失

火
に
よ
る
焼
失
後
、
明
治
三
十
七
年
に
静
岡
側
を
直
線
に
手
直

し
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。
赤
レ
ン
ガ
調
の
ト
ン
ネ
ル
内
に

は
オ
レ
ン
ジ
色
の
灯
が
と
も
り
、
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
を
醸
し
だ

し
て
い
ま
す
。（
現
在
、
明
治
ト
ン
ネ
ル
は
平
日
で
も
日
中
は

灯
を
付
け
て
い
ま
す
。
車
両
の
通
行
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　

明
治
ト
ン
ネ
ル
か
ら
先
の
分
岐
ま
で
戻
り
、
右
へ
宇
津
の
谷

の
集
落
へ
と
下
り
ま
す
。
宇
津
の
谷
の
家
並
み
は
、
一
九
九
三

年
の
第
一
回
市
民
景
観
大
賞
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
集
落
。
最

初
の
カ
ー
ブ
を
曲
が
っ
た
右
側
の
階
段
下
に
延
び
る
の
が
宇
津

の
谷
の
集
落
で
す
。
階
段
を
下
り
た
少
し
先
、
左
側
に
秀
吉
公

か
ら
献
上
さ
れ
た
羽
織
を
所
蔵
す
る
御
羽
織
屋
が
あ
り
ま
す
。

　

宇
津
の
谷
の
集
落
に
は
、
こ
の
他
に
も
伊
勢
屋
、
車
屋
の
よ

う
に
各
家
に
は
屋
号
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
御
羽
織
屋
か
ら

一
○
○
ｍ
程
で
宇
津
の
谷
の
集
落
入
口
に
着
き
ま
す
が
、
御
羽

織
屋
の
角
を
左
へ
曲
が
り
、
慶
龍
寺
経
由
で
集
落
入
口
に
行
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
慶
龍
寺
は
厄
除
け
十
団
子
で
有
名
な
お
寺
。

境
内
に
は
蕉
門
十
哲
の
一
人
で
あ
る
許
六
の
「
十
団
子
も
小
粒

に
な
り
ぬ
秋
の
風
」
の
句
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
他
、
観
光
ト

イ
レ
も
あ
り
ま
す
。（
十
団
子
は
毎
年
八
月
の
縁
日
で
売
ら
れ

ま
す
。）

　

慶
龍
寺
の
門
前
を
右
に
回
り
込
ん
で
旧
国
道
に
出
た
ら
右
へ

少
し
行
く
と
宇
津
の
谷
の
集
落
入
口
に
合
流
し
ま
す
。
入
口
に

は
幾
つ
か
の
案
内
板
が
立
っ
て
お
り
、
旧
国
道
を
さ
ら
に
数
分

歩
く
と
国
道
一
号
線
に
合
流
し
ま
す
。



0 500m

N

こ
の
先
行
き
止
ま
り

梅
ケ
島
温
泉
昭
和
線

（
梅
ケ
島
街
道
）

三段の滝

湯之神社
梅ケ島温泉

ゲート
（12／1～5月中旬通行止）

三河内

（大滝入口）

至静岡市街

安　

倍　

川 安倍の大滝

奥大光山

分岐

安倍の大滝
展望台

至奥大光山

サ
カ
サ
川

至安倍峠

29

林
道
豊
岡
梅
ケ
島
線

8 7

※　

復
路
も
同
路
線
、
梅
ケ
島
の
バ
ス
時
刻
は
103
ペ
ー
ジ
参
照
。

　

 

JR
静
岡
駅
前
か
ら
安
倍
線
梅
ケ
島
温
泉
行
…
1
時
間
50
分
…

安
倍
大
滝
入
口

　

も
し
く
は
終
点
梅
ケ
島
温
泉
下
車

　

 

梅
ケ
島
温
泉
駐
車
場
…
10
分
…
安
倍
大
滝
入
口
…
10
分
…
2

つ
目
の
吊
橋
…
20
分
…
奥
大
光
山
分
岐
…
10
分
…
大
滝
…
40

分
…
安
倍
大
滝
入
口

※ 　

川
の
右
岸
・
左
岸
は
上
流
か
ら
河
口
方
向
を
見
て
言
い
ま

す
。

安
倍
の
大
滝

　

梅
ケ
島
地
区
で
最
も
手
軽
で
人
気
の
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
。
渓
谷
沿
い
の
コ
ー
ス
に
は
、
滝
ま
で
の
距
離
を
示
す
看
板

や
鉄
製
の
橋
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
県
道
か
ら
1
時
間
弱
で
大

滝
の
展
望
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
吊
り
橋
を
渡

る
ス
リ
ル
も
味
わ
え
る
コ
ー
ス
で
す
。

　

バ
ス
利
用
の
場
合
は
梅
ケ
島
温
泉
手
前
の
「
大
滝
入
口
」
で

下
車
、
バ
ス
停
の
少
し
先
の
看
板
か
ら
下
っ
て
吊
り
橋
の
袂
に

出
ま
す
。
車
の
場
合
は
梅
ケ
島
温
泉
の
無
料
駐
車
場
に
置
き
、

県
道
を
10
分
程
下
る
と
左
に
赤
い
支
柱
の
吊
り
橋
が
見
え
て
き

ま
す
。（
大
滝
入
口
に
あ
る
旅
館
の
有
料
駐
車
場
を
利
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。）
安
倍
川
に
架
か
る
最
初
の
鋼
材
で
で
き

た
吊
り
橋
を
渡
り
ま
す
。
揺
れ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
誰
で
も
安

心
し
て
渡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
渡
り
き
っ
た
場
所
に
あ
る

コ
ー
ス
案
内
板
に
目
を
通
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
か
ら
大

滝
ま
で
は
約
一
キ
ロ
、
40
分
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

　

案
内
板
を
右
に
取
り
、
鉄
の
階
段
を
下
る
と
す
ぐ
に
、
サ
カ

サ
川
に
架
か
る
二
番
目
の
吊
り
橋
に
出
ま
す
。
長
さ
は
約
五
○

ｍ
、
最
初
の
橋
と
比
べ
る
と
ワ
イ
ヤ
ー
や
足
元
の
板
切
れ
も
心

も
と
な
く
、
揺
れ
も
相
当
な
も
の
で
す
。
勇
気
を
出
し
て
渡
り

ま
し
ょ
う
。

　

二
番
目
の
橋
を
渡
る
と
サ
カ
サ
川
の
左
岸
（
注
）
を
山
道
に

入
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
10
分
位
は
緩
や
か
な
上
り
の
道
で
す
。

や
が
て
杉
や
桧
林
を
越
え
、
美
し
い
渓
谷
の
中
で
鉄
製
の
橋
を

渡
り
ま
す
。

　

橋
か
ら
数
分
で
右
に
奥
大
光
山
へ
の
登
山
道
を
分
け
ま
す
。

（
三
河
内
〜
奥
大
光
山
に
つ
い
て
は
「
梅
ケ
島
編
」
を
参
照
。）

奥
大
光
山
と
の
分
岐
か
ら
道
を
下
り
、
三
つ
目
の
吊
り
橋
を

渡
っ
て
川
の
右
岸
に
道
を
取
り
ま
す
。
橋
を
渡
り
終
わ
っ
て
暫

く
行
く
と
鉄
の
階
段
と
橋
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
大

滝
は
も
う
目
の
前
、
階
段
の
辺
り
か
ら
右
上
方
を
見
る
と
滝
か

ら
水
が
落
ち
て
い
る
様
子
が
眺
め
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
2
〜

3
分
で
展
望
台
に
到
着
で
す
。

　

安
倍
の
大
滝
は
落
差
九
○
ｍ
、
幅
四
ｍ
。
安
倍
奥
一
の
大
き

さ
を
誇
る
滝
で
水
量
も
多
く
、
滝
壷
の
近
く
ま
で
行
く
と
水
飛

沫
を
頬
に
受
け
て
、
滝
の
大
き
さ
を
実
感
で
き
ま
す
。
帰
路
は

来
た
道
を
戻
り
ま
す
。

2　

安
倍
の
大
滝

往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

コ
ー
ス
タ
イ
ム
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梅ケ島温泉街

梅ケ島新田温泉　黄
こ

金
がね

の湯



12

日
影
沢
金
山
跡

　

今
川
氏
の
金
山
と
し
て
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
年
）
閉
山

に
至
る
ま
で
の
約
三
○
○
年
間
、
金
が
掘
ら
れ
て
い
た
日
影
沢

金
山
跡
を
訪
ね
る
コ
ー
ス
。
上
り
下
り
に
少
し
急
な
場
所
は
あ

り
ま
す
が
、「
日
影
沢
金
山
遊
歩
道
」
と
し
て
コ
ー
ス
途
中
に

は
説
明
板
や
木
製
の
ベ
ン
チ
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
安
倍
の
大

滝
と
共
に
、
梅
ケ
島
を
訪
れ
た
折
に
は
是
非
訪
ね
て
み
た
い
周

遊
コ
ー
ス
で
す
。

　

梅
ケ
島
行
の
バ
ス
を
新
田
温
泉
黄
金
の
湯
バ
ス
停
で
下
車
、

こ
こ
か
ら
少
し
戻
っ
て
、
は
く
ち
ょ
う
大
橋
を
渡
り
左
折
し
た

先
に
日
影
沢
親
水
園
「
魚
魚
の
里
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
養

殖
さ
れ
た
ヤ
マ
メ
を
釣
っ
た
り
、
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
ヤ
マ
メ
山

菜
料
理
が
味
わ
え
る
施
設
で
す
。

　

車
の
場
合
は
、こ
の
「
魚
魚
の
里
」
の
駐
車
場
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

「
魚
魚
の
里
」
を
通
り
過
ぎ
た
先
の
最
初
の
え
ん
堤
あ
た
り

の
右
山
側
の
階
段
が
コ
ー
ス
の
入
口
と
な
り
ま
す
。

　

S
字
カ
ー
ブ
を
登
り
切
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
灌
木
の
間
の
な
だ

ら
か
な
道
を
下
っ
た
あ
た
り
か
ら
少
し
開
け
て
き
て
、
住
居
跡

の
石
積
み
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
こ
を
廻
り
込
む
と
広
場
に
出

ま
す
。こ
こ
は
、八
幡
神
社
跡
で
能
舞
台
風
の
休
憩
所
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
道
な
り
に
進
み
、
千
秋
橋
を
渡
り
そ
の
す
ぐ
先
の
長

盛
橋
の
途
中
右
手
に
金
山
坑
道
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
先
の
指

導
標
の
あ
る
分
岐
を
5
分
程
登
る
と
小
さ
な
祠
の
山
神
様
が
奉

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

分
岐
に
戻
っ
て
「
奉
行
屋
敷
跡
」
へ
の
指
導
標
に
従
っ
て
歩

い
て
5
分
程
で
吊
橋
（
紅
葉
橋
）
に
出
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
、

階
段
上
の
急
な
登
り
と
な
り
、
約
10
分
で
仏
山
の
尾
根
（
塔
頭

の
尾
根
）
に
出
る
と
あ
と
は
杉
木
立
の
中
を
道
な
り
に
進
み
、

急
な
下
り
を
や
り
過
ご
し
た
あ
た
り
に
は
、
金
掘
衆
の
墓
が
散

在
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
5
分
程
の
下
り
で
奉
行
屋
敷
跡
に
で

ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
河
原
を
渡
り
対
岸
の
日
影
沢
親
水
園
に
戻
り
ま
す
。

※ 　

コ
ー
ス
の
最
後
に
河
原
を
渡
る
が
、
増
水
し
て
い
れ
ば
渡

れ
な
い
の
で
、
登
り
始
め
る
前
に
安
全
に
渡
れ
る
か
確
認
す

る
こ
と
。
奉
行
屋
敷
跡
ま
で
来
て
か
ら
増
水
に
気
が
つ
い
た

ら
無
理
に
渡
ら
ず
、
コ
ー
ス
を
戻
る
こ
と
。

日影沢金山跡
0 500m

N

至梅ケ島温泉
梅ケ島温泉昭和線

（梅ケ島街道）

黄金の里

新田温泉

黄金の湯

黄金の湯

の墓人夫の墓

奉行屋敷跡

至大谷崩

至西日影沢

至静岡 新田

梅ケ島
金山温泉

白鳥大橋

魚魚の里

えん堤

仏山
紅葉橋

楓橋 坑道跡

山
神

林
道
日
影
沢
線

千
秋
橋

（
能
舞
台
）

八
幡
神
社
跡

29

29

11

※　

復
路
も
同
路
線
、
梅
ヶ
島
の
バ
ス
時
刻
は
103
ペ
ー
ジ
参
照
。

　

 

JR
静
岡
駅
前
か
ら
安
倍
線
梅
ケ
島
温
泉
行
…
1
時
間
45
分
…

新
田
温
泉
黄
金
の
湯

　

 

魚
魚
の
里
…
30
分
…
八
幡
神
社
跡
…
10
分
…
坑
道
跡
・
山
神

分
岐
…
5
分
…
紅
葉
橋
…
10
分
…
仏
山
…
20
分
…
奉
行
屋
敷

跡
…
5
分
…
魚
魚
の
里

往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

コ
ー
ス
タ
イ
ム

3　

日
影
沢
金
山
跡
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梅
ケ
島
地
区
の

　
　
　

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
ご
案
内

一
、
梅
ケ
島
新
田
温
泉
黄
金
の
湯

（
☎
〇
五
四
―

二
六
九
―

二
六
一
五
）

・
場　
　

所　

梅
ケ
島
新
田
温
泉
黄
金
の
里
地
内

　
　
　
　
　
　

約
一
五
〇
台
の
無
料
駐
車
場
を
利
用
。

・
営
業
時
間　

 

九
時
三
〇
分
〜
十
七
時
三
〇
分

　
　
　
　
　
　

 （
季
節
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

・
休

業

日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

　
　
　
　
　
　

年
末
年
始
（
十
二
月
二
十
八
日
〜
一
月
一
日
）

・
料　
　

金　

（
一
日
）

　
　
　
　
　
　

大　

人　
　
　

七
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　

子　

供

　
　
　
　
　
　
　

（
小
学
生
）　

三
〇
〇
円

二
、
市
営
梅
ケ
島
キ
ャ
ン
プ
場

　
　
　

（
☎
〇
九
〇
―

二
七
七
三
―

四
〇
二
六
）

・
場　
　

所　

 

静
岡
市
葵
区
梅
ケ
島
三
一
九
八

　
　
　
　
　
　

 

県
道
二
十
九
号
線
を
北
上
。
約
一
〇
〇
分
走
り

梅
ケ
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
看
板
を
左
折
。

・
営
業
時
間　

 

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン　

十
二
時
〜
十
七
時
、

　
　
　
　
　
　

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト　

翌
日
一
〇
時

・
休

業

日　

年
末
年
始
（
十
二
月
二
十
九
日
〜
一
月
三
日
）

・
料　
　

金　

 

一
泊
（
テ
ン
ト
持
込　

六
七
〇
円
、
貸
出
一
、

一
八
〇
円
、
バ
ン
ガ
ロ
ー　

八
、
八
〇
〇
円
）

・
施　
　

設　

 

温
水
シ
ャ
ワ
ー
（
夏
季
の
み
）、
水
洗
ト
イ
レ
、

各
種
用
具
の
貸
出
あ
り
（
有
料
）

・
申

込

み　

 

利
用
の
一
週
間
前
ま
で
に
キ
ャ
ン
プ
場
へ
電
話

予
約
。
直
接
来
場
は
利
用
不
可
。

三
、
梅
ケ
島
コ
ン
ヤ
の
里
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

（
☎
〇
五
四
―

二
六
九
―

二
三
二
八
）

・
場　
　

所　

 

梅
ケ
島
温
泉
街
よ
り
三
キ
ロ
手
前
。
梅
園
の
向

か
い
。

・
営
業
時
間　

九
時
〜
二
十
一
時
（
季
節
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
）

・
休

業

日　

 

年
末
年
始
（
十
二
月
二
十
九
日
〜
一
月
三
日
）

・
料　
　

金　

（
一
面
一
時
間
）

　
　
　
　
　
　

平　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　

土
・
日
・
祝
日　
　
　
　
　
　

一
、
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　

照
明
料　
　
　

一
時
間　
　
　
　
　

五
〇
〇
円

・
申

込

み　

 

電
話
で
二
ヶ
月
先
ま
で
予
約
可
能
。

四
、
日
影
沢
親
水
園　

魚と

魚と

の
里

（
☎
〇
五
四
―

二
六
九
―

二
三
八
〇
）

・
場　
　

所　

 

新
田
バ
ス
停
先
は
く
ち
ょ
う
大
橋
を
渡
り
左
折

つ
き
あ
た
り
。

・
営
業
時
間　

 

一
〇
時
〜
一
七
時
（
季
節
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
）

・
休

業

日　

 

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）、

　
　
　
　
　
　

年
末
年
始
は
未
定

・
料　
　

金　

釣
り
池　
　
　

二
、
〇
〇
〇
円
（
四
匹
ま
で
）

　
　
　
　
　
　

つ
か
み
ど
り　

三
、
八
〇
〇
円
（
一
㎏
）

・
施　
　

設　

釣
り
池
、
つ
か
み
ど
り　

ほ
か



16

日本平

0 500m

N

日本平

卍

407
国
道
１
号
線

県
立
美
術
館
前
駅

県総
合運
動場

鳥居

草薙神社

県立大

草薙総合

運動場

やぶきた母樹

県立美術館

県
立
中
央

図
書
館

静
岡
草
薙
清
水
線

（
南
幹
線
）

静岡県
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路
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日
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パ
ー
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ウ
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本
平
ロ
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安居

用宗
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新
静
岡
か
ら
静
岡
鉄
道
…
12
分
…
県
立
美
術
館
前
駅
下
車

（
急
行
は
停
車
し
ま
せ
ん
）

コ
ー
ス
タ
イ
ム

　

 

美
術
館
前
駅
…
10
分
…
や
ぶ
き
た
母
樹
分
岐
…
30
分
…
学
園

運
動
場
…
20
分
…
平
沢
寺
…
10
分
…
案
内
板
…
20
分
…
舗
装

道
…
20
分
…
清
水
馬
走
分
岐
…
20
分
…
案
内
板
…
10
分
…
日

本
平
山
頂
…
5
分
…
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
乗
場
…
5
分
…
久
能
山

…
20
分
…
久
能
山
下
バ
ス
停

復
路　

乗
物
の
ご
案
内

　

・ 

日
本
平
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
10
〜
15
分
間
隔
で
運
行
し
て
お

り
ま
す
。
終
了
時
刻
は
16
時
〜
17
時
で
す
。
（
季
節
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
）

平
へいたく

澤寺
じ

往
路　

乗
物
の
ご
案
内

コ
ー
ス
タ
イ
ム

復
路　

乗
物
の
ご
案
内

静
岡
鉄
道
株
式
会
社
日
本
平
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
営
業
所

（
☎
〇
五
四
―

三
三
四
―

二
〇
二
六
）

　

・
久
能
山
下
バ
ス
停
か
ら
石
田
街
道
線
…
40
分
…
JR
静
岡
駅

　
　

南
口

4　

日　

本　

平
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日　

本　

平

　

こ
の
コ
ー
ス
は
市
街
地
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
起
伏

も
少
な
く
、
家
族
連
れ
に
は
最
適
で
す
。
車
で
行
く
の
と
は
異

な
り
、
古
寺
を
巡
り
な
が
ら
鉄
塔
の
立
つ
山
頂
を
目
指
し
て
歩

い
て
み
る
と
、
ま
た
違
っ
た
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
平
山
頂
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、
旧
清
水
方
面
か

ら
の
も
の
を
含
め
て
幾
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
本
書
で
は
、
静
鉄

県
立
美
術
館
前
駅
か
ら
平
沢
観
音
を
経
て
山
頂
へ
と
至
る
コ
ー

ス
を
紹
介
し
ま
す
。

　

静
岡
鉄
道
を
美
術
館
前
駅
で
下
車
、
道
路
へ
出
た
ら
左
へ
、

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
並
木
道
を
美
術
館
方
面
へ
緩
や
か
に
坂

を
上
っ
て
行
き
ま
す
。
駅
か
ら
数
分
歩
く
と
右
に
「
谷
田
宮
の

後
公
園
」
が
あ
り
、
そ
の
先
を
右
折
「
や
ぶ
き
た
茶
の
母
樹
」

を
左
側
に
見
な
が
ら
平
沢
観
音
へ
と
向
か
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
平
沢
観
音
ま
で
は
約
50
分
、
突
き
当
た
り
の
製
茶

工
場
を
左
折
、
田
園
風
景
が
残
る
閑
静
な
住
宅
街
を
数
分
歩

い
た
先
の
分
岐
を
平
沢
観
音
の
看
板
に
従
っ
て
左
へ
曲
が
り
ま

す
。
分
岐
の
少
し
先
、
人
家
が
途
切
れ
た
辺
り
か
ら
は
茶
畑
越

上
で
道
は
合
流
、
ゴ
ル
フ
場
に
沿
っ
た
緩
や
か
な
上
り
の
道
を

進
み
ま
す
。
数
分
歩
き
、
擬
木
の
階
段
を
上
っ
た
所
が
清
水
馬

走
方
面
と
の
分
岐
で
す
。
ベ
ン
チ
が
置
か
れ
て
い
ま
す
の
で
一

息
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
先
で
山
中
と
も
お
別
れ
、
分
岐
の
先
を
右
へ
回
り
込
ん

で
一
〇
〇
ｍ
程
で
舗
装
道
に
な
り
、
そ
の
ま
ま
真
っ
す
ぐ
に
進

み
ま
す
。
日
本
平
ホ
テ
ル
を
過
ぎ
た
先
で
道
は
左
へ
曲
が
り
ま

す
が
、
未
舗
装
の
道
を
直
進
し
ま
す
。
数
分
歩
く
と
道
路
に
出
、

正
面
の
階
段
を
上
っ
た
少
し
先
に
テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ
、
大
き

な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
案
内
板
が
あ
り
ま
す
。
正
面
右
側
に
目

を
向
け
れ
ば
、
遠
く
に
見
え
て
い
た
テ
レ
ビ
塔
が
間
近
に
迫
っ

て
い
ま
す
。

　

山
頂
の
展
望
台
へ
は
そ
の
ま
ま
直
進
し
、
売
店
が
立
ち
並
ぶ

駐
車
場
か
ら
の
坂
道
を
進
み
、
赤
い
靴
の
銅
像
を
越
え
た
先
が

三
〇
八
ｍ
の
日
本
平
山
頂
で
す
。
山
頂
か
ら
は
富
士
山
を
背
景

に
清
水
港
や
、
清
水
三
保
、
伊
豆
半
島
な
ど
を
望
む
こ
と
が
で

き
、
休
日
に
は
観
光
バ
ス
等
で
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

帰
路
は
来
た
道
を
引
き
返
し
て
も
良
い
の
で
す
が
、
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
に
乗
っ
て
久
能
山
に
渡
り
、
バ
ス
で
静
岡
駅
に
帰
る
方

し
に
山
頂
の
テ
レ
ビ
塔
が
望
め
ま
す
。
や
が
て
神
社
や
静
岡
学

園
の
運
動
場
を
過
ぎ
、
茶
畑
の
広
が
る
風
景
の
中
を
緩
や
か
に

上
り
切
る
と
正
面
、
平
沢
の
集
落
の
中
に
の
ぼ
り
が
立
つ
平
沢

寺
が
あ
り
ま
す
。
平
沢
寺
は
駿
河
七
観
音
の
一
つ
の
古
寺
。
毎

年
二
月
の
節
分
柄
に
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、
平
沢
寺
の
石
段
を
上
り
つ
め
た
観

音
堂
の
裏
手
の
道
を
左
に
進
み
ま
す
が
、
平
沢
寺
駐
車
場
の
手

前
の
道
を
左
へ
上
っ
て
も
同
じ
場
所
に
出
ま
す
。
墓
地
を
右
に

見
な
が
ら
進
む
と
、
山
中
へ
と
下
り
始
め
る
場
所
の
右
側
に
案

内
板
が
あ
り
ま
す
。
右
側
の
道
を
下
っ
て
暫
く
行
く
と
道
の
両

側
の
土
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
切
り
通
し
の
細
い
上
り
道

に
出
ま
す
。
探
検
気
分
で
進
み
ま
し
ょ
う
。

　

右
に
ゴ
ル
フ
場
を
見
な
が
ら
緩
や
か
に
上
っ
て
行
く
と
や
が

て
道
は
下
り
と
な
り
、
階
段
を
下
り
て
一
端
、
道
路
に
出
ま
す
。

道
路
を
三
○
ｍ
程
左
へ
進
み
標
識
を
右
へ
再
び
山
中
へ
と
入
り

ま
す
。

　

フ
ェ
ン
ス
沿
い
に
進
み
、
左
へ
少
し
下
る
と
石
畳
の
階
段
が

続
い
て
い
ま
す
。
や
が
て
山
道
へ
と
変
わ
り
、ゴ
ル
フ
場
に
沿
っ

た
道
の
先
を
左
へ
曲
が
る
と
道
は
二
方
に
分
か
れ
ま
す
。
す
ぐ

法
も
変
化
に
富
ん
で
い
て
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
乗
物
の
運
賃

が
少
し
多
め
に
か
か
り
ま
す
が
、
東
照
宮
参
詣
や
駿
河
湾
の
風

景
、
ま
た
、
一
月
〜
五
月
初
め
の
石
垣
イ
チ
ゴ
の
時
期
で
あ
れ

ば
、
イ
チ
ゴ
狩
り
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
参
考
に
紹

介
し
ま
す
。

　

山
頂
か
ら
は
標
識
に
従
っ
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
乗
り
場
ま
で
行

き
ま
す
。
駐
車
場
ま
で
階
段
を
下
り
る
と
大
き
な
土
産
物
店
の

中
に
乗
り
場
が
あ
り
ま
す
。（
こ
こ
か
ら
は
、
静
岡
駅
行
き
の

バ
ス
も
出
て
い
ま
す
。）
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
の
長
さ
は
約
一
、
〇

〇
〇
ｍ
、
屏
風
谷
な
ど
を
見
な
が
ら
5
分
で
久
能
山
駅
に
到
着

で
す
。（
東
照
宮
参
詣
は
有
料
）
つ
づ
ら
折
の
石
段
を
15
分
程

下
る
と
土
産
物
店
が
立
ち
並
ぶ
参
道
入
口
に
着
き
ま
す
。
バ
ス

は
海
岸
沿
い
の
国
道
一
五
〇
号
は
通
ら
ず
、
一
つ
手
前
の
交
差

点
を
左
に
一
五
〇
ｍ
程
行
く
と
右
に
「
久
能
山
下
」
バ
ス
停
が

あ
り
、
40
分
で
JR
静
岡
駅
南
口
に
到
着
で
す
。
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牧
ケ
谷
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歓昌院
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柴屋寺

泉ヶ谷駿府匠宿

おもしろ体験館

大鈩不動尊

誓願寺
二軒家
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国道1号線
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1

1

1
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大鈩不
動
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JR
静
岡
駅
前
か
ら
牧
ケ
谷
線
小
瀬
戸
行
…
25
分
…
牧
ケ
谷
下

車

　

・ 

牧
ケ
谷
…
35
分
…
石
碑
分
岐
…
15
分
…
峠
…
15
分
…
歓
昌

院
墓
地
…
10
分
…
柴
屋
寺
…
5
分
…
丸
子
城
跡
登
り
口
…

30
分
…
北
城
跡
…
5
分
…
南
城
跡
広
場
…
20
分
…
誓
願
寺

…
5
分
…
二
軒
家
バ
ス
停

　

・
誓
願
寺
…
30
分
…
大
鈩
不
動
尊

　

二
軒
家
バ
ス
停
か
ら
中
部
国
道
線
…
25
分
…
JR
静
岡
駅
前

丸子城跡、南城跡広場

往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

コ
ー
ス
タ
イ
ム

復
路　

バ
ス
の
ご
案
内

5　

歓
昌
院
坂
〜
丸
子
城
跡
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歓
昌
院
坂
〜
丸
子
城
跡

　

牧
ケ
谷
か
ら
歓
昌
院
坂
を
越
え
て
柴
屋
寺
、
丸
子
城
跡
、
誓

願
寺
と
歴
史
を
訪
ね
る
コ
ー
ス
で
す
。

　

牧
ケ
谷
バ
ス
停
で
下
車
し
た
ら
五
〇
ｍ
程
戻
り
、
一
つ
目
の

信
号
を
右
折
、
牧
ケ
谷
の
集
落
へ
と
入
り
ま
す
。
少
し
歩
く
と

正
面
に
観
音
堂
が
見
え
て
き
ま
す
の
で
、
指
導
標
に
従
い
観
音

堂
の
左
の
道
を
行
き
ま
す
。
次
第
に
人
家
は
少
な
く
な
り
、
林

道
の
看
板
を
過
ぎ
て
10
分
程
で
歓
昌
院
坂
の
分
岐
に
出
ま
す
。

　

分
岐
に
は
昭
和
三
年
に
建
て
ら
れ
た
石
碑
が
あ
り
「
左
、
歓

昌
院
坂
を
経
て
東
海
道
。
右
、
山
道
。」
と
読
み
取
れ
ま
す
。

左
へ
道
を
取
り
、
山
中
へ
。
こ
こ
か
ら
峠
ま
で
は
林
間
の
登
り

道
を
15
分
。
道
な
り
に
歩
け
ば
迷
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正

面
が
明
る
く
な
り
、
切
り
通
し
の
細
い
道
を
越
え
る
と
木
立
に

囲
ま
れ
た
峠
に
出
ま
す
。
眺
望
は
利
き
ま
せ
ん
が
、
一
息
入
れ

る
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
広
さ
で
す
。

　

峠
か
ら
歓
昌
院
方
面
へ
は
下
り
の
道
を
行
き
ま
す
。
数
分
で

農
道
に
出
ま
す
の
で
右
へ
曲
が
り
、
す
ぐ
先
の
鉄
製
階
段
を
降

り
て
再
び
山
中
の
道
を
行
き
ま
す
。（
※
農
道
に
出
て
左
に
曲

が
り
、
約
一
・
八
キ
ロ
（
25
分
程
度
）
農
道
を
歩
い
て
も
歓
昌

院
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）
金
網
沿
い
の
細
い
道
を
行
き
、

数
分
下
る
と
歓
昌
院
の
墓
地
の
裏
手
に
出
ま
す
。
道
路
に
出
た

ら
右
へ
曲
が
り
、
道
な
り
に
10
分
程
歩
く
と
左
に
吐
月
峰
柴
屋

寺
が
あ
り
ま
す
。

　

柴
屋
寺
は
今
川
氏
に
仕
え
た
連
歌
師
宗
長
が
、
晩
年
に
庵
を

結
ん
で
余
生
を
送
っ
た
お
寺
。
庭
園
は
天
柱
山
、
丸
子
富
士
な

ど
の
周
囲
の
山
々
を
借
景
と
し
て
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
国
の

名
勝
・
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
柴
屋
寺
か
ら
数
分
歩
き
、

右
に
泉
ヶ
谷
の
公
民
館
を
過
ぎ
る
と
駿
府
匠
宿
お
も
し
ろ
体
験

館
が
あ
り
ま
す
。（
こ
こ
で
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。）

　

丸
子
城
跡
へ
は
、
お
も
し
ろ
体
験
館
の
す
ぐ
横
を
右
へ
入
り
、

民
家
の
庭
先
を
通
り
す
ぎ
た
先
の
分
岐
を
左
へ
、
丸
太
の
階
段

状
の
道
を
上
り
ま
す
。
す
ぐ
先
に
は
、
梅
の
木
が
数
多
く
植
え

ら
れ
て
お
り
、
二
月
の
開
花
時
に
は
素
晴
ら
し
い
花
が
眺
め
ら

れ
ま
す
。
梅
の
木
の
間
を
抜
け
て
階
段
を
上
る
こ
と
10
数
分
で
、

小
さ
な
祠
・
丸
子
稲
荷
神
社
の
あ
る
尾
根
に
出
ま
す
。
こ
の
辺

り
も
空
堀
跡
や
外
曲
輪
等
の
遺
構
が
見
ら
れ
ま
す
。

開
眼
供
養
の
後
に
起
こ
っ
た
「
鐘
名
事
件
」
で
有
名
な
、
片
桐

且
元
夫
妻
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
片
桐
且
元
は
、
豊
臣
家
を
代
表

し
て
家
康
へ
の
説
明
の
た
め
に
駿
府
へ
下
っ
た
折
、
誓
願
寺
に

泊
ま
り
ま
し
た
。
境
内
の
池
に
は
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
が
棲
息
し
、

五
月
〜
七
月
に
は
産
卵
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

駐
車
場
内
に
は
観
光
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す
。
誓
願
寺
を
出
て
右

へ
行
く
と
数
分
で
国
道
一
号
線
に
出
ま
す
。
バ
ス
停
は
左
側
に
、

本
数
は
多
い
の
で
安
心
で
す
。
余
力
の
あ
る
人
は
、
誓
願
寺
を

出
た
ら
左
へ
道
を
取
り
、
山
中
へ
進
め
ば
約
一
・
三
キ
ロ
、
30

分
で
大
鈩
不
動
尊
に
着
き
ま
す
。

　

大
鈩
不
動
尊
は
、
沢
沿
い
の
岩
場
に
不
動
明
王
像
が
奉
ら
れ

て
お
り
、
毎
月
二
十
八
日
の
縁
日
に
は
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま

す
。
新
緑
や
夏
の
時
期
に
は
沢
の
せ
せ
ら
ぎ
が
涼
し
く
感
じ
ら

れ
、
国
道
の
喧
騒
か
ら
離
れ
て
一
度
は
訪
れ
て
み
た
い
場
所
で

す
。

　

丸
子
城
は
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、今
川
氏
（
北

城
）
と
武
田
氏
（
南
城
）
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
山
城
。
祠
か
ら

暫
く
行
く
と
三
日
月
堀
に
出
ま
す
。
守
り
や
す
く
攻
め
ら
れ
に

く
く
す
る
た
め
、
三
日
月
の
形
に
堀
を
掘
っ
た
も
の
で
、
上
か

ら
見
る
と
三
日
月
の
形
に
弧
を
描
い
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
三
日
月
堀
を
左
に
取
り
、
道
な
り
に
進
み
、
土
塁
、

曲
輪
（
曲
輪
と
は
城
の
囲
い
の
こ
と
を
言
い
ま
す
）、
木
戸
口
、

空
堀
等
、
昔
の
山
城
の
面
影
が
随
所
に
残
っ
て
い
る
山
道
を
行

く
と
数
分
で
、
今
川
氏
の
本
丸
跡
で
あ
る
北
城
北
曲
輪
跡
に
出

ま
す
。
木
の
ベ
ン
チ
が
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
広
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

北
城
跡
か
ら
歩
く
こ
と
数
分
で
武
田
氏
の
南
城
本
丸
跡
に
出

ま
す
。
眺
望
は
利
き
ま
せ
ん
が
、
一
帯
は
広
場
に
な
っ
て
お
り
、

説
明
板
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
誓
願
寺
、
大
鈩
方
面
へ
は
、

南
城
跡
広
場
の
突
き
当
た
り
左
か
ら
指
導
標
識
に
従
い
山
中
を

下
り
ま
す
。
階
段
状
の
道
を
下
り
15
分
位
で
平
地
に
出
た
ら
民

家
沿
い
の
細
い
道
を
進
み
、
道
路
に
出
れ
ば
正
面
が
誓
願
寺
で

す
。

　

誓
願
寺
は
源
頼
朝
創
建
の
お
寺
。
境
内
に
は
、
方
広
寺
大
仏
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梶
原
山
〜
帆
掛
山

　

静
岡
市
北
部
の
梶
原
山
は
、
鎌
倉
時
代
の
梶
原
一
族
（
※
）

ゆ
か
り
の
山
で
あ
り
、
市
街
の
眺
望
の
素
晴
ら
し
さ
か
ら
遠
足

等
で
も
人
気
の
高
い
山
で
す
。

　

元
農
協
西
奈
支
店
の
角
を
左
へ
曲
が
り
、
正
面
の
光
鏡
院
ま

で
歩
き
ま
す
。
石
碑
右
側
の
舗
装
道
を
行
く
と
す
ぐ
に
「
梶
原

一
族
い
く
さ
の
跡
」
を
記
し
た
大
き
な
看
板
が
目
に
入
り
ま
す
。

梶
原
一
族
の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
コ
ー
ス
を
訪

ね
て
み
ま
し
ょ
う
。
幅
の
広
い
農
道
を
道
な
り
に
上
り
、
20
分

程
で
分
岐
を
右
へ
曲
が
り
ま
す
。
竜
爪
や
大
山
、
安
倍
城
跡
等
、

上
る
に
つ
れ
て
広
が
る
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
分

岐
か
ら
数
分
で
右
に
瀬
名
古
墳
群
が
あ
り
、
こ
れ
を
過
ぎ
て
暫

く
行
く
と
山
中
へ
の
登
り
口
に
着
き
ま
す
。

　

茶
畑
の
中
に
延
び
る
細
い
道
を
抜
け
て
山
中
へ
、
少
し
上
っ

た
後
は
茶
畑
の
中
の
緩
や
か
な
道
を
行
き
ま
す
。
登
り
口
か
ら

約
10
分
、
茶
畑
の
中
程
で
右
に
清
水
港
方
面
へ
眺
望
が
開
け
、

振
り
返
れ
ば
静
岡
市
街
地
方
面
も
見
渡
せ
ま
す
。
右
に
反
射
板

を
見
な
が
ら
数
分
で
林
の
中
へ
、
清
水
鳥
坂
方
面
と
の
分
岐
を

過
ぎ
た
後
、
し
ば
ら
く
す
る
と
梶
原
山
山
頂
と
び
ん
水
と
の
分

岐
が
あ
り
ま
す
。
先
に
び
ん
水
へ
行
き
、
そ
の
後
、
梶
原
山
山

頂
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
分
岐
を
左
へ
向
か
い
し
ば
ら
く
す
る

と
左
手
に
び
ん
水
へ
下
る
擬
木
の
階
段
が
あ
り
ま
す
。

　

び
ん
水
と
は
梶
原
親
子
が
自
害
す
る
前
に
乱
れ
た
鬢
（
び
ん
、

頭
の
左
右
側
面
の
髪
）
を
直
し
、
喉
の
渇
き
を
潤
し
た
と
い
わ

れ
る
湧
き
水
の
跡
で
す
。

　

も
と
来
た
道
を
戻
り
梶
原
山
山
頂
（
二
七
九
ｍ
）
に
向
か
い

ま
す
。
山
頂
と
び
ん
水
と
の
分
岐
を
過
ぎ
る
と
左
手
に
少
し
急

な
登
り
と
右
手
に
擬
木
の
柵
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
左
手

の
コ
ー
ス
を
登
り
ま
す
。

　

山
頂
に
は
梶
原
景
時
親
子
の
供
養
塔
の
他
、
簡
素
な
四
阿
や

ベ
ン
チ
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
山
頂
か
ら
は
、
東
に
富
士
山
や

旧
清
水
市
街
、
南
に
日
本
平
、
西
に
静
岡
市
街
、
北
に
竜
爪
、

竜
爪
と
市
街
の
間
に
は
鉄
塔
を
乗
せ
た
大
山
も
見
え
ま
す
。

　

山
頂
で
休
憩
し
た
ら
帆
掛
山
へ
と
歩
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
山

頂
北
側
の
尾
根
道
を
進
み
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
帆
掛
山
ま
で
は
約
20
分
。
や
が
て
茶
畑
沿
い
の
道

と
な
り
、
左
に
は
竜
爪
が
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。
竹
林
を
過

ぎ
、
正
面
茶
畑
越
し
に
反
射
板
が
見
え
た
ら
そ
こ
が
帆
掛
山
山

頂
（
三
〇
四
ｍ
）
で
す
。

　

反
射
板
の
袂
に
広
が
る
山
頂
は
一
本
松
公
園
と
し
て
四
阿
や

ベ
ン
チ
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
視
界
も
広
が
り
、
山
原
越
し

に
見
え
る
富
士
山
は
勿
論
の
こ
と
、
特
に
眼
下
に
広
が
る
清
水

市
街
や
港
か
ら
日
本
平
に
か
け
て
の
風
景
は
素
晴
ら
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
手
前
の
山
越
し
に
静
岡
市
街
も
小
さ
く
望
む
こ

と
が
出
来
ま
す
。
帆
掛
山
は
昔
、
こ
こ
に
植
え
ら
れ
て
い
た
松

が
遠
く
か
ら
船
の
帆
の
よ
う
に
見
え
た
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
つ

い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
頂
か
ら
さ
ら
に
奥
へ
も
道
が
続
い
て
い
ま
す
が
帰
路
は
清

水
大
内
方
面
へ
下
り
ま
す
。
山
頂
か
ら
来
た
道
を
戻
り
、
階
段

を
下
り
た
所
を
指
導
標
に
従
い
左
へ
、
山
腹
の
細
い
下
り
道
を

ジ
グ
ザ
グ
に
下
り
ま
す
。
足
を
滑
ら
せ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。
約
15
分
で
丸
太
橋
を
渡
り
、
建
物
を
右
に
見
な
が

ら
下
っ
て
回
り
込
め
ば
霊
山
寺
に
到
着
で
す
。

　

霊
山
寺
は
奈
良
時
代
に
行
基
に
よ
っ
て
開
か
れ
、「
駿
河
七

観
音
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
由
緒
あ
る
お
寺
。
本
堂
に
は
古

い
写
真
や
木
札
が
飾
ら
れ
、
天
井
に
は
墨
絵
で
龍
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
五
一
六
年
に
建
立
さ
れ
た
カ
ヤ
葺
き
の
仁

王
門
（
重
文
）
か
ら
は
市
街
が
一
望
で
き
ま
す
。

　

仁
王
門
を
過
ぎ
て
丁
石
に
従
っ
て
階
段
を
下
る
と
約
10
分
で

舗
装
道
に
出
ま
す
の
で
左
に
曲
が
り
、
道
な
り
に
案
内
板
や
公

園
を
過
ぎ
て
行
く
と
北
街
道
に
出
ま
す
。
静
岡
方
面
の
バ
ス
停

（
大
内
観
音
入
口
）
は
信
号
を
渡
っ
た
右
側
。
バ
ス
停
か
ら
振

り
返
れ
ば
、
山
の
中
腹
に
霊
山
寺
の
本
堂
や
仁
王
門
、
さ
ら
に

尾
根
に
は
帆
掛
山
の
反
射
板
が
見
え
ま
す
。
北
街
道
線
の
バ
ス

に
乗
っ
て
約
30
分
で
JR
静
岡
駅
に
到
着
で
す
。

（
※
）
梶
原
景
時
は
源
頼
朝
を
石
橋
山
合
戦
で
命
を
助
け
、
後

幕
府
の
御
家
人
を
取
り
締
ま
る
目
付
役
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

頼
朝
の
急
死
で
立
場
が
逆
転
し
御
家
人
た
ち
か
ら
鎌
倉
を
追
放

さ
れ
ま
し
た
。
一
二
〇
〇
年
、
京
に
逃
亡
途
中
狐
ヶ
崎
で
戦
と

な
り
景
時
、
景
季
親
子
は
梶
原
山
で
討
ち
死
に
し
ま
し
た
。
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大日峠

大日峠
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※　

復
路
も
同
路
線

　

 

JR
静
岡
駅
前
か
ら
安
倍
線
上
落
合
行
…
80
分
…
終
点
下
車　

市
営
浴
場
ま
で
五
キ
ロ
。

　

 

市
営
浴
場
駐
車
場
…
5
分
…
民
宿
登
り
口
…
20
分
…
林
道
15

分
…
擁
壁
の
分
岐
…
15
分
…
林
道
急
坂
…
40
分
…
水
呑
茶
屋

跡
…
20
分
…
大
日
峠
…
65
分
…
市
営
浴
場
駐
車
場

　

 

大
日
峠
か
ら
口
坂
本
に
戻
ら
ず
に
、
富
士
見
峠
よ
り
バ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

 

富
士
見
峠
バ
ス
停
か
ら
井
川
地
区
自
主
運
行
バ
ス
…
30
分
…

横
沢
、
横
沢
バ
ス
停
か
ら
安
倍
線
新
静
岡
行
…
70
分
…
新
静

岡

ピクニック広場

往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

コ
ー
ス
タ
イ
ム

復
路　

バ
ス
の
ご
案
内

　

井
川
地
区
自
主
運
行
バ
ス
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　

◇
井
川
地
区
自
主
運
行
バ
ス
管
理
事
務
所

　
　

☎
〇
五
四　
―　

二
六
〇　
―　

一
五
〇
一

　

◇
静
岡
市
交
通
政
策
課

　
　

☎
〇
五
四　
―　

二
二
一　
―　

一
〇
二
五

7　

大　

日　

峠
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大　
　

日　
　

峠

　

昔
の
大
日
峠
は
井
川
と
静
岡
を
結
ぶ
重
要
な
峠
道
で
し
た

が
、
林
道
の
開
発
に
よ
り
今
で
は
歩
く
人
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
ま
し
た
。
口
坂
本
温
泉
か
ら
大
日
峠
ま
で
の
コ
ー
ス
を
紹
介
、

併
せ
て
大
日
高
原
の
自
然
歩
道
に
も
簡
単
に
触
れ
た
い
と
思
い

ま
す
。「
歴
史
と
文
化
の
街
道
・
大
日
古
道
」
と
し
て
整
備
さ

れ
て
お
り
、
口
坂
本
に
は
民
宿
も
5
軒
程
あ
り
ま
す
の
で
、
温

泉
を
ベ
ー
ス
に
し
た
楽
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

乗
用
車
の
場
合
は
市
営
口
坂
本
温
泉
浴
場
の
駐
車
場
を
利
用

で
き
ま
す
が
、
バ
ス
利
用
の
場
合
は
上
落
合
バ
ス
停
か
ら
市

営
浴
場
ま
で
、
約
五
キ
ロ
の
長
い
車
道
歩
き
に
な
り
ま
す
。
市

営
浴
場
の
看
板
に
従
っ
て
県
道
か
ら
左
へ
駐
車
場
ま
で
下
り
ま

す
。（
県
道
か
ら
駐
車
場
ま
で
は
交
互
通
行
の
道
、
表
示
ラ
ン

プ
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。）
駐
車
場
の
「
大
日
古
道
」
の
案

内
板
が
ス
タ
ー
ト
地
点
で
す
。
市
営
浴
場
の
玄
関
脇
を
通
り
、

沢
に
架
か
る
左
側
の
橋
を
渡
っ
て
県
道
に
出
ま
す
。
正
面
右
、

民
宿
の
看
板
と
共
に
「
大
日
古
道
登
山
口
」
の
指
導
標
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
こ
か
ら
坂
を
上
り
ま
す
。

　

登
山
道
脇
に
は
昔
の
観
音
跡
の
案
内
杭
が
一
番
か
ら
三
十
三

番
（
途
中
で
欠
落
も
あ
り
）
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

数
え
な
が
ら
歩
く
の
も
楽
し
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
か
ら
水
呑
茶
屋
跡
ま
で
は
約
1
時
間
20
〜
30
分
、
何
度

か
林
道
を
横
切
っ
て
進
み
ま
す
。
民
宿
の
門
前
を
過
ぎ
た
先
の

分
岐
を
指
導
標
に
従
い
左
へ
、
茶
畑
を
抜
け
て
山
中
へ
と
入
り

ま
す
。
幅
の
広
い
山
道
を
20
分
程
上
る
と
林
道
に
出
ま
す
の
で
、

右
へ
林
道
を
歩
き
ま
す
。
回
り
込
ん
で
暫
く
行
く
と
右
に
民
家

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
少
し
先
を
指
導
標
に
従
い
右
へ
擁
壁

を
上
り
ま
す
①
。

　

細
い
道
を
過
ぎ
て
再
び
林
道
へ
出
た
ら
、
正
面
の
急
な
道
を

上
り
ま
す
②
。
急
坂
を
上
っ
て
暫
く
行
く
と
植
林
帯
に
入
り
、

ジ
グ
ザ
グ
に
高
度
を
稼
い
で
行
き
ま
す
。
木
に
巻
か
れ
た
テ
ー

プ
や
黄
色
い
プ
レ
ー
ト
を
頼
り
に
進
め
ば
迷
う
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。
途
中
の
「
16
番
」
地
点
は
口
坂
本
か
ら
大
日
と
峠
へ

の
中
間
地
点
に
当
り
、
昔
茶
店
が
あ
り
、
う
ど
ん
や
お
か
ず
を

売
っ
て
い
ま
し
た
。
林
の
中
に
残
る
石
垣
は
水
田
の
跡
で
す
。

さ
ら
に
進
む
と
林
間
に
地
す
べ
り
観
測
用
の
「
グ
ラ
フ
付
伸
縮

計
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

林
間
を
上
り
切
る
と
作
業
道
に
出
ま
す
が
、
作
業
道
を
横

切
っ
て
直
進
す
る
と
、
す
ぐ
に
水
呑
茶
屋
跡
が
あ
り
ま
す
。
昭

和
三
〇
年
頃
ま
で
は
こ
の
場
所
に
茶
店
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

今
で
は
小
さ
い
湧
き
水
の
池
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
当
時
の
面

影
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
大
日
峠
ま
で
は
も
う
ひ

と
頑
張
り
、
約
20
分
の
道
の
り
で
す
。

　

峠
に
は
大
日
如
来
の
碑
と
共
に
幾
つ
か
の
指
導
標
が
立
っ
て

お
り
、
す
ぐ
に
大
日
高
原
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
に
出
ま
す
。
広

場
に
は
休
憩
舎
、
徳
川
家
康
公
お
茶
蔵
の
御
茶
壺
屋
敷
、
ト
イ

レ
な
ど
が
あ
り
、
広
い
芝
生
の
上
で
お
弁
当
を
広
げ
る
に
は
最

適
の
場
所
で
す
。

　

こ
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
か
ら
富
士
見
峠
ま
で
は
自
然
歩
道
と

し
て
周
遊
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
1
時
間
30
分
〜
2
時

間
位
で
一
周
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
然
歩
道
沿
い
に
は
今

ま
で
歩
い
て
き
た
杉
や
桧
林
と
は
異
な
っ
た
自
然
林
が
広
が
っ

て
お
り
、
高
低
差
も
少
な
い
の
で
、
余
力
の
あ
る
人
は
大
日
峠

か
ら
一
周
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
乗
用
車
や
バ
ス
を
利
用

し
て
、
大
日
高
原
の
周
遊
コ
ー
ス
だ
け
を
楽
し
む
方
法
も
あ
り

ま
す
。

　

以
下
、
簡
単
に
大
日
高
原
自
然
歩
道
を
紹
介
し
ま
す
。

　

（
大
日
峠
〜
稜
線
コ
ー
ス
〜

富
士
見
峠
〜
林
間
コ
ー
ス
〜
大
日
峠
）

　

大
日
峠
か
ら
左
へ
、
鉄
塔
を
越
え
お
茶
壷
屋
敷
跡
（
10
分
）

大
日
山
三
等
三
角
点
、
眺
望
は
あ
ま
り
利
き
ま
せ
ん
（
15
分
）

あ
ず
ま
や
風
の
稜
線
避
難
小
屋
（
15
分
）
展
望
広
場
（
5
分
）

　

富
士
見
峠
。

　

展
望
台
、
観
光
ト
イ
レ
、
バ
ス
停
あ
り
。
冬
期
以
外
の
日
曜

祭
日
に
は
朝
市
が
開
か
れ
ま
す
。
バ
ス
停
の
向
か
い
に
は
、
三

ツ
峰
の
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

（
5
分
、
元
の
道
を
戻
る
）
展
望
広
場
、
左
隅
か
ら
（
15
分
）

林
間
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
（
5
分
）
も
み
じ
の
吊
り
橋
（
10
分
）

南
ア
ル
プ
ス
展
望
台
、
眺
望
は
あ
ま
り
利
き
ま
せ
ん
（
5
分
）

牛
の
放
牧
（
10
分
）
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
（
3
分
）
大
日
峠
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※　

復
路
も
同
路
線

　

 

JR
静
岡
駅
前
か
ら
藁
科
線
久
能
尾
行
他
…
35
分
…
中
藁
科
子

ど
も
園
前
下
車

　

  

JR
静
岡
駅
前
か
ら
牧
ケ
谷
線
小
瀬
戸
行
き
…
40
分
…
小
瀬
戸

下
車

　

（
富
厚
里
峠
コ
ー
ス
）

　

 

中
藁
科
子
ど
も
園
…
60
分
…
富
厚
里
峠
…
20
分
…
茶
畑
展
望

所
…
25
分
…
だ
い
ら
ぼ
う
…
15
分
…
分
岐
…
10
分
…
農
道
…

50
分
…
中
藁
科
保
育
園

　

（
西
又
峠
コ
ー
ス
）

　

 

小
瀬
戸
…
45
分
…
西
又
峠
…
70
分
…
だ
い
ら
ぼ
う
…
55
分
…

西
又
峠
…
35
分
…
小
瀬
戸

だいらぼう山頂からの風景

往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

コ
ー
ス
タ
イ
ム

8　

だ
い
ら
ぼ
う



34 33

だ　

い　

ら　

ぼ　

う

　

大
男
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
の
伝
説
や
、
山
頂
の
広
さ
で
市
民
に

親
し
ま
れ
て
い
る
山
、
だ
い
ら
ぼ
う
。

　

中
藁
科
子
ど
も
園
バ
ス
停
先
の
富
厚
里
橋
を
渡
り
、
そ
の
ま

ま
直
進
、
荒
沢
川
沿
に
山
中
へ
入
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
富
厚
里

峠
ま
で
は
二
キ
ロ
少
し
、
45
分
程
の
舗
装
道
歩
き
で
す
。
途
中
、

何
度
か
休
憩
し
、
道
の
両
側
に
竹
林
が
広
が
る
場
所
を
過
ぎ
た

ら
も
う
ひ
と
頑
張
り
で
峠
で
す
。
峠
に
は
お
地
蔵
様
が
祭
ら
れ

て
い
て
、
道
行
く
人
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

だ
い
ら
ぼ
う
へ
の
登
り
口
は
峠
を
少
し
岡
部
側
へ
下
っ
た
左

側
に
あ
り
、「
だ
い
ら
ぼ
う
登
山
口
」
と
い
う
看
板
が
出
て
い

ま
す
。
入
口
か
ら
少
し
登
り
、
遠
方
の
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が

で
き
る
箇
所
を
過
ぎ
、
杉
や
桧
の
植
林
帯
の
中
に
入
り
ま
す
。

林
道
に
出
た
ら
、
指
導
標
に
従
っ
て
左
へ
向
か
い
再
び
山
中
へ
、

入
口
か
ら
約
20
分
で
左
に
大
き
く
風
景
が
開
け
た
茶
畑
に
出
ま

す
。
こ
こ
か
ら
の
眺
望
は
素
晴
ら
し
く
、
富
士
山
や
南
ア
ル
プ

ス
、
安
倍
奥
の
山
々
が
連
な
る
雄
大
な
風
景
で
す
。
手
前
に
は

無
線
中
継
塔
を
乗
せ
た
大
山
も
望
め
ま
す
。

　

う
す
暗
い
植
林
帯
に
入
る
手
前
左
側
に
は
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ

カ
マ
の
群
生
地
が
あ
り
、
三
〜
四
月
頃
に
は
可
憐
な
薄
紫
の
花

を
付
け
ま
す
。
丸
太
で
所
々
土
止
め
を
し
た
道
を
進
み
、
二
番

目
の
人
形
を
過
ぎ
れ
ば
頂
上
は
目
の
先
で
す
。
景
色
が
開
け
た

ら
左
下
方
を
見
れ
ば
広
い
草
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
左
に
階
段

を
下
る
か
、
そ
の
ま
ま
林
の
中
を
回
り
込
ん
で
草
地
に
出
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

山
頂
広
場
は
大
男
の
左
足
の
形
を
し
て
お
り
、
テ
ー
ブ
ル
が

あ
る
辺
り
が
ち
ょ
う
ど
土
踏
ま
ず
に
あ
た
り
ま
す
。
山
頂
の

草
地
は
長
さ
約
一
五
〇
ｍ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
も
で
き
そ
う
な
程

で
、
他
の
山
々
に
比
べ
て
も
山
頂
の
広
さ
で
は
群
を
抜
い
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
山
頂
を
大
男
の
足
跡
と
考
え
る

と
何
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
話
で
し
ょ
う
か
。
思
わ
ず
天
を
仰

い
で
、
想
像
に
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
帰
路
は
、

西
又
峠
を
経
て
小
瀬
戸
へ
と
下
る
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

林
道
が
延
長
し
、
山
頂
の
す
ぐ
近
く
ま
で
車
で
来
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
自
分
の
足
で
登
頂
で
き
れ
ば
感
動
も

ひ
と
し
お
で
す
。

　

（
西
又
峠
〜
だ
い
ら
ぼ
う
）

　

近
年
、
西
又
峠
か
ら
の
登
山
者
も
多
い
よ
う
で
す
の
で
登
り

の
コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

　

小
瀬
戸
バ
ス
停
か
ら
西
又
峠
ま
で
は
約
二
・
五
キ
ロ
、
45
分

の
車
道
歩
き
で
す
。
す
れ
違
う
車
も
少
な
い
道
路
を
、
集
落
を

抜
け
て
上
っ
て
い
く
と
道
幅
が
広
く
な
っ
た
峠
に
出
ま
す
。
登

り
口
に
は
大
き
な
看
板
が
あ
り
、「
だ
い
ら
ぼ
う
ま
で
90
分
」

と
あ
り
ま
す
が
、
も
う
少
し
早
く
着
け
そ
う
で
す
。

　

擁
壁
沿
い
の
急
坂
を
上
り
切
る
と
道
は
緩
や
か
に
な
り
ま

す
。
竹
林
や
茶
畑
を
過
ぎ
林
間
の
道
を
上
る
と
25
分
位
で
、
右

に
風
景
が
開
け
ま
す
。
再
び
道
を
上
っ
た
後
は
、
整
然
と
植
林

さ
れ
た
緩
や
か
な
道
を
進
み
ま
す
。
暫
く
行
く
と
右
に
大
き
く

風
景
が
開
け
ま
す
。
前
方
に
伐
採
地
が
見
え
ま
す
が
、
だ
い
ら

ぼ
う
は
そ
の
す
ぐ
向
こ
う
で
す
。
林
の
脇
道
を
上
っ
た
先
の
分

岐
を
右
へ
、
林
を
抜
け
れ
ば
草
地
が
目
に
入
り
、
山
頂
に
到
着

で
す
。
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安倍城跡

N

0 500m

文

卍

卍

安倍城跡

2

1

29

1

362

205

29

207

少年院

梅
ケ
島
温
泉
昭
和
線

　
　

（
美
和
街
道
）

大
川
静
岡
線

至足久保

狩野貞長墓内牧下

内 

牧 

川
安倍口新田安倍口新田

清掃工場
西ケ谷
総合

運動場

下与左衛門下与左衛門

狩
野

橋

※
急
坂

435

久住砦

33番

石仏

増善寺
安　
　

倍　
　

川慈悲尾

慈悲尾南

安
倍

川
大

橋

千代

洞慶院

老梅林園

建穂

久住谷川橋

国道362号線
（藁科街道）

久 

住 

谷 

川

建穂寺跡

静
清
バ
イ
パ
ス

羽鳥羽鳥

藁　科　川

木枯の森

服織中学

牧
ヶ
谷
橋

牧
ヶ
谷
橋

山崎

安西橋
奈良間手越線（南藁科街

道
）

※道不明瞭

36 35

　

 

JR
静
岡
駅
前
か
ら
藁
科
線
中
小
屋
行
他
…
25
分
…
羽
鳥
下
車

　
　
　
　

　

 

羽
鳥
…
35
分
…
洞
慶
院
…
40
分
…
三
十
三
番
石
仏
…
25
分
…

久
住
砦
跡
、
増
善
寺
分
岐
…
20
分
…
安
倍
城
跡
…
5
分
…
増

善
寺
・
西
ヶ
谷
分
岐
…
20
分
…
西
ヶ
谷
・
内
牧
分
岐
…
5
分

…
茶
畑
分
岐
…
20
分
…
農
道
…
20
分
…
内
牧
下
バ
ス
停
…
10

分
…
狩
野
貞
長
公
墓
所
…
15
分
…
安
倍
口
新
田
バ
ス
停

　

（
他
の
登
り
口
か
ら
の
所
要
時
間
）

・
内
牧
コ
ー
ス
―
内
牧
下
バ
ス
停
か
ら
安
倍
城
跡
ま
で
、
90
分

・
西
ヶ
谷
コ
ー
ス
―
西
ヶ
谷
総
合
運
動
場
か
ら　

〃　
　

85
分

・
増
善
寺
コ
ー
ス
―
増
善
寺
駐
車
場
か
ら　
　
　

〃　
　

75
分

安倍城跡

・ 

内
牧
コ
ー
ス　

安
倍
口
新
田
か
ら
美
和
大
谷
線
…
25
分
…
…

JR
静
岡
駅
前

・ 

西
ケ
谷
コ
ー
ス　

西
ケ
谷
総
合
運
動
場
か
ら
西
ケ
谷
線
…
25

分
…
JR
静
岡
駅
前
、
又
は
、
下
与
左
ェ
門
か
ら
美
和
大
谷
線

…
20
分
…
JR
静
岡
駅
前

・ 

増
善
寺
コ
ー
ス　

慈
悲
尾
南
か
ら
千
代
慈
悲
尾
線
…
20
分
…

JR
静
岡
駅
前

往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

コ
ー
ス
タ
イ
ム

復
路　

バ
ス
の
ご
案
内

9 

安　

倍　

城　

跡
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安　

倍　

城　

跡

　

安
倍
城
跡
は
今
か
ら
約
六
〇
〇
年
前
の
南
北
朝
時
代
、
南
朝

方
の
武
将
と
し
て
活
躍
し
た
狩
野
貞
長
公
の
居
城
跡
。
貞
長
公

は
こ
こ
を
居
城
に
北
朝
方
の
今
川
氏
に
対
抗
し
ま
し
た
。
城
跡

か
ら
は
静
岡
市
街
が
一
望
で
き
、
市
街
地
に
近
い
こ
と
も
あ
っ

て
人
気
の
高
い
山
で
す
。
安
倍
城
跡
の
袂
に
架
か
る
狩
野
橋
は

貞
長
公
に
由
来
し
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

羽
鳥
バ
ス
停
で
下
車
し
た
ら
県
道
を
渡
り
、「
洞
慶
院
」
の

看
板
に
従
っ
て
久
住
谷
川
沿
い
に
進
む
と
約
30
分
で
洞
慶
院
に

着
き
ま
す
。
洞
慶
院
は
梅
の
名
所
、
境
内
に
は
梅
園
が
広
が
り
、

毎
年
二
月
の
開
花
期
に
は
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。
登
り
口

は
境
内
を
指
導
標
に
従
っ
て
進
む
と
、
鐘
楼
の
向
か
い
に
あ
り

ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
三
十
三
体
の
石
仏
に
導
か
れ
て
の
道
。
細

い
線
で
彫
ら
れ
た
仏
様
を
数
え
な
が
ら
緩
や
か
な
道
を
上
り
ま

す
。
木
の
根
が
露
出
し
て
い
る
所
が
多
い
の
で
足
元
に
は
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

　

登
山
口
か
ら
約
40
分
で
三
十
三
番
石
仏
に
到
着
、
安
倍
城
跡

ま
で
は
ち
ょ
う
ど
半
分
で
す
。
こ
の
先
は
緩
や
か
な
上
り
下

り
の
林
間
の
道
。
は
っ
き
り
し
た
道
が
続
き
、
や
や
急
な
植
林

の
登
り
坂
を
登
り
ま
す
。
目
印
も
あ
る
た
め
、
迷
う
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
。
三
十
三
番
石
仏
か
ら
約
20
分
で
右
に
鉄
塔
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
辺
り
が
久
住
砦
の
あ
っ
た
場
所
で
す
。
鉄
塔
の

先
に
慈
悲
尾
の
増
善
寺
へ
の
分
岐
①
が
あ
り
、
そ
の
先
で
急
に

下
っ
た
後
、
上
り
切
っ
て
少
し
行
く
と
安
倍
城
跡
で
す
。
城
跡

に
は
、「
芙
蓉
白
雪
放
霊
光
」
の
碑
と
裏
面
に
安
倍
城
の
歴
史

が
記
さ
れ
て
い
る
「
安
倍
城
跡
」
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
城

跡
か
ら
は
左
に
富
士
山
、
正
面
に
は
伊
豆
の
山
々
ま
で
見
渡
す

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
南
北
に
細
長
く
横
た
わ
っ
た
賤
機
山
の

姿
が
何
よ
り
印
象
的
で
す
。

　

帰
路
は
西
ケ
谷
・
内
牧
方
面
に
下
り
ま
す
が
、
洞
慶
院
と
安

倍
城
跡
を
3
〜
4
時
間
の
往
復
コ
ー
ス
で
楽
し
む
の
も
良
い
で

し
ょ
う
。

　

城
跡
か
ら
石
塁
跡
で
あ
る
石
段
を
下
る
と
す
ぐ
に
分
岐
②
が

あ
り
、
右
は
増
善
寺
の
本
堂
裏
へ
通
じ
る
急
な
下
り
道
で
す
。

増
善
寺
と
の
分
岐
を
左
、
西
ケ
谷
・
内
牧
方
面
に
下
る
と
15
数

分
で
、
今
度
は
西
ケ
谷
と
内
牧
と
の
分
岐
に
出
ま
す
。
西
ケ
谷

へ
は
右
へ
山
腹
の
急
坂
を
ジ
グ
ザ
グ
に
下
り
、
総
合
運
動
場
を

正
面
に
見
な
が
ら
約
20
分
で
農
道
に
出
ま
す
。
西
ケ
谷
の
集
落

を
抜
け
、
西
ケ
谷
総
合
運
動
場
を
ぐ
る
り
と
回
り
込
む
と
中
央

ゲ
ー
ト
付
近
に
バ
ス
停
が
あ
り
ま
す
。

　

内
牧
へ
は
先
の
分
岐
を
左
へ
下
る
と
間
も
な
く
茶
畑
に
出
ま

す
の
で
、
指
導
標
に
従
っ
て
モ
ノ
ラ
ッ
ク
の
手
前
を
右
へ
林
間

の
道
を
下
り
ま
す
。
15
分
程
で
農
道
に
出
ま
す
の
で
内
牧
の
集

落
へ
下
る
と
20
分
で
内
牧
下
バ
ス
停
に
出
ま
す
。

　

狩
野
貞
長
公
の
墓
は
道
路
を
右
へ
曲
が
り
、
最
初
の
橋
を
左

折
、
道
な
り
に
進
み
少
年
院
を
過
ぎ
た
少
し
先
、
左
側
の
高
台

に
あ
り
ま
す
。
バ
ス
停
は
道
な
り
に
右
方
向
に
進
め
ば
、
15
分

で
美
和
街
道
沿
い
の
安
倍
口
新
田
バ
ス
停
に
着
き
ま
す
。
内
牧

は
登
り
口
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
内
牧
下
バ
ス
停
か
ら

道
な
り
に
30
分
で
山
中
へ
の
登
り
口
、
そ
こ
か
ら
50
分
で
安
倍

城
跡
で
す
。

　

（
西
ケ
谷
〜
安
倍
城
跡
）

　

西
ケ
谷
か
ら
安
倍
城
跡
へ
の
ル
ー
ト
は
二
つ
あ
り
ま
す
が
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
増
善
寺
と
つ
な
が
る
南
側
の
ル
ー
ト
は
急

坂
で
す
の
で
北
側
の
ル
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
総
合
運
動
場
バ

ス
停
か
ら
道
な
り
に
清
掃
工
場
の
方
向
へ
回
り
込
む
と
、
三
叉

路
正
面
の
公
園
に
案
内
板
が
あ
り
ま
す
。
左
に
道
を
進
み
、
一

〇
〇
ｍ
ほ
ど
先
の
分
岐
を
右
へ
行
く
と
15
分
で
登
り
口
が
あ
り

ま
す
。
銀
杏
の
木
の
中
を
進
み
、
内
牧
か
ら
の
道
と
合
流
す
れ

ば
、
そ
こ
か
ら
30
分
で
安
倍
城
跡
で
す
。（
公
園
の
先
の
分
岐

を
左
へ
行
く
道
は
、
送
電
鉄
塔
の
建
つ
峠
経
由
で
登
る
急
登
の

ル
ー
ト
で
す
。）

　

（
増
善
寺
〜
安
倍
城
跡
）

　

増
善
寺
は
今
川
氏
親
の
菩
提
寺
と
し
て
有
名
な
お
寺
。
バ
ス

停
（
慈
悲
尾
南
）
か
ら
徒
歩
約
15
分
で
着
き
ま
す
。
増
善
寺
〜

安
倍
城
跡
間
に
も
二
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
増
善
寺
駐
車

場
の
向
か
い
か
ら
尾
根
を
巻
い
て
久
住
砦
付
近
の
分
岐
①
へ
と

至
る
道
と
、
増
善
寺
の
本
堂
裏
と
分
岐
②
を
結
ぶ
道
。

　

駐
車
場
の
向
か
い
か
ら
久
住
砦
を
経
由
し
て
安
倍
城
跡
ま
で

は
約
75
分
。
途
中
、
鉄
塔
を
幾
つ
か
越
え
、
急
な
上
り
も
何
カ

所
か
あ
り
ま
す
の
で
楽
な
ル
ー
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
下
り
は

城
跡
か
ら
30
分
ほ
ど
下
っ
た
途
中
、
目
印
に
従
い
左
に
曲
が
り

ま
す
。
本
堂
裏
ま
で
急
坂
を
約
75
分
、
滑
り
や
す
い
の
で
足
元

に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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朝鮮岩～満観峰

0 500m

N

卍

卍

満観峰

朝鮮岩

花沢山

文

文

449

470

450

1

文

二軒家

至大鈩

赤目ヶ谷

国
道
1号
線

逆川口

道の駅 逆

　川

舟

　川

丸子富士

国道1号線

丸
　子　川

手越原

長田西小長田西小

丸子営業所芹ヶ谷大橋

舟川採石場

若杉幼稚園

日
垣
公
園

長
田
街
道

小野寺

井尻橋

巴川製紙

城山中

東
名
高
速
道
路

小坂公民館前
東登り口

西登り口

至高草山

法華寺

花
沢
の
里

日本坂峠日本坂峠

東
名
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル

1

藤
枝
静
岡
線

藤
枝
静
岡
線

208

40 39

※　

復
路
も
同
路
線

　

 

JR
静
岡
駅
前
か
ら
丸
子
線
丸
子
営
業
所
行
…
25
分
…
終
点
下

車

　

 

JR
静
岡
駅
前
か
ら
清
閑
町
線
丸
子
営
業
所
行
…
20
分
…
終
点

下
車

　

 （
小
坂
へ
は
43
ペ
ー
ジ
、
花
沢
山
の
項
を
参
照
。）

　

 

舟
川
・
逆
川
方
面
へ
は
、
同
じ
乗
り
場
か
ら
中
部
国
道
線
藤

枝
駅
前
行
…
30
分
…
二
軒
屋
、
逆
川
口
下
車

　

 

丸
子
営
業
所
…
15
分
…
井
尻
橋
…
30
分
…
小
野
薬
師
寺
…
30

分
…
朝
鮮
岩
…
15
分
…
モ
ノ
ラ
ッ
ク
集
積
場
…
45
分
…
丸
子

富
士
分
岐
…
15
分
…
小
坂
分
岐
…
15
分
…
満
観
峰
…
10
分
…

日
本
坂
・
小
坂
分
岐
…
15
分
…
農
道
（
西
登
り
口
）
…
35
分

…
観
光
ト
イ
レ
…
20
分
…
小
坂
公
民
館
前

満観峰展望広場からの富士山

　

（
小
坂
〜
満
観
峰
）

　

 

小
坂
公
民
館
前
…
20
分
…
日
本
坂
・
満
観
峰
分
岐
…
30
分
…

分
岐
…
20
分
…
満
観
峰
西
登
り
口
…
30
分
…
尾
根
分
岐
…
10

分
…
満
観
峰
…
10
分
…
分
岐
…
20
分
…
満
観
峰
東
登
り
口
…

45
分
…
小
坂
公
民
館
前

　

（
逆
川
〜
満
観
峰
）

　

 

逆
川
口
…
35
分
…
茶
畑
登
り
口
…
30
分
…
舟
川
と
の
合
流
点

…
25
分
…
満
観
峰

　

（
舟
川
〜
満
観
峰
）

　

 

二
軒
家
…
45
分
…
集
落
の
中
の
分
岐
…
15
分
…
農
道
突
き
当

た
り
登
り
口
…
30
分
…
逆
川
と
の
合
流
点
…
25
分
…
満
観
峰

往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

コ
ー
ス
タ
イ
ム

10　

朝
鮮
岩
〜
満
観
峰
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朝
鮮
岩
〜
満
観
峰

　

静
鉄
丸
子
営
業
所
の
少
し
先
、長
田
西
小
の
角
を
左
折
。
芹
ヶ

谷
大
橋
の
手
前
を
さ
ら
に
左
折
し
、
川
沿
い
の
散
歩
道
を
行
き

ま
す
。
数
分
で
右
に
井
尻
橋
を
渡
り
、
井
尻
集
落
へ
。
集
落
を

抜
け
、
次
第
に
細
く
急
に
な
る
道
を
暫
く
上
っ
た
先
の
分
岐
を

朝
鮮
岩
方
向
へ
左
折
。
暫
く
進
み
民
家
の
手
前
を
左
、
そ
の
先

の
水
場
を
右
へ
曲
が
れ
ば
駿
河
国
百
地
蔵
尊
の
第
九
番
目
の
小

野
寺
に
出
ま
す
。

　

寺
の
右
横
を
進
み
、
左
へ
急
な
上
り
道
に
な
り
ま
す
。
鉄
塔

を
過
ぎ
、
10
数
分
急
坂
を
上
っ
て
尾
根
に
出
ま
す
。
岩
場
を
二

箇
所
越
え
10
数
分
、
朝
鮮
岩
直
下
の
分
岐
を
左
へ
急
角
度
に
曲

が
れ
ば
朝
鮮
岩
で
す
。
朝
鮮
岩
は
六
畳
程
の
広
さ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
が
、
眺
望
は
素
晴
ら
し
く
、
静
岡
市
街
や
富
士
山
と
共
に
、

歩
い
て
き
た
丸
子
川
沿
い
の
ル
ー
ト
が
望
め
ま
す
。
朝
鮮
岩
で

一
息
入
れ
た
ら
満
観
峰
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

朝
鮮
岩
か
ら
満
観
峰
ま
で
は
、
比
較
的
緩
や
か
な
上
り
下
り

を
約
1
時
間
30
分
〜
2
時
間
。
歩
き
易
い
道
で
す
が
眺
望
が
利

く
場
所
が
少
な
い
た
め
、
朝
鮮
岩
と
満
観
峰
を
半
日
コ
ー
ス
で

別
々
に
歩
く
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。（
両
コ
ー
ス
と
も
バ
ス

停
か
ら
往
復
3
〜
4
時
間
で
す
。）

　

満
観
峰
へ
は
、
朝
鮮
岩
先
の
急
坂
を
上
っ
た
先
の
分
岐
を
左

へ
下
り
ま
す
。
数
分
で
モ
ノ
ラ
ッ
ク
の
集
積
場
を
越
え
、
茶
畑

を
右
に
見
な
が
ら
進
み
ま
す
。
集
積
場
か
ら
45
分
位
で
丸
子
富

士
と
の
分
岐
に
で
ま
す
。
丸
子
富
士
は
そ
の
名
の
と
お
り
美
し

い
シ
ル
エ
ッ
ト
の
山
で
す
が
、
上
り
下
り
は
急
で
、
山
頂
（
四

五
〇
ｍ
）
か
ら
の
眺
望
は
全
く
利
き
ま
せ
ん
。

　

10
分
程
の
上
り
で
山
頂
に
着
き
、
数
分
の
下
り
で
満
観
峰
へ

の
道
に
合
流
し
ま
す
が
、
左
へ
巻
き
道
を
行
っ
て
も
良
い
で

し
ょ
う
。
合
流
点
を
過
ぎ
数
分
で
茶
畑
の
脇
の
指
導
標
へ
、
左

へ
道
を
取
れ
ば
小
坂
東
登
り
口
へ
出
ま
す
。
指
導
標
か
ら
暫
く

進
み
、
茶
畑
を
過
ぎ
て
正
面
に
杉
の
大
木
が
見
え
た
ら
満
観
峰

山
頂
で
す
。

　

山
頂
広
場
は
北
側
の
一
部
を
除
き
、
大
パ
ノ
ラ
マ
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
展
望
園
地
と
し
て
テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
お
弁
当
を
広
げ
る
に
は
最
適
な
場
所
で

す
。

　

帰
路
は
小
坂
方
面
へ
。
数
分
先
の
指
導
標
を
左
折
、
そ
の
す

　

（
逆
川
〜
満
観
峰
）

　

逆
川
口
バ
ス
停
か
ら
逆
川
に
沿
っ
て
山
中
へ
約
一
・
五
キ
ロ
、

30
分
で
左
に
集
落
入
口
の
橋
を
渡
り
、
突
き
当
た
り
の
茶
畑
登

り
口
に
到
着
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
満
観
峰
ま
で
は
約
1
時
間
。

指
導
標
に
従
い
幾
つ
か
の
分
岐
を
越
え
て
い
く
と
、
30
分
で
左

に
舟
川
か
ら
の
道
と
合
流
し
ま
す
。
右
に
15
分
で
頂
上
直
下
の

分
岐
を
左
へ
、
約
10
分
で
満
観
峰
山
頂
で
す
。

　

（
舟
川
〜
満
観
峰
）

　

二
軒
家
バ
ス
停
下
車
。
少
し
先
の
砕
石
工
場
の
看
板
を
左
へ

入
り
、
舟
川
沿
い
に
進
み
ま
す
。（
ダ
ン
プ
カ
ー
の
通
行
量
が

多
い
の
で
注
意
）
砂
利
の
採
取
場
や
、牛
舎
を
過
ぎ
て
暫
く
行
っ

た
集
落
の
中
程
で
右
へ
曲
が
り
、
15
分
で
農
道
突
き
当
た
り
の

登
り
口
に
着
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
約
30
分
で
逆
川
か
ら
の
道
と

合
流
し
ま
す
。

ぐ
先
を
右
に
取
り
、
茶
畑
の
中
の
下
り
の
道
を
行
く
と
10
分
程

で
農
道
の
突
き
当
た
り
に
出
ま
す
（
西
登
り
口
）。
こ
こ
か
ら

小
坂
バ
ス
停
ま
で
は
農
道
歩
き
で
約
1
時
間
、
10
分
程
下
っ
た

先
の
分
岐
を
左
へ
。
翡
翠
の
滝
、
観
光
ト
イ
レ
を
過
ぎ
、
小
坂

の
集
落
の
中
程
に
来
れ
ば
、
バ
ス
停
の
あ
る
小
坂
公
民
館
前
に

着
き
ま
す
。

　

（
小
坂
〜
満
観
峰
）

　

小
坂
の
西
登
り
口
か
ら
満
観
峰
を
経
て
東
登
り
口
へ
と
下
る

コ
ー
ス
。
公
民
館
前
バ
ス
停
か
ら
小
坂
の
集
落
を
抜
け
て
約
20

分
で
観
光
ト
イ
レ
に
着
き
ま
す
。
そ
の
先
の
分
岐
を
右
へ
、
農

道
を
30
分
程
上
っ
た
分
岐
で
右
へ
大
き
く
曲
が
り
ま
す
。
右
に

東
登
り
口
を
見
て
農
道
の
突
き
当
た
り
（
西
登
り
口
）
ま
で
行

き
、
指
導
標
に
従
っ
て
み
か
ん
畑
の
中
を
上
り
ま
す
。
30
分
程

で
茶
畑
の
尾
根
に
出
た
ら
右
へ
、
10
分
で
満
観
峰
に
到
着
で
す
。

帰
路
は
丸
子
・
朝
鮮
岩
方
向
へ
。
10
分
程
下
っ
た
先
の
分
岐
を

右
、
小
坂
方
面
へ
下
れ
ば
20
分
で
東
登
り
口
に
着
き
、
約
45
分

で
公
民
館
前
バ
ス
停
に
戻
り
ま
す
。
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JR
静
岡
駅
前
か
ら
丸
子
小
坂
線
小
坂
公
民
館
前
行
…
35
分
…

終
点
下
車

　

 

小
坂
公
民
館
前
…
20
分
…
日
本
坂
・
満
観
峰
分
岐
…
15
分
…

日
本
坂
登
り
口
…
10
分
…
農
道
突
き
当
た
り
…
15
分
…
日
本

坂
峠
…
40
分
…
花
沢
山
…
3
分
…
野
秋
分
岐
…
45
分
…
石
部

農
道
…
20
分
…
国
道
…
15
分
…
用
宗
駅

　

（
花
沢
の
里
）

　

 

日
本
坂
峠
…
25
分
…
法
華
寺
…
5
分
…
水
車
小
屋
・
花
沢
集

落
…
5
分
…
法
華
寺
…
30
分
…
日
本
坂
峠

　

JR
用
宗
駅
か
ら
東
海
道
本
線
…
8
分
…
JR
静
岡
駅

花沢の里

往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

コ
ー
ス
タ
イ
ム

復
路　

乗
物
の
ご
案
内 11　

花　

沢　
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花　

沢　

山

　

静
岡
市
の
西
外
れ
、
焼
津
市
境
に
あ
る
花
沢
山
は
大
崩
海
岸

を
足
元
に
置
き
、「
航
空
灯
台
の
山
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

た
山
で
す
。

　

案
内
板
の
あ
る
小
坂
公
民
館
前
バ
ス
停
よ
り
左
に
流
れ
る
小

さ
な
川
沿
い
を
歩
き
、
集
落
を
抜
け
て
約
20
分
、
観
光
ト
イ
レ

の
先
の
分
岐
を
左
、
日
本
坂
方
面
に
進
み
ま
す
。
分
岐
か
ら
三

〇
ｍ
程
上
る
と
再
び
道
が
分
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
を
右

へ
。
10
分
程
歩
く
と
右
に
「
花
沢
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
の

案
内
板
が
あ
り
、
さ
ら
に
数
分
で
左
に
日
本
坂
へ
の
登
り
口
が

あ
り
、
山
中
へ
と
導
い
て
い
ま
す
。
山
中
へ
は
入
ら
ず
、
農
道

を
そ
の
ま
ま
行
っ
て
も
10
分
位
で
同
じ
農
道
の
突
き
当
た
り
に

出
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
日
本
坂
峠
へ
は
約
15
分
。
農
道
の
突
き
当
た
り
か

ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
階
段
を
上
り
、
茶
畑
を
見
な
が
ら
歩
い
て

行
く
と
指
導
標
の
あ
る
日
本
坂
峠
に
出
ま
す
。
日
本
坂
峠
は「
古

事
記
」
に
も
出
て
く
る
古
来
か
ら
の
峠
で
、
日
本
武
尊
（
や
ま

46

と
た
け
る
の
み
こ
と
）
が
東
征
の
折
に
通
っ
た
と
言
わ
れ
る
峠

で
す
。
歴
史
あ
る
峠
の
割
に
は
さ
し
た
る
広
さ
も
な
く
、
寂
し

い
感
じ
が
す
る
峠
で
す
。
峠
か
ら
の
眺
望
は
利
き
ま
せ
ん
が
、

杉
林
越
し
に
市
街
地
や
富
士
山
を
望
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。
峠

を
右
に
取
れ
ば
約
1
時
間
で
満
観
峰
、
花
沢
山
へ
は
左
へ
道
を

取
り
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
山
頂
ま
で
は
約
40
分
。
登
り
始
め
の
15
〜
20
分
は

急
登
で
、
両
側
が
樹
林
の
尾
根
道
で
す
。
木
の
根
が
多
い
た
め
、

気
を
付
け
て
進
み
ま
し
ょ
う
。

　

二
つ
程
ピ
ー
ク
を
越
え
、
笹
を
か
き
分
け
た
先
で
富
士
山
が

き
れ
い
に
見
え
た
ら
、
山
頂
は
も
う
す
ぐ
で
す
。
緩
や
か
な
尾

根
道
か
ら
一
度
下
っ
て
再
び
上
り
切
れ
ば
そ
こ
が
花
沢
山
山
頂

（
四
四
九
ｍ
）
で
す
。
以
前
は
か
な
り
眺
望
が
開
け
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
今
で
は
樹
木
が
育
っ
た
た
め
か
、
東
西
の
眺
望
が

利
く
だ
け
で
す
。
そ
れ
で
も
右
（
南
西
）
は
焼
津
、
島
田
方
面
、

左
（
北
東
）
は
林
の
間
か
ら
富
士
山
を
真
正
面
に
望
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

一
息
入
れ
た
後
は
帰
路
を
石
部
に
取
り
ま
す
。
道
な
り
に
下

る
と
程
な
く
野
秋
分
岐
に
出
ま
す
。（
※
右
は
野
秋
方
面
へ
の

道
で
す
が
、
野
秋
バ
ス
停
は
平
成
三
年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。）
石
部
方
面
へ
は
分
岐
を
左
に
取
り
、

林
間
の
下
り
の
道
を
進
み
ま
す
。
歩
き
易
い
道
で
す
が
、
途
中

少
し
急
な
沢
沿
い
の
場
所
も
あ
り
、
滑
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
10
数
分
下
る
と
右
に
海
や
港
、
大
崩
海
岸
を
走
る
車

な
ど
の
風
景
が
開
け
ま
す
。
再
び
林
の
中
に
入
り
、
数
分
の
所

に
あ
る
分
岐
を
左
へ
。
下
る
に
つ
れ
て
左
側
に
は
国
道
や
JR
の

線
路
が
見
え
隠
れ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
や
が
て
石
垣
の
階

段
を
何
度
か
下
り
、
み
か
ん
畑
を
通
っ
て
農
道
に
出
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
用
宗
駅
ま
で
は
約
35
分
、
富
士
山
や
新
幹
線
を
見

な
が
ら
農
道
を
下
り
ま
す
。
10
分
程
で
左
に
案
内
板
を
過
ぎ
、

暫
く
行
く
と
車
道
に
出
ま
す
の
で
そ
こ
を
右
折
、
一
〇
〇
ｍ
程

先
の
石
部
踏
切
を
渡
り
、
国
道
一
五
〇
号
に
出
ま
す
。
用
宗
駅

へ
は
左
折
し
、
15
分
程
行
っ
た
信
号
機
の
交
差
点
を
左
へ
曲
が

れ
ば
到
着
で
す
。
余
力
の
あ
る
人
は
、
一
五
〇
号
に
出
て
か
ら

用
宗
方
面
に
歩
き
な
が
ら
、
道
を
少
し
右
に
入
れ
ば
用
宗
海
岸

に
出
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
夏
に
は
海
水
浴
客
で
賑
わ
う
砂
浜

や
堤
防
の
上
で
寝
こ
ろ
び
、
山
歩
き
で
疲
れ
た
体
を
潮
風
に
あ

て
る
の
も
気
持
ち
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

（
日
本
坂
峠
〜
花
沢
の
里
）

　

日
本
坂
峠
か
ら
指
導
標
に
従
っ
て
林
間
の
道
を
ジ
グ
ザ
グ
に

15
分
程
下
る
と
農
道
に
出
ま
す
。
高
草
山
山
頂
を
仰
ぎ
見
な
が

ら
、
農
道
を
横
切
り
正
面
少
し
左
に
再
び
山
中
の
道
を
下
り
ま

す
。
少
し
行
く
と
前
方
に
法
華
寺
の
墓
地
が
見
え
て
き
ま
す
。

墓
地
の
横
を
通
っ
て
境
内
を
散
策
し
た
ら
、
案
内
板
の
あ
る
法

華
寺
入
口
ま
で
出
ま
し
ょ
う
。
花
沢
の
集
落
は
舗
装
道
を
左
へ
。

休
憩
所
を
過
ぎ
て
五
〇
ｍ
位
先
の
左
側
に
ア
ズ
キ
色
の
建
物
の

水
車
小
屋
が
、
そ
の
上
に
炭
焼
小
屋
が
あ
り
ま
す
。
水
車
小
屋

は
中
に
入
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

花
沢
の
集
落
は
沢
沿
い
の
小
径
。
石
垣
や
黒
い
板
塀
の
旧
家

が
並
ぶ
静
か
な
里
で
、
宇
津
の
谷
の
集
落
と
は
ま
た
違
っ
た
趣

が
あ
り
ま
す
。
家
並
は
割
と
短
く
、
集
落
を
過
ぎ
た
橋
の
辺
り

で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
数
分
進
む
と
分
岐
左
側

に
公
衆
便
所
が
あ
り
、
右
は
や
き
つ
べ
の
小
道
と
な
り
ま
す
。

帰
路
は
法
華
寺
入
口
か
ら
日
本
坂
峠
ま
で
、
今
度
は
登
り
の
ジ

グ
ザ
グ
道
、
ゆ
っ
く
り
上
っ
て
約
30
分
で
日
本
坂
峠
に
到
着
で

す
。
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ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
及
び
一
般
の
18
コ
ー
ス
か
ら
選
ん
で
み
ま
し
た

の
で
、
コ
ー
ス
を
選
ぶ
際
の
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

　

☆
山
頂
の
広
さ
ベ
ス
ト
5

①
だ
い
ら
ぼ
う　
　
　

 
何
と
言
っ
て
も
『
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
』

の
左
足
。
長
さ
一
〇
〇
ｍ
以
上
の
草
む

ら
は
、
断
ト
ツ
の
第
一
位
で
す
。

②
牛
ヶ
峰
（
高
山
）　

 

だ
い
ら
ぼ
う
の
三
分
の
一
位
の
広
さ
で

し
ょ
う
か
。
こ
こ
の
広
さ
も
中
々
の
も

の
で
す
。

③
満
観
峰　
　
　
　
　

 

展
望
園
地
と
し
て
き
れ
い
に
整
備
さ
れ

て
お
り
、
レ
リ
ー
フ
や
あ
ず
ま
や
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
帆
掛
山　
　
　
　
　

 

満
観
峰
と
同
じ
よ
う
に
、
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

⑤
竜
爪
山
（
文
珠
岳
） 

地
元
の
人
の
手
に
よ
り
山
頂
の
樹
木
が

伐
採
さ
れ
、
眺
望
は
一
段
と
良
く
な
り

ま
し
た
。

　

☆
富
士
山
の
眺
め
ベ
ス
ト
5

　

静
岡
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
の
は
、
富
士
山
を
い

つ
も
身
近
に
眺
め
ら
れ
る
こ
と
。
ほ
と
ん
ど
の
コ
ー
ス
か
ら
富

士
山
を
眺
め
ら
れ
ま
す
が
、
特
に
素
晴
ら
し
い
ポ
イ
ン
ト
を
挙

げ
て
み
ま
し
た
。

①
穂
積
神
社
〜
帆
掛
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 「
あ
な
た
と
わ
た
し
の
富
士
見
台
」
か

ら
雄
大
な
富
士
山
を
眺
め
ま
す
。

②
竜
爪
山
（
穂
積
神
社
〜
薬
師
岳
間
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
す

そ
野
を
広
げ
た
富
士
山
の
姿
は
印
象
的

で
す
。

③
牛
ヶ
峰
（
高
山
）
山
頂

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

草
原
に
座
り
な
が
ら
富
士
山
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

④
満
観
峰
山
頂　
　
　

 

富
士
山
、
静
岡
市
街
地
が
一
望
で
き
ま

す
。

⑤
賤
機
山　
　
　
　
　

 

鯨
ヶ
池
方
面
か
ら
縦
走
途
中
、
茶
畑
越

し
に
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。

　

☆
せ
せ
ら
ぎ
を
聴
き
な
が
ら
の
コ
ー
ス
ベ
ス
ト
3

①
安
倍
の
大
滝　
　
　

 

街
道
か
ら
大
滝
ま
で
、
美
し
い
渓
谷
が

広
が
り
ま
す
。

②
竜
爪
山
（
旧
道
） 　

 

新
道
よ
り
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、「
竜

爪
の
滝
」
等
の
見
ど
こ
ろ
が
多
い
コ
ー

ス
で
す
。

③
釜
石
峠
〜
突
先
山　

 

比
較
的
緩
や
か
な
道
が
続
く
山
腹
コ
ー

ス
を
歩
き
、
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。

　

☆
山
頂
の
高
さ
ベ
ス
ト
10

①
真
富
士
山（
一
、
三
四
三
ｍ
）
⑥
だ
い
ら
ぼ
う（
五
六
一
ｍ
）

②
竜
爪
山　

（
一
、
〇
五
一
ｍ
）
⑦
満
観
峰　
　

（
四
七
〇
ｍ
）

③
突
先
山　

（
一
、
〇
二
二
ｍ
）
⑧
花
沢
山　
　

（
四
四
九
ｍ
）

④
大
山　
　
　

   

（
九
八
六
ｍ
）
⑨
安
倍
城
跡　

（
四
三
五
ｍ
）

⑤
牛
ヶ
峰　
　

   

（
七
一
六
ｍ
）
⑩
日
本
平　
　

（
三
〇
八
ｍ
）



50

竜爪山
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N

竜爪山
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1041
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836

27

29

201

竜爪茶屋

黒川キャンプ場
や ま せ み の 湯

方面

至清水西里

東 

海 
自 然 歩 道俵沢

安倍ごころ

安

　
　倍

　
　川

薬師岳

高野  
（旧駒引峠）

文珠岳

穂積神社

則沢分岐 旧道
新道

※注意※注意

高山

三本桜

林道炭焼平山線

農道

道白堂
東 

海 

自 

然 

歩 道

えん堤
入口

ゲ
ー
ト

牛妻坂下

曙橋

（
安
倍
街
道
）

井
川
湖
御
幸
線

（
梅
ケ
島
街
道
）

梅
ケ
島
温
泉
昭
和
線

則沢

行き止まり

平山

（
竜
爪
街
道
）

平山火の見
やぐら公園

至瀬名

平
山
草
薙

停

車
場
線

鳥居

林
道
則

沢 線 平山
公民館

公

駒引峠
（旧富士見峠）

顔なし地蔵

至俵峠

至真富士山

富士見岳
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※　

復
路
も
同
路
線

　

 

新
静
岡
・
JR
静
岡
駅
前
か
ら
竜
爪
山
線
則
沢
行
…
45
分
…
平

山
下
車

　

 

平
山
…
45
分
…
三
本
桜
…
15
分
…
旧
登
山
道
入
口
…
70
分
…

新
道
合
流
…
15
分
…
穂
積
神
社

　

 

平
山
…
45
分
…
三
本
桜
…
20
分
…
新
登
山
道
入
口
…
40
分
…

水
場
…
20
分
…
穂
積
神
社
（
…
60
分
…
薬
師
岳
…
30
分
…
文

珠
岳
…
10
分
…
（
こ
の
間
、
東
海
自
然
歩
道
））
則
沢
分
岐

…
30
分
…
林
道
突
き
当
た
り
（
山
道
コ
ー
ス
）
…
50
分
…
堰

堤
…
20
分
…
則
沢
バ
ス
停
…
15
分
…
平
山
バ
ス
停

※　

駒
引
峠　

松
浦
武
四
郎
が
調
査

　

 　

北
加
伊
道
（
の
ち
の
北
海
道
）
を
考
案
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

松
浦
武
四
郎
が
、
新
政
府
の
命
に
よ
り
、
川
留
め
に
影
響
さ
れ
な

い
東
京
〜
豊
川
の
山
道
を
調
査
し
た
。

　

 　

そ
の
調
査
で
、
駒
引
峠
を
黒
川
〜
俵
峰
に
か
け
て
通
過
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

穂積神社〜薬師岳間の富士山

往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

コ
ー
ス
タ
イ
ム

12 

竜　

爪　

山
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竜り
ゅ
う

　

爪そ
う　

山ざ
ん

　

遠
足
等
で
市
民
に
最
も
親
し
ま
れ
て
い
る
山
と
言
え
ば
、
薬

師
・
文
珠
の
双
峰
を
も
つ
竜
爪
山
で
す
。
竜
爪
山
線
の
バ
ス
に

乗
り
、
平
山
バ
ス
停
で
下
車
。
則
沢
と
の
分
岐
を
左
に
見
な
が

ら
平
山
の
集
落
へ
と
進
み
ま
す
。
10
分
程
で
正
面
に
公
衆
ト
イ

レ
と
コ
ー
ス
案
内
板
が
あ
る
場
所
に
着
き
、
さ
ら
に
左
に
沢
を

見
な
が
ら
約
30
分
で
三
本
桜
と
呼
ば
れ
る
染
井
吉
野
桜
が
1
本

残
る
場
所
に
到
着
。
茶
屋
の
裏
手
を
進
み
こ
こ
か
ら
林
道
を
10

数
分
上
る
と
鳥
居
が
見
え
ま
す
。
こ
こ
が
旧
道
登
り
口
、
さ
ら

に
数
分
で
新
道
登
り
口
に
着
き
ま
す
。

　

（
新　
　
　

道
）

　

道
幅
が
広
く
非
常
に
歩
き
易
い
道
で
す
。「
竜
爪
山
登
山
道

入
口
」
を
目
印
に
、
脇
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
階
段
を
登
り
、

林
の
中
を
歩
き
ま
す
。
丸
太
の
橋
を
何
箇
所
か
越
え
、
登
り
口

か
ら
約
40
分
で
水
場
、
そ
こ
か
ら
20
分
で
穂
積
神
社
に
到
着
す

る
一
般
的
な
ル
ー
ト
で
す
。（
途
中
で
旧
道
と
合
流
し
ま
す
。）

　

（
旧　
　
　

道
）

　

新
道
に
比
べ
て
道
幅
が
細
く
急
な
た
め
、
穂
積
神
社
ま
で
の

時
間
は
新
道
の
一
・
五
倍
、
1
時
間
30
分
位
か
か
り
ま
す
。
神

社
ま
で
の
間
に
は
三
十
四
個
の
丁
石
が
あ
り
、
途
中
に
は
小
さ

な
滝
な
ど
見
ど
こ
ろ
も
多
く
、
新
道
と
は
異
っ
た
趣
が
あ
る
道

で
す
。

　

鳥
居
か
ら
旧
道
コ
ー
ス
が
始
ま
り
ま
す
。
鳥
居
を
く
ぐ
り
山

中
へ
、
堰
堤
や
鉄
の
橋
を
越
え
る
と
左
に
三
丁
目
の
滝
が
あ
り
、

道
を
数
分
下
る
と
小
さ
な
滝
に
出
ま
す
。
道
を
戻
り
10
分
で
竜

爪
の
滝
へ
。
滝
は
道
か
ら
覗
き
見
る
だ
け
で
す
が
、
こ
の
辺
り

は
山
と
岩
が
急
峻
な
た
め
、
沢
は
岩
の
間
を
細
く
縫
う
よ
う
に

流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
後
十
丁
目
の
先
で
ト
ラ
ロ
ー
プ
を
張
っ

た
急
な
上
り
に
な
り
、
岩
場
を
ジ
グ
ザ
グ
に
上
り
、
十
七
丁
目

の
す
ぐ
先
で
左
に
風
景
が
開
け
ま
す
。
前
方
左
か
ら
文
珠
、
薬

師
、
そ
の
右
に
は
穂
積
神
社
か
ら
の
杉
林
が
見
え
ま
す
。
十
九

丁
目
の
先
で
急
坂
を
越
え
る
と
緩
や
か
な
上
り
下
り
の
道
に
な

り
、
二
十
六
丁
目
で
新
道
に
合
流
し
ま
す
。
新
道
合
流
点
か
ら

穂
積
神
社
ま
で
は
、
道
な
り
に
約
15
分
程
で
す
。

　

（
穂
積
神
社
〜
薬
師
、
文
珠
岳
〜
則
沢
）

　

神
社
の
社
殿
の
横
か
ら
御
神
木
で
あ
る
杉
の
大
木
の
間
を
抜

け
て
薬
師
岳
へ
向
か
い
ま
す
。
神
社
〜
薬
師
間
は
急
傾
斜
で
あ

る
た
め
、
ゆ
っ
く
り
登
り
ま
し
ょ
う
。
旧
社
殿
跡
の
先
か
ら
鉄

パ
イ
プ
の
手
す
り
が
付
い
た
険
し
い
鉄
階
段
と
な
り
、
山
頂
へ

と
続
き
ま
す
。
途
中
、
富
士
山
の
眺
望
が
素
晴
ら
し
い
場
所
が

二
ヵ
所
あ
り
、
す
そ
野
を
広
げ
た
雄
大
な
富
士
山
の
姿
を
望
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
丸
太
の
ベ
ン
チ
で
一
息
入
れ
ま
し
ょ
う
。

階
段
状
の
道
を
休
み
休
み
歩
く
こ
と
約
20
分
、
上
り
切
っ
た
場

所
が
俵
峰
と
の
分
岐
で
す
。
俵
峰
へ
は
右
へ
、
薬
師
岳
は
左
へ

薄
暗
い
林
間
の
道
を
2
〜
3
分
で
到
着
で
す
。
杉
の
植
林
地
で

展
望
は
利
き
ま
せ
ん
が
、
静
か
な
山
頂
で
テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ

が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
薬
師
か
ら
は
下
っ
て
登
り
約
15
分
で
文

珠
岳
に
到
着
。
山
頂
か
ら
は
静
岡
市
街
地
、
駿
河
湾
か
ら
三
保

半
島
・
伊
豆
の
山
々
の
展
望
が
楽
し
め
ま
す
。

　

文
珠
岳
か
ら
則
沢
・
牛
妻
方
面
へ
は
、
市
街
地
の
眺
め
を
見

な
が
ら
東
海
自
然
歩
道
の
指
導
標
に
従
っ
て
下
り
ま
す
。
牛
妻

へ
の
道
は
東
海
自
然
歩
道
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
良
く

整
備
さ
れ
て
お
り
、
若
山
を
経
由
し
て
約
2
時
間
で
曙
橋
た
も

と
の
牛
妻
坂
下
バ
ス
停
に
着
き
ま
す
が
、
本
書
で
は
則
沢
へ
の

道
を
紹
介
し
ま
す
。（
穂
積
神
社
〜
則
沢
分
岐
間
は
東
海
自
然

歩
道
）

　

頂
上
か
ら
階
段
状
の
道
を
10
分
程
下
る
と
分
岐
が
あ
り
、
則

沢
へ
は
東
海
自
然
歩
道
か
ら
左
へ
そ
れ
て
林
間
の
道
を
下
り
ま

す
。
30
分
程
下
る
と
分
岐
①
が
あ
り
、
林
道
コ
ー
ス
は
左
へ
橋

を
渡
り
林
道
の
突
き
当
た
り
に
出
た
ら
、
林
道
を
下
り
ま
す
。

途
中
、
道
白
堂
に
は
市
の
天
然
記
念
物
の
大
イ
チ
ョ
ウ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
平
成
五
年
九
月
の
台
風
に
よ
り
倒
れ
て
し
ま
い
、

今
で
は
株
を
残
す
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
道
白
堂
を

過
ぎ
、
50
分
程
下
れ
ば
山
道
コ
ー
ス
と
合
流
す
る
堰
堤
に
着
き
、

さ
ら
に
20
分
で
則
沢
の
バ
ス
停
に
到
着
で
す
。

　

一
方
、
山
道
コ
ー
ス
は
分
岐
①
か
ら
右
へ
、
こ
ち
ら
も
橋
を

渡
っ
て
す
ぐ
左
に
下
り
ま
す
。
沢
沿
い
の
石
垣
の
道
を
下
っ
て

い
き
ま
す
。
途
中
に
は
足
元
が
悪
い
道
も
あ
り
ま
す
が
、
危
険

箇
所
に
は
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
て
い
る
た
め
、
注
意
し
な
が
ら
慎

重
に
進
み
ま
し
ょ
う
。
分
岐
①
か
ら
堰
堤
ま
で
は
約
50
分
、ロ
ー

プ
を
伝
っ
て
渡
り
、
橋
や
茶
畑
を
幾
つ
か
過
ぎ
て
茶
畑
か
ら
堰

堤
を
下
れ
ば
林
道
に
出
ま
す
。
こ
ち
ら
の
コ
ー
ス
は
危
険
箇
所

が
あ
る
た
め
、
林
道
コ
ー
ス
が
お
す
す
め
で
す
。
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賤機山縦走
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往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

　

 

JR
静
岡
駅
前
か
ら
安
倍
線
麻
機
行
…
35
分
…
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
下
車

　

 　

又
は
、
安
倍
線
の
運
転
免
許
試
験
場
行
以
外
の
バ
ス
に
乗

り
、
鯨
ヶ
池
入
口
で
下
車
。
道
路
を
渡
っ
て
水
路
沿
い
に
歩

く
と
鯨
ヶ
池
の
端
に
出
ま
す
の
で
、
道
な
り
に
進
め
ば
登
り

口
に
着
き
ま
す
。

　

 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
…
20
分
…
登
り
口
…
35
分
…
別
コ
ー
ス

合
流
…
5
分
…
福
成
神
社
…
15
分
…
茶
畑
風
景
…
35
分
…
貯

水
槽
…
15
分
…
鉄
塔
…
15
分
…
農
道
…
15
分
…
貯
水
槽
…
10

分
…
農
道
…
5
分
…
山
中
登
り
口
…
30
分
…
光
明
地
蔵
…
15

分
…
賤
機
山
城
跡
…
5
分
…
地
獄
谷
…
20
分
…
浅
間
山
頂
上

…
20
分
…
浅
間
神
社
…
15
分
…
山
田
長
政
屋
敷
跡
…
15
分
…

新
静
岡

山頂広場より、静岡市街地の風景

復
路　

バ
ス
の
ご
案
内

　

 

赤
鳥
居
バ
ス
停
か
ら
安
東
循
環
線
静
岡
駅
方
面
…
10
分
…
新

静
岡

往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

コ
ー
ス
タ
イ
ム

復
路　

バ
ス
の
ご
案
内

13　

賤
機
山
縦
走
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賤し
ず　

機は
た　

山や
ま　

縦　

走

　

市
街
地
か
ら
静
岡
市
北
部
に
わ
た
っ
て
約
七
キ
ロ
細
長
く
横

た
わ
る
山
が
賤
機
山
。
最
も
高
い
所
で
も
二
三
一
ｍ
と
標
高
は

低
い
山
で
す
が
、
尾
根
沿
い
の
登
山
道
か
ら
見
る
東
西
の
風
景

は
素
晴
ら
し
く
、
市
街
地
に
あ
る
手
軽
な
山
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
本
書
で
は
市
街
地
が
徐
々
に
近
づ
く
鯨
ヶ
池
か
ら

浅
間
神
社
へ
の
コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

　

鯨
ヶ
池
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
道
路
へ
出
て
左
へ
二
〇
ｍ

程
行
っ
た
角
を
左
折
、
突
き
当
た
り
を
さ
ら
に
左
折
し
、
池
に

沿
っ
て
進
み
ま
す
。
鯨
ヶ
池
か
ら
の
登
り
口
は
二
箇
所
あ
り
、

池
か
ら
離
れ
て
少
し
行
っ
た
右
側
に
一
つ
目
の
登
り
口
が
、
そ

こ
か
ら
五
〇
ｍ
程
奥
へ
行
っ
た
左
側
に
二
つ
目
の
登
り
口
が
あ

り
ま
す
。
近
く
に
は
公
衆
便
所
も
あ
り
、
ど
ち
ら
を
行
っ
て
も

福
成
神
社
の
手
前
で
合
流
し
ま
す
が
、
比
較
的
緩
や
か
な
二
つ

目
の
登
り
口
か
ら
の
道
を
紹
介
し
ま
す
。

　

茶
畑
の
先
に
見
え
る
階
段
を
上
っ
て
山
中
へ
入
り
約
10
分
、

階
段
が
終
わ
っ
た
先
の
分
岐
を
右
へ
取
り
ま
す
。（
左
は
桜
峠

へ
と
続
き
ま
す
。）
左
に
羽
高
団
地
を
眺
め
、
テ
レ
ビ
の
中
継

塔
を
過
ぎ
た
先
の
分
岐
を
右
へ
取
り
、
道
な
り
に
30
分
程
で
一

つ
目
の
登
り
口
と
の
合
流
点
に
出
ま
す
。
左
の
浅
間
神
社
方
面

へ
、
右
に
安
倍
川
の
流
れ
を
見
な
が
ら
上
れ
ば
程
な
く
福
成
神

社
に
到
着
で
す
。
石
鳥
居
の
辺
り
か
ら
は
安
倍
川
越
し
の
眺
望

が
開
け
て
お
り
、
安
倍
城
跡
の
袂
、
西
ケ
谷
に
は
県
立
水
泳
場

の
ド
ー
ム
が
見
え
て
い
ま
す
。
こ
の
先
、
歩
行
程
と
共
に
近
づ

き
、
や
が
て
山
の
端
に
隠
れ
て
し
ま
う
こ
の
ド
ー
ム
の
移
り
変

わ
り
に
注
目
し
な
が
ら
歩
い
て
み
る
の
も
面
白
い
で
し
ょ
う
。

　

神
社
か
ら
10
数
分
緩
や
か
な
道
を
行
く
と
、
左
側
茶
畑
越
し

に
日
本
平
方
面
の
眺
望
が
良
い
下
り
の
道
に
出
ま
す
。
下
り

切
っ
て
暫
く
進
ん
だ
先
の
分
岐
を
右
へ
、
作
業
小
屋
を
過
ぎ
、

ロ
ー
プ
を
張
っ
た
少
し
険
し
い
道
を
越
え
ま
す
。
気
を
付
け
て

上
っ
た
後
は
、
左
右
に
時
折
広
が
る
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
進

む
と
約
20
分
で
貯
水
タ
ン
ク
に
着
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
の
風
景

は
賤
機
山
縦
走
の
中
で
も
一
、
二
の
も
の
で
、
貯
水
槽
の
上
に

立
つ
と
行
く
先
に
延
び
る
賤
機
山
の
両
側
に
素
晴
ら
し
い
風
景

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
息
入
れ
た
ら
貯
水
タ
ン
ク
を
後
に
、
茶
畑
の
中
の
道
を
行

き
ま
す
。
左
に
麻
機
遊
水
池
を
眺
め
、
鉄
塔
を
二
つ
越
え
ま
す
。

緩
や
か
な
上
り
下
り
の
後
、
最
初
の
農
道
に
出
ま
す
。
浅
間

神
社
方
面
へ
は
農
道
を
右
へ
少
し
進
み
、
右
に
モ
ノ
ラ
ッ
ク
沿

い
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
階
段
を
上
り
ま
す
。
茶
畑
の
両
側
に
広

が
る
風
景
を
見
な
が
ら
、
や
が
て
二
つ
目
の
貯
水
槽
を
越
え
、

三
番
目
の
鉄
塔
の
横
を
通
っ
て
再
び
農
道
に
出
ま
す
。
ベ
ン
チ

が
設
け
ら
れ
た
展
望
休
憩
所
で
お
弁
当
を
広
げ
る
の
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
道
を
右
に
取
り
、
暫
く
行
っ
た
左
の
壁
面
に
標
識
が

あ
り
、
階
段
を
上
っ
て
再
度
山
中
へ
と
入
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら

先
は
す
べ
て
山
道
。
尾
根
に
出
た
ら
薄
暗
い
道
を
進
み
、
15
分

程
の
分
岐
を
右
へ
階
段
状
の
道
を
下
り
ま
す
。
分
岐
か
ら
10
分

位
で
左
に
光
明
地
蔵
に
着
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
浅
間
神
社
山
頂

ま
で
は
あ
と
40
〜
50
分
、
も
う
ひ
と
頑
張
り
で
す
。

　

光
明
地
蔵
か
ら
10
分
位
で
テ
レ
ビ
の
中
継
塔
に
到
着
。
ベ
ン

チ
で
ひ
と
休
み
し
て
富
士
山
を
眺
め
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

中
継
塔
の
す
ぐ
先
に
は
今
川
氏
が
築
い
た
賤
機
山
城
跡
が
あ

り
、
城
跡
の
す
ぐ
先
か
ら
は
、
狩
野
氏
の
築
い
た
安
倍
城
跡
が

眺
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
頃
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
二
つ
の
山
城

跡
を
訪
ね
れ
ば
、
一
層
興
味
深
い
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

城
跡
か
ら
数
分
、
ロ
ー
プ
を
張
っ
た
急
な
道
を
下
っ
た
場
所

が
通
称
「
地
獄
谷
」、
危
険
で
す
の
で
谷
の
両
側
へ
は
下
れ
ま

せ
ん
。
谷
を
上
っ
た
後
は
緩
や
か
な
上
り
下
り
の
道
を
15
分
程

進
み
、
左
に
城
北
公
園
を
見
な
が
ら
山
道
を
上
り
切
れ
ば
浅
間

山
山
頂
で
す
。

　

山
頂
に
は
救
世
観
音
が
祭
ら
れ
て
お
り
、
少
し
下
っ
た
場
所

か
ら
は
左
側
に
市
街
地
や
富
士
山
の
眺
望
が
素
晴
ら
し
く
、
眼

下
に
は
城
北
公
園
の
花
時
計
や
テ
ニ
ス
を
楽
し
む
人
が
眺
め
ら

れ
ま
す
。
山
頂
か
ら
約
15
分
で
朱
塗
り
の
麓
山
神
社
に
到
着
、

百
段
を
下
っ
て
神
社
ま
で
降
り
た
ら
右
へ
、
赤
鳥
居
を
く
ぐ
っ

て
横
断
歩
道
を
渡
っ
た
左
に
バ
ス
停
が
あ
り
、
程
な
く
市
街
に

着
き
ま
す
。
余
力
の
あ
る
人
は
、
浅
間
通
り
商
店
街
を
歩
い
て

行
け
ば
30
分
程
で
新
静
岡
セ
ノ
バ
に
着
き
ま
す
。
途
中
、
商
店

街
の
中
程
に
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
シ
ャ
ム
（
現
在
の
タ
イ
）

で
活
躍
し
た
山
田
長
政
の
屋
敷
跡
が
あ
り
ま
す
。
通
り
沿
い
に

資
料
も
飾
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
立
ち
寄
っ
て
み
る
の
も
良
い

で
し
ょ
う
。

※ 　

コ
ー
ス
途
中
か
ら
農
道
を
下
っ
て
街
道
に
出
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
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…
作
業
小
屋
…
20
分
…
高
山
の
池
…
25
分
…
牛
ヶ
峰

　

（
敷
地
〜
牛
ヶ
峰
）

　

 

敷
地
…
20
分
…
登
り
口
…
30
分
…
茶
畑
分
岐
…
30
分
…
谷
沢

と
の
合
流
点

　

八
十
岡
バ
ス
停
か
ら
美
和
大
谷
線
…
40
分
…
JR
静
岡
駅
前

牛ヶ峰（高山）

0 1,000m

N

1

文

高山

文

至突先山

奥長島

大川静岡線

至大山 谷沢

相沢

東

 海
 自

 然
 歩

 道

油山

東海自然歩道

利用者待避駐車場

曙橋

栗島
安　
　
　

倍　
　
　
　

川

水見色峠

林道高山線

高山・市民の森

敷地
足 

久 

保 川

すべりやすい

高山
の池

（牛ヶ峰）バス反転地

舟沢

八十岡
716

中間展望台

至内牧

水見色小

至新間

新
東

名

林
道
高
山
線

梅
ケ
島
温
泉
昭
和
線

（
美
和
街
道
）

井
川
湖
御
幸
線
（
安
倍
街
道
）

井
川
湖
御
幸
線
（
安
倍
街
道
）

林
道
水
見
色
新
間
線

美和中美和中

安倍川

新橋
安倍川

新橋

水 

見 

色 

川

内牧

狩
野

橋

至静岡市街

大
川

静
岡

線

林
道
水
見
色
線

水
見
色

林
道

油 山 線

27

29

29

205

205

20
5
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往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

　

 

・
JR
静
岡
駅
前
か
ら
美
和
大
谷
線
奥
長
島
行
…
45
分
…
敷
地
、

50
分
…
谷
沢
下
車

　

 

・
JR
静
岡
駅
前
か
ら
藁
科
線
水
見
色
行
…
45
分
…
終
点
下
車

　
　

　

（
谷
沢
〜
牛
ヶ
峰
〜
八
十
岡
）

　

 

谷
沢
…
5
分
…
大
山
分
岐
…
10
分
…
山
中
へ
…
35
分
…
作
業

小
屋
…
15
分
…
敷
地
と
の
合
流
点
…
40
分
…
牛
ヶ
峰
…
3
分

…
分
岐
…
15
分
…
高
山
の
池
分
岐
…
5
分
…
高
山
の
池
…
5

分
…
分
岐
戻
り
…
20
分
…
内
牧
分
岐
…
15
分
…
不
動
の
滝
分

岐
…
15
分
…
農
道
…
65
分
…
八
十
岡
バ
ス
停

　

（
水
見
色
〜
牛
ヶ
峰
）

　

 

水
見
色
…
10
分
…
道
路
沿
登
り
口
…
10
分
…
山
中
へ
…
25
分

牛ヶ峰山頂

往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

コ
ー
ス
タ
イ
ム

復
路　

バ
ス
の
ご
案
内

14　

牛
ヶ
峰
（
高
山
）
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牛
ヶ
峰
（
高
山
）
は
、「
高
山
・
市
民
の
森
」
と
し
て
、
よ

り
親
し
み
や
す
い
森
林
空
間
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

牛
ヶ
峰
へ
の
登
り
口
は
、
美
和
線
の
八
十
岡
、
敷
地
、
谷
沢
、

藁
科
線
の
水
見
色
が
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
コ
ー
ス
を
紹
介
し

ま
す
の
で
、
時
間
や
体
力
に
合
わ
せ
て
コ
ー
ス
を
選
ん
で
下
さ

い
。

　

（
谷
沢
〜
牛
ヶ
峰
）

　

谷
沢
バ
ス
停
を
少
し
戻
り
、
東
海
自
然
歩
道
の
看
板
を
右
へ
、

二
〇
〇
ｍ
先
の
分
岐
を
左
へ
曲
が
り
ま
す
。
こ
の
先
で
は
今
後
、

農
道
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。
農

道
か
ら
山
中
へ
入
り
約
10
分
。
広
い
茶
畑
の
脇
を
モ
ノ
ラ
ッ
ク

に
沿
っ
て
上
り
、
杉
林
の
中
を
進
み
ま
す
。
幾
つ
か
の
分
岐
を

過
ぎ
、
暫
く
行
く
と
右
に
作
業
小
屋
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら

敷
地
と
の
合
流
点
ま
で
は
約
15
分
の
少
し
き
つ
い
杉
林
の
上
り

道
。
道
が
緩
や
か
に
な
り
、
前
方
に
再
び
作
業
小
屋
が
見
え
た

ら
そ
こ
が
敷
地
と
の
合
流
点
①
で
す
。

　

す
ぐ
先
の
分
岐
を
左
へ
、
雑
木
林
の
中
の
細
い
道
を
上
り
、

荒
れ
た
茶
畑
の
中
の
道
を
進
み
ま
す
。
や
が
て
左
に
作
業
小
屋

を
見
て
、
少
し
急
な
道
を
上
る
と
今
度
は
右
に
作
業
小
屋
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
山
頂
ま
で
は
約
10
分
。
緩
や
か
な
上
り
道

の
先
に
前
方
が
開
け
た
ら
牛
ヶ
峰
の
山
頂
で
す
。

　

山
頂
は
カ
ヤ
ト
の
原
が
広
が
り
、
か
な
り
の
広
さ
が
あ
り
ま

す
。
山
頂
か
ら
の
風
景
は
山
が
幾
重
に
も
重
な
り
、
富
士
山
も

望
め
ま
す
。
後
ろ
を
振
り
返
れ
ば
、
無
線
中
継
塔
を
乗
せ
た
大

山
、
そ
の
右
に
尖
っ
た
山
頂
の
突
先
山
等
冬
枯
れ
の
時
期
で
あ

れ
ば
、
ほ
ぼ
三
六
〇
度
に
近
い
パ
ノ
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

山
頂
の
風
景
を
楽
し
ん
だ
ら
帰
路
は
八
十
岡
へ
。
八
十
岡
へ

は
頂
上
か
ら
南
西
方
向
、
道
な
り
に
下
っ
た
先
の
指
導
標
を
左

折
、
植
林
帯
の
中
を
ジ
グ
ザ
グ
に
下
り
ま
す
。
木
々
の
テ
ー
プ

を
頼
り
に
下
る
と
約
15
分
で
高
山
の
池
と
の
分
岐
に
出
ま
す
。

右
へ
数
分
行
く
と
植
林
帯
の
中
に
一
区
画
だ
け
、
今
で
も
少
し

水
が
残
っ
て
い
る
湿
地
帯
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
高
山
の
池
で

す
。
し
ん
と
静
ま
り
返
っ
た
林
の
中
に
い
る
と
伝
説
の
竜
が
出

て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
池
の
淵
に
は
説
明
板
も
立
っ
て

い
ま
す
。

　

分
岐
ま
で
戻
り
、
大
岩
を
越
え
て
行
く
と
約
20
分
で
内
牧
と

の
分
岐
に
出
ま
す
。
薄
暗
い
左
の
植
林
帯
の
中
へ
、
杉
の
高
木

の
中
の
や
や
急
な
下
り
道
を
行
き
ま
す
。
内
牧
分
岐
よ
り
15
分

程
下
る
と
左
に
不
動
の
滝
の
分
岐
に
出
ま
す
。
不
動
の
滝
は
水

量
の
少
な
い
滝
。
左
へ
数
分
で
着
き
ま
す
が
、
滝
ま
で
の
道
は

荒
れ
て
い
ま
す
の
で
寄
る
場
合
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

分
岐
か
ら
は
沢
沿
い
に
下
り
、
数
分
で
沢
を
横
切
り
堰
堤
を

下
り
ま
す
。
暫
く
行
く
と
二
つ
目
の
堰
堤
が
あ
り
、
下
っ
た
先

で
林
道
に
出
ま
す
。
こ
こ
か
ら
八
十
岡
バ
ス
停
ま
で
は
約
1
時

間
の
長
い
林
道
歩
き
の
道
。
40
分
位
で
八
十
岡
の
集
落
へ
入
り
、

左
に
八
十
岡
公
民
館
を
過
ぎ
れ
ば
八
十
岡
橋
も
間
近
で
す
。
平

成
六
年
三
月
に
完
成
し
た
八
十
岡
橋
を
渡
り
、
道
路
を
左
へ

三
〇
ｍ
程
行
け
ば
八
十
岡
バ
ス
停
で
す
。

※　

道
が
か
な
り
荒
れ
て
い
る
の
で
注
意
し
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　

（
敷
地
〜
牛
ヶ
峰
〜
八
十
岡
）

　

敷
地
バ
ス
停
で
下
車
。
道
路
を
三
〇
〇
ｍ
程
戻
り
「
牛
ヶ
峰

荘
」
の
看
板
に
従
っ
て
右
へ
。
道
な
り
に
約
20
分
歩
く
と
右
に

登
り
口
が
あ
り
ま
す
。
沢
を
越
え
山
腹
の
道
を
ジ
グ
ザ
グ
に
上

る
と
約
30
分
で
、
左
に
茶
畑
が
広
が
る
場
所
に
出
ま
す
。
茶
畑

沿
い
の
左
の
道
を
行
き
、
作
業
小
屋
の
手
前
を
左
折
、
植
林
帯

の
中
の
良
く
踏
ま
れ
た
道
を
進
み
、
登
山
口
か
ら
約
1
時
間
で

右
に
谷
沢
か
ら
の
道
と
合
流
し
ま
す
①
。

　

（
水
見
色
〜
牛
ヶ
峰
）

　

水
見
色
は
清
流
沿
い
の
里
。
牛
ヶ
峰
へ
は
水
見
色
バ
ス
停
か

ら
10
分
歩
き
、
道
路
右
側
の
指
導
標
か
ら
入
り
ま
す
。

　

少
し
先
の
分
岐
を
左
へ
、
茶
畑
の
中
を
進
み
農
道
に
出
た
ら

少
し
先
を
左
へ
山
中
に
入
り
ま
す
。
茶
畑
か
ら
林
間
の
上
り
道

へ
、
幾
つ
か
の
分
岐
が
あ
り
ま
す
が
、
指
導
標
に
従
っ
て
進
む

と
作
業
小
屋
が
見
え
ま
す
。
小
屋
の
手
前
を
右
へ
曲
が
り
ま
す

が
、
こ
こ
か
ら
先
は
数
ヶ
所
建
設
中
の
林
道
を
横
切
り
ま
す　

の
で
、
注
意
し
て
進
ん
で
下
さ
い
。
林
間
の
上
り
道
を
暫
く
行

く
と
道
は
緩
や
か
に
な
り
、
少
し
下
っ
た
先
、
林
間
の
広
場
に

水
芭
蕉
が
群
落
す
る
高
山
の
池
が
あ
り
ま
す
。
池
か
ら
5
分
ほ

ど
上
が
っ
た
所
に
あ
る
中
間
展
望
台
の
ベ
ン
チ
で
ひ
と
息
入
れ

る
の
も
よ
い
で
す
ね
。
こ
こ
か
ら
牛
ヶ
峰
ま
で
は
約
25
分
の
林

間
の
上
り
道
。

　

上
り
切
っ
て
緩
や
か
に
な
っ
た
先
、
林
の
出
口
に
幾
つ
か
の

指
導
標
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
少
し
下
っ
た
先
に
広
が
る
広

場
が
牛
ヶ
峰
山
頂
で
す
。

※ 　

林
道
の
工
事
に
よ
り
、
コ
ー
ス
状
況
が
変
わ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
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大山

大山

文

文

公

文

0 1,000m

N

986

1022

716

突先山

奥長島

大
川
静
岡
線

谷沢

一般車通行止

東海自然歩
道

坂本

林
道
坂
本
線

林
道
高
山
線

林
道
水
見
色
線

オオムラサキ
一色

東海自然歩道
水見色峠

林道高山線

高山・市民の森

高山

至
高
山

水見色

水見色公民館

水見色きらく市

水見色小学校

寺島

至湯ノ島

愛　

郷　

の　

道至千頭

八幡

富沢

藁　科　川
大原森

中藁科学校

入口

中藁科小学校

国道362号線
（藁科街道）

至静岡

南
ア

ル
プ
ス
公
園
線

60

60

362

362

208

205

藁科中学校藁科中学校

八幡
神社

62 61

往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

　

 

JR
静
岡
駅
前
か
ら
美
和
大
谷
線
奥
長
島
行
…
50
分
…
谷
沢
下

車
コ
ー
ス
タ
イ
ム

　

 

谷
沢
…
5
分
…
牛
ヶ
峰
分
岐
…
40
分
…
山
中
へ
の
登
り
口
…

35
分
…
水
見
色
峠
…
40
分
…
口
長
島
分
岐
…
40
分
…
階
段
先

の
テ
ー
ブ
ル
…
20
分
…
大
山

　

（
大
山
〜
東
海
自
然
歩
道
〜
寺
島
）

　

 

大
山
…
10
分
…
林
道
分
岐
…
60
分
…
一
色
…
50
分
…
寺
島
バ

ス
停

　

（
大
山
〜
愛
郷
の
道
〜
大
原
・
八
幡
神
社
）

　

 

大
山
…
15
分
…
作
業
道
…
25
分
…
三
番
目
の
鉄
塔
…
35
分
…

植
林
帯
…
50
分
…
鉄
塔
…
5
分
…
分
岐
…
35
分
…
展
望
台
…

10
分
…
茶
畑
分
岐
…
10
分
…
八
幡
神
社
…
5
分
…
中
藁
科
学

校
入
口

大山山頂

往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

コ
ー
ス
タ
イ
ム

復
路　

バ
ス
の
ご
案
内

　

・
寺
島
か
ら
藁
科
線
…
55
分
…
JR
静
岡
駅
前

　

・
中
藁
科
学
校
入
口
か
ら
藁
科
線
…
35
分
…
JR
静
岡
駅
前

15　

大　
　

山



64 63

大お
お　

　

山や
ま

　

無
線
中
継
塔
を
乗
せ
た
山
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
大
山
へ

は
、
谷
沢
バ
ス
停
か
ら
道
路
を
五
〇
ｍ
程
戻
っ
た
右
側
、
大
山

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
案
内
板
か
ら
入
り
ま
す
。

　

沢
沿
い
の
道
を
二
〇
〇
ｍ
程
行
っ
た
先
の
牛
ヶ
峰
と
の
分
岐

を
右
へ
林
道
を
進
み
ま
す
。
30
分
程
歩
く
と
右
側
に
東
海
自
然

歩
道
の
案
内
板
が
あ
り
、
そ
の
先
三
〇
〇
ｍ
程
行
っ
た
先
の
指

導
標
か
ら
山
中
へ
と
入
り
ま
す
。
右
側
の
コ
ー
ス
を
進
み
、
尾

根
に
出
て
か
ら
は
植
林
帯
の
中
を
緩
や
か
に
上
っ
て
行
き
ま

す
。
や
が
て
前
方
が
開
け
た
ら
水
見
色
峠
に
到
着
で
す
。

※ 　

水
見
色
峠
は
現
在
、
林
道
開
通
工
事
を
し
て
い
る
た
め
、
コ
ー
ス

状
況
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

峠
に
は
木
製
の
ベ
ン
チ
が
置
か
れ
て
お
り
、
眺
望
は
利
き
ま

せ
ん
が
一
息
入
れ
る
に
は
良
い
場
所
で
す
。
峠
を
指
導
標
に

従
っ
て
右
へ
。
こ
こ
か
ら
大
山
山
頂
ま
で
は
、
途
中
休
憩
し
な

が
ら
約
1
時
間
30
分
〜
40
分
。
峠
か
ら
暫
く
は
比
較
的
緩
や
か

な
上
り
下
り
が
続
き
ま
す
が
、
道
は
次
第
に
急
に
な
り
ま
す
。

峠
か
ら
約
40
分
、
急
斜
面
を
上
り
切
っ
た
所
に
口
長
島
と
の
分

岐
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
少
し
先
か
ら
道
は
急
に
な
り
、
植
林
帯

の
中
を
山
頂
目
指
し
て
喘
ぎ
な
が
ら
上
っ
て
行
き
ま
す
。
登
山

道
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
左
右
へ
巻
き
道
を

取
る
こ
と
は
な
く
、
木
に
巻
か
れ
た
テ
ー
プ
を
頼
り
に
真
っ
直

ぐ
に
進
め
ば
ま
ず
迷
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
急
坂
を
上
り
切

る
と
黒
い
ベ
ン
チ
が
お
出
迎
え
で
す
。
無
線
中
継
所
ま
で
は
あ

と
20
分
、
も
う
ひ
と
頑
張
り
で
す
。

　

道
を
右
へ
取
り
、
笹
を
か
き
分
け
な
が
ら
進
み
ま
す
。
や
が

て
植
林
帯
が
終
わ
り
、
両
側
に
笹
が
繁
っ
た
細
い
急
坂
を
上
り

切
る
と
無
線
中
継
所
に
到
着
で
す
。
上
り
切
っ
た
右
手
に
は
富

士
山
が
、
左
へ
回
っ
た
場
所
か
ら
は
安
倍
川
河
口
を
正
面
に
、

安
倍
や
藁
科
の
山
々
が
幾
重
に
も
連
な
る
雄
大
な
風
景
が
広
が

り
ま
す
。
大
山
山
頂
か
ら
は
、
作
業
道
が
突
先
山
や
東
海
自
然

歩
道
の
坂
本
方
面
へ
延
び
て
い
ま
す
。
無
線
中
継
塔
か
ら
二
〇
〇

ｍ
程
舗
装
道
を
下
る
と
右
に
突
先
山
へ
の
道
を
分
け
ま
す
。

　

（
東
海
自
然
歩
道
、
坂
本
、
寺
島
方
面
へ
）

　

無
線
中
継
塔
か
ら
延
び
る
作
業
道
を
道
な
り
に
下
り
ま
す
。

つ
づ
ら
折
り
の
道
を
延
々
と
下
る
こ
と
約
四
キ
ロ
、
1
時
間
10

分
で
管
理
の
ゲ
ー
ト
に
着
き
ま
す
。
山
頂
か
ら
こ
こ
ま
で
の
区

間
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
管
理
道
の
た
め
、
通
常
は
施
錠
さ
れ
て
い
て
一

般
車
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。
ゲ
ー
ト
の
先
、
約
三
キ
ロ
、
一
色

の
集
落
を
過
ぎ
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
舞
う
坂
本
の
里
を
過
ぎ
て

県
道
に
出
れ
ば
寺
島
の
バ
ス
停
で
す
。

　

（
大
原
、
八
幡
神
社
方
面
へ
『
愛
郷
の
道
』）

　

無
線
中
継
塔
か
ら
南
に
延
び
る
二
番
目
、
三
番
目
の
鉄
塔
を

越
え
な
が
ら
、
中
藁
科
小
学
校
近
く
の
大
原
八
幡
神
社
ま
で
下

る
長
い
縦
走
路
。
こ
の
道
は
藁
科
中
学
校
が
「
愛
郷
の
道
」
と

し
て
、
毎
年
遠
足
で
親
し
ん
で
い
る
道
。
生
徒
会
が
作
っ
た
指

導
標
が
数
多
く
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
山
山
頂
か
ら
大
原
八

幡
神
社
ま
で
は
、
約
3
時
間
〜
3
時
間
30
分
で
す
。

　

無
線
中
継
塔
か
ら
二
、
三
番
目
の
鉄
塔
が
見
え
る
方
向
に
下

り
ま
す
。
笹
の
間
の
道
を
15
分
程
下
る
と
作
業
道
に
出
ま
す
の

で
左
へ
、
二
番
目
の
鉄
塔
の
少
し
手
前
を
右
へ
15
分
位
で
三
番

目
の
鉄
塔
へ
着
き
ま
す
。
突
き
当
た
り
を
看
板
に
従
っ
て
右
へ

下
り
、
す
ぐ
先
の
鉄
塔
の
手
前
を
左
へ
、
長
い
林
間
の
下
り
道

の
始
ま
り
で
す
。
こ
の
先
八
幡
神
社
ま
で
、
途
中
、
幾
つ
か
の

分
岐
が
あ
り
ま
す
が
、
大
原
や
八
幡
方
面
の
指
導
標
に
従
っ
て

進
み
ま
す
。
途
中
、
急
な
下
り
も
何
箇
所
か
あ
り
ま
す
の
で
足

元
に
は
注
意
し
て
進
み
ま
し
ょ
う
。
三
番
目
の
鉄
塔
か
ら
約
30

分
で
尾
根
の
植
林
帯
を
過
ぎ
、
そ
こ
か
ら
約
50
分
で
再
び
鉄
塔

に
出
ま
す
。
鉄
塔
の
先
数
分
の
分
岐
を
右
へ
取
り
ま
す
。（
道

な
り
に
進
む
と
直
進
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。）

　

や
が
て
左
に
展
望
台
を
過
ぎ
、
10
分
程
で
茶
畑
に
出
た
ら
左

へ
。
五
〇
ｍ
程
進
ん
だ
先
を
さ
ら
に
左
。
茶
畑
か
ら
離
れ
、
林

間
を
下
り
、
ト
ラ
ロ
ー
プ
を
張
っ
た
急
な
道
を
下
る
と
大
原
八

幡
神
社
に
到
着
で
す
。
参
道
を
下
っ
て
道
路
へ
出
た
ら
バ
ス
停

へ
は
右
へ
、
中
藁
科
小
の
前
を
通
り
、
街
道
へ
出
れ
ば
左
側
に

中
藁
科
学
校
前
の
バ
ス
停
が
あ
り
、
JR
静
岡
駅
方
面
へ
の
バ
ス

が
出
て
い
ま
す
。



66

釜石峠～突先山

突先山

釜石峠

０ 1,000m

N

1022

986

至湯ノ島

栃沢

至
坂ノ上

立石

シダレザクラ

TEA ROAD（

ティ－ロ－ド）

坂
ノ
上

林
道
坂
本
線

山腹コー
ス

奥長島

バス反転地

大川静岡線

ゲート
（開いている）

狐石

大山

※荒廃危険

藁 

科 

川

坂本

至静岡

一色

一般車通行止

行き止まり

林道大平見線

東海道自然歩道

東海道自然歩道

205

205

60

66 65

　

 

JR
静
岡
駅
前
か
ら
美
和
大
谷
線
奥
長
島
行
…
55
分
…
終
点
下

車

　

 

奥
長
島
…
35
分
…
メ
ガ
ネ
橋
…
5
分
…
山
腹
コ
ー
ス
登
り
口

…
65
分
…
突
先
山
分
岐
…
30
分
…
突
先
山
…
25
分
…
突
先
山

分
岐
…
3
分
…
釜
石
峠
…
25
分
…
ワ
サ
ビ
田
…
20
分
…
栃
沢

農
道
…
20
分
…
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
・
聖
一
国
師
の
碑
…
30
分
…

立
石
バ
ス
停

　

立
石
か
ら
藁
科
線
…
70
分
…
JR
静
岡
駅
前

山腹コース登山口付近（指導標を右へ）

往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

コ
ー
ス
タ
イ
ム

復
路　

バ
ス
の
ご
案
内

※　

見
ど
こ
ろ

　

・
栃
沢
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

　

・
茶
祖
、
聖
一
国
師
の
碑

16　

釜
石
峠
〜
突
先
山

　

こ
の
コ
ー
ス
は
お
茶
を
ひ
ろ
め
た
藁
科
川
栃
沢
生
ま
れ
、
安

倍
川
蕨
野
医
王
山
回
春
院
で
没
し
た
聖
一
国
師
の
人
生
を
結
ぶ

テ
ィ
ー
ロ
ー
ド
で
す
。

聖し
ょ
う
い
ち
こ
く
し

一
国
師

　

鎌
倉
時
代
初
期
、
み
ど
り
の
道
梶
原
山
付
近
で
討
た
れ
た
梶

原
景
時
、
景
季
親
子
、
そ
の
二
年
後
、
景
季
の
宇
治
川
の
先
陣

争
い
で
有
名
な
名
馬
磨
墨
の
厩
の
栃
沢
に
生
ま
れ
た
聖
一
国
師

は
宋
に
学
び
、
帰
国
後
博
多
に
て
寺
を
開
山
。
当
時
流
行
っ
た

疫
病
を
鎮
め
る
た
め
に
清
め
の
水
を
町
中
に
ま
い
た
の
が
「
博

多
祇
園
山
笠
」
の
山
車
の
引
き
回
し
の
勢
い
水
の
始
ま
り
だ
と

さ
れ
、
近
年
静
岡
市
よ
り
福
岡
市
に
栃
沢
の
水
が
贈
ら
れ
て
い

る
。
宋
か
ら
持
ち
帰
っ
た
茶
を
ひ
ろ
め
た
こ
と
か
ら
本
山
茶
の

始
祖
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

ち
ょ
っ
く
ら
い
っ
ぷ
く
し
ざ
あ
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釜
石
峠
〜
突
先
山

　

藁
科
奥
の
大
川
地
区
と
安
倍
の
足
久
保
を
結
ぶ
峠
と
し
て
、

昔
か
ら
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
釜
石
峠
。
近
年
、テ
ィ
ー
ロ
ー

ド
（
お
茶
の
道
）
と
し
て
大
川
地
区
の
人
々
に
よ
り
指
導
標
識

や
丸
太
の
階
段
等
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

奥
長
島
側
か
ら
は
沢
コ
ー
ス
と
山
腹
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

沢
コ
ー
ス
は
危
険
な
箇
所
も
あ
り
ま
す
の
で
み
ど
り
の
道
か
ら

外
れ
て
い
ま
す
。
美
和
線
の
終
点
奥
長
島
で
バ
ス
を
下
車
、
左

に
沢
音
を
聞
き
な
が
ら
舗
装
道
を
山
中
へ
と
進
み
ま
す
。
バ
ス

停
か
ら
約
二
キ
ロ
、
35
分
で
林
道
が
左
に
カ
ー
ブ
し
た
メ
ガ
ネ

の
よ
う
に
見
え
る
橋
に
出
ま
す
が
、
登
山
道
は
直
進
し
ま
す
。

ゲ
ー
ト
か
ら
三
〇
〇
ｍ
程
先
の
畑
の
中
の
指
導
標
を
右
折
し
民

家
の
茶
畑
を
通
り
、
山
腹
コ
ー
ス
へ
入
り
ま
す
。

　

民
家
の
茶
畑
を
右
に
過
ぎ
た
後
は
川
沿
い
に
や
や
き
つ
め
の

勾
配
を
登
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
薄
暗
い
植
林
帯
に
入
り
、

や
や
登
り
ま
す
。
朽
ち
た
ベ
ン
チ
の
先
を
左
手
に
と
り
、
再
び

ゆ
る
や
か
な
勾
配
の
コ
ー
ス
を
進
み
ま
す
。
途
中
、
コ
ー
ス
幅

の
狭
い
箇
所
に
は
注
意
し
て
進
み
、
少
し
下
っ
た
沢
を
渡
る
と

沢
コ
ー
ス
と
の
合
流
点
に
到
着
し
ま
す
。（
※
危
険
な
の
で
、

沢
コ
ー
ス
に
は
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。）
緩
や
か
な
道
を
行

く
と
約
10
分
で
植
林
帯
は
終
わ
り
、
小
さ
な
沢
を
渡
っ
て
雑
木

林
に
入
り
ま
す
。
少
し
先
の
分
岐
を
左
へ
下
り
、
暫
く
行
く
と

突
先
山
と
の
分
岐
に
到
着
し
ま
す
。

　

釜
石
峠
は
こ
の
先
五
〇
ｍ
程
下
っ
た
場
所
。
う
す
暗
い
林
間

の
峠
で
眺
望
は
全
く
利
き
ま
せ
ん
が
、
し
ん
と
静
ま
り
返
っ
た

峠
に
は
「
歯
痛
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
る
如
意
輪
観
音
が
頬
に
手
を

当
て
て
穏
や
か
な
表
情
を
し
て
い
ま
す
。
観
音
様
に
は
「
是
よ

り
右
美
和
村
あ
し
く
ぼ
、
左
玉
川
村
た
く
み
」
の
文
字
が
掘
ら

れ
て
ま
す
。
直
進
は
栃
沢
へ
の
道
で
す
が
、
ま
ず
は
分
岐
ま
で

戻
っ
て
突
先
山
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

突
先
山
へ
は
こ
こ
か
ら
約
30
分
、
分
岐
か
ら
暫
く
は
林
間
の

緩
や
か
な
道
。
木
に
巻
か
れ
た
テ
ー
プ
を
頼
り
に
約
10
分
で
丸

太
の
階
段
下
に
出
ま
す
。
こ
こ
か
ら
ピ
ー
ク
を
二
つ
程
越
え
た

先
が
目
指
す
突
先
山
。
か
な
り
の
急
登
で
す
。
焦
ら
ず
ゆ
っ
く

り
と
進
み
ま
し
ょ
う
。
約
20
分
、
途
中
、
左
に
風
景
が
開
け
た

場
所
を
過
ぎ
て
最
後
の
少
し
長
い
階
段
を
上
り
切
れ
ば
突
先
山

山
頂
で
す
。

　

山
頂
は
そ
れ
ほ
ど
広
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
真
富
士
山
越
し
の

富
士
山
は
素
晴
ら
し
い
眺
め
で
す
。
正
面
は
、
足
久
保
川
を
眼

下
に
伊
豆
半
島
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
少
し
覗
き
込
め
ば

大
山
の
鉄
塔
も
近
く
に
見
え
て
い
ま
す
。
山
頂
に
は
腰
掛
け
用

の
丸
太
や
テ
ィ
ー
ロ
ー
ド
整
備
記
念
の
看
板
が
立
っ
て
お
り
、

大
山
方
面
へ
の
道
も
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

帰
路
は
突
先
山
山
頂
か
ら
約
25
分
で
釜
石
峠
に
戻
り
、
栃
沢

へ
の
道
を
下
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
栃
沢
の
農
道
ま
で
は
約
45
分
、

導
標
に
従
っ
て
下
り
ま
し
ょ
う
。
や
が
て
尾
根
の
両
側
に
沢
の

音
を
聞
き
な
が
ら
左
の
沢
に
取
り
つ
き
ま
す
。
丸
太
橋
を
渡
っ

て
右
へ
左
岸
を
歩
き
、
ワ
サ
ビ
田
を
越
え
た
先
で
再
び
沢
を
渡

り
ま
す
。
沢
沿
い
に
林
間
の
道
を
下
り
10
分
程
で
三
た
び
沢
を

渡
り
ま
す
。
茶
畑
の
先
で
丸
太
橋
を
渡
り
、
道
を
五
〇
ｍ
程
下

れ
ば
農
道
に
出
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
県
道
沿
い
の
立
石
バ
ス
停
ま
で
約
三
キ
ロ
。
途
中
、

わ
が
国
に
お
茶
を
広
め
た
聖
一
国
師
生
誕
の
碑
や
名
馬
磨
墨
の

厩
跡
の
碑
等
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
1
時
間
程
の
道
の
り
で
す
。

　

農
道
を
左
へ
取
り
道
な
り
に
15
分
程
で
栃
沢
の
集
落
に
出
ま

す
。
集
落
の
中
の
分
岐
を
右
へ
、
大
き
な
カ
ヤ
の
木
の
下
を
抜

け
る
と
正
面
に
有
名
な
し
だ
れ
桜
が
見
え
ま
す
。
し
だ
れ
桜
が

良
く
見
え
る
道
路
上
か
ら
茶
畑
を
見
下
ろ
す
と
茶
畑
の
中
に
石

碑
が
見
え
ま
す
。
そ
れ
が
聖
一
国
師
生
誕
の
碑
で
す
。
石
碑
へ

は
道
を
少
し
下
っ
て
左
に
入
り
ま
す
。
石
碑
の
手
前
の
民
家
の

門
前
に
も
う
一
つ
小
さ
な
石
碑
が
あ
り
、
こ
れ
が
宇
治
川
の
合

戦
で
活
躍
し
た
名
馬
磨
墨
の
厩
の
跡
の
碑
で
す
。
現
在
で
も
足

久
保
か
ら
栃
沢
に
か
け
て
は
馬
蹄
石
と
呼
ば
れ
る
比
重
の
重
い

石
が
産
出
す
る
よ
う
で
す
。

　

道
路
に
戻
り
下
る
と
、
右
に
子
安
神
社
、
テ
ィ
ー
ロ
ー
ド
を

紹
介
す
る
大
き
な
看
板
を
過
ぎ
た
ら
も
う
一
頑
張
り
。
山
際

の
道
か
ら
直
線
の
道
と
下
っ
た
先
で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
へ
突
き
当

た
っ
た
ら
左
折
し
、
県
道
に
出
ま
す
。
県
道
を
右
へ
五
〇
ｍ
程

行
く
と
立
石
バ
ス
停
が
あ
り
ま
す
。
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復
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も
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線
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静
岡
駅
前
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安
倍
線
梅
ヶ
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泉
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又
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東
木
行
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第
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落
峠
…
30
分
…
大
滝
…
15
分
…
尾
根
の
伐
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岐
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イ
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（
平
野
〜
真
富
士
山
）

　

竜
爪
山
の
北
に
位
置
す
る
真
富
士
山
は
、
石
仏
に
導
か
れ
る

山
と
し
て
古
く
か
ら
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
山
で
す
。

　

平
野
バ
ス
停
で
下
車
、
少
し
戻
っ
て
飲
食
店
の
看
板
を
左
折
、

又
は
平
野
橋
袂
の
「
真
富
士
山
登
山
口
」
か
ら
入
り
ま
す
。

　

舗
装
道
を
暫
く
行
く
と
道
は
林
道
と
な
り
、
約
30
分
（
約
二

キ
ロ
）
で
第
一
登
山
口
に
出
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
山
道
を
行
っ

て
も
林
道
を
行
っ
て
も
約
30
分
、
鎌
沢
橋
を
渡
っ
た
右
に
第
二

登
山
口
が
あ
り
、（
山
道
を
行
っ
た
場
合
は
林
道
を
少
し
戻
り

ま
す
。）
さ
ら
に
約
1
時
間
で
旧
第
三
登
山
口
（
二
〇
番
）
に

出
ま
す
。
第
三
登
山
口
は
林
道
を
更
に
約
三
〇
〇
ｍ
行
っ
た
右

手
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
植
林
帯
の
中
を
行
き
ま
す
が
、

か
つ
て
の
伐
採
地
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
幼
木
が
植
え
ら
れ
大
き
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
昼
で
も
暗
い
植
林
帯
に
な
っ
て
い
ま
す
。

植
林
帯
の
中
の
道
を
、
木
に
巻
か
れ
た
テ
ー
プ
を
頼
り
に
ジ
グ

ザ
グ
に
進
み
な
が
ら
高
度
を
稼
い
で
行
き
ま
す
。
や
が
て
ト
ラ

ロ
ー
プ
を
張
っ
た
少
し
急
な
上
り
の
道
と
な
り
、
う
す
暗
い
植

林
帯
を
暫
く
進
む
と
ヲ
イ
平
分
岐
に
出
ま
す
。
左
は
第
二
真
富

士
山
へ
の
直
登
の
道
、
第
一
真
富
士
山
へ
は
右
へ
道
を
取
り
ま

す
。

　

こ
こ
か
ら
真
富
士
山
・
俵
峰
分
岐
ま
で
は
約
40
分
、
雑
木
林

の
中
を
ジ
グ
ザ
グ
に
上
り
ま
す
。
途
中
、
振
り
返
る
と
樹
木
越

し
に
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
や
が
て

道
は
緩
や
か
に
な
り
、
左
に
ロ
ー
プ
を
張
っ
た
場
所
を
越
え
る

と
真
富
士
山
・
俵
峰
分
岐
に
出
ま
す
。
こ
こ
は
十
字
路
に
な
っ

て
お
り
、
右
に
五
〇
ｍ
程
行
く
と
真
富
士
神
社
、
正
面
は
俵
峰
、

左
が
真
富
士
山
へ
の
道
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
山
頂
へ
は
約

15
分
、
緩
や
か
な
登
り
の
道
を
一
投
足
で
第
一
真
富
士
山
山
頂

（
一
、
三
四
三
ｍ
）
で
す
。

　

西
側
（
左
）
の
風
景
は
望
め
ま
せ
ん
が
、
富
士
山
や
駿
河
湾

の
眺
め
は
素
晴
ら
し
く
、
眼
下
に
深
い
山
々
の
間
を
縫
っ
て
流

れ
る
興
津
川
が
印
象
的
で
す
。
山
頂
に
あ
る
開
山
記
念
碑
に
は
、

「
昭
和
六
年
に
有
志
が
協
力
し
て
開
山
し
た
」
と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

一
息
入
れ
た
ら
第
二
真
富
士
山
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
こ
こ

か
ら
第
二
真
富
士
山
へ
は
、
岩
場
を
登
る
約
40
分
の
急
坂
の
道
。

ロ
ー
プ
は
張
っ
て
あ
り
ま
す
が
危
険
な
道
で
す
の
で
、
山
歩
き

に
馴
れ
て
い
な
い
方
は
控
え
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
山
頂
か

ら
は
下
り
の
緩
や
か
な
道
を
進
み
ま
す
。
清
水
河
内
と
の
分
岐
、

ヲ
イ
平
分
岐
と
過
ぎ
、
急
な
下
り
で
鞍
部
に
出
た
ら
そ
の
先
が

ロ
ー
プ
を
張
っ
た
急
坂
に
な
り
ま
す
。
慎
重
に
上
り
ま
し
ょ
う
。

上
り
切
っ
て
再
び
鞍
部
に
出
た
先
の
上
り
は
左
へ
ト
ラ
ロ
ー
プ

の
岩
伝
い
の
道
と
な
り
ま
す
。
三
十
二
番
石
仏
を
過
ぎ
、
ロ
ー

プ
を
伝
っ
て
最
後
の
登
り
を
上
り
切
り
、
緩
や
か
な
道
を
数
分

歩
く
と
第
二
真
富
士
山
山
頂
で
す
。
山
頂
か
ら
は
浅
間
原
へ
の

道
が
続
い
て
い
ま
す
。

（
俵
峰
〜
真
富
士
山
）

　

俵
沢
バ
ス
停
で
下
車
、
元
農
協
俵
沢
支
店
の
角
を
左
折
し
ま

す
。
こ
こ
か
ら
登
山
口
ま
で
は
約
四
キ
ロ
の
舗
装
道
歩
き
。
約

1
時
間
で
竜
爪
と
の
分
岐
に
出
ま
す
の
で
左
キ
ャ
ン
プ
場
方
向

に
進
み
、
石
碑
左
側
の
道
を
直
進
、
小
さ
な
橋
を
二
つ
渡
っ
て

右
へ
曲
が
る
と
右
に
水
月
院
が
あ
り
ま
す
。
登
山
口
は
、
水
月

院
駐
車
場
の
先
の
分
岐
を
左
へ
一
〇
〇
ｍ
程
行
っ
た
左
側
に
あ

り
ま
す
。

　

登
山
口
か
ら
約
30
分
で
引
落
峠
に
到
着
。
日
中
で
も
薄
暗
く
、

眺
望
は
全
く
利
き
ま
せ
ん
。
峠
を
右
へ
15
分
程
先
の
分
岐
は
後

に
合
流
し
ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
を
行
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

合
流
地
点
か
ら
少
し
行
く
と
大
滝
に
出
ま
す
。
高
さ
約
二
〇
ｍ
、

岩
場
を
流
れ
落
ち
る
滝
で
、
冬
に
は
結
氷
す
る
時
も
あ
り
ま
す
。

　

丸
太
橋
を
渡
る
と
す
ぐ
に
大
滝
の
頭
に
出
ま
す
。
大
滝
の
頭

か
ら
約
15
分
で
尾
根
の
伐
採
地
に
出
ま
す
。
平
野
コ
ー
ス
と
同

様
、
荒
涼
と
し
た
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
伐
採
地
の
中
の

道
は
分
か
り
に
く
い
の
で
注
意
し
て
進
み
ま
し
ょ
う
。
伐
採
地

か
ら
植
林
帯
に
入
り
、
山
腹
の
緩
や
か
な
道
を
進
み
ま
す
。
途

中
、
左
側
樹
木
越
し
に
南
ア
ル
プ
ス
を
望
み
、
岩
場
を
越
え
て

数
分
行
っ
た
先
の
分
岐
を
右
へ
、
薄
暗
い
林
間
の
急
坂
を
上
り
、

15
分
程
で
道
は
緩
や
か
に
な
り
、
雑
木
を
か
き
分
け
て
行
く
と

平
野
か
ら
の
道
と
合
流
し
ま
す
。
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穂積神社～帆掛山
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公
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薙
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線
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竜
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新
静
岡
・
JR
静
岡
駅
前
か
ら
竜
爪
山
線
則
沢
行
き
…
45
分
…

平
山
下
車

　

穂
積
神
社
ま
で
は
、
Ｐ
49
〜
52
竜
爪
山
コ
ー
ス
を
参
照

　

 

穂
積
神
社
…
80
分
…
高
山
…
60
分
…
農
道
分
岐
…
45
分
…
柏

尾
峠
30
分
…
帆
掛
山

　

 

帆
掛
山
か
ら
は
、
Ｐ
23
〜
26
梶
原
山
〜
帆
掛
山
コ
ー
ス
を
参

照

　

大
内
観
音
入
口
バ
ス
停
か
ら
北
街
道
線
…
30
分
…
JR
静
岡
駅

前

高山・帆掛山登山口

往
路　

バ
ス
の
ご
案
内

コ
ー
ス
タ
イ
ム

復
路　

バ
ス
の
ご
案
内

18　

穂
積
神
社
〜
帆
掛
山



76 75

（
穂
積
神
社
〜
帆
掛
山
）

　

穂
積
神
社
〜
帆
掛
山
は
、
平
山
の
バ
ス
停
か
ら
約
6
時
間
か

か
る
長
丁
場
の
コ
ー
ス
で
す
。
途
中
で
平
山
、
長
尾
へ
下
り
る

農
道
が
あ
る
の
で
、
大
変
な
時
は
無
理
を
せ
ず
早
め
に
下
り
ま

し
ょ
う
。
穂
積
神
社
ま
で
は
、
Ｐ
49
〜
52
竜
爪
山
コ
ー
ス
を
参

照
し
て
下
さ
い
。

　

穂
積
神
社
前
の
林
道
を
隔
て
て
「
高
山
・
帆
掛
山
登
山
口
」

の
看
板
が
見
え
ま
す
。
尾
根
沿
い
に
登
っ
て
行
く
と
、「
高
山
、

吉
原
」、「
八
八
八
・
八
」
の
分
岐
が
あ
り
、
南
の
「
高
山
」
方

面
に
向
か
い
ま
す
。
さ
ら
に
進
む
と
東
側
に
景
色
の
開
け
て
い

る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
晴
れ
た
日
に
は
素
晴
ら
し
い
富
士
山
が

望
め
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
か
ら
少
し
緩
や
か
な
上
り
が
続
き
ま

す
。
し
ば
ら
く
し
て
、
左
右
に
分
岐
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
を

進
ん
で
も
行
け
ま
す
が
、
左
に
進
む
と
高
山
の
山
頂
に
着
き
ま

す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
三
角
点
標
石
が
置
か
れ
た
高
山
山
頂

に
着
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
南
へ
下
り
、
送
電
鉄
塔
の
あ
る
急
坂

を
下
り
、
再
び
稜
線
上
の
道
に
合
流
し
ま
す
。 

し
ば
ら
く
緩

や
か
な
上
り
が
続
き
、
2
〜
3
分
進
む
と
高
山
の
南
峰
に
着
き

ま
す
。
道
標
に
従
い
、
南
西
方
向
に
進
む
と
し
ば
ら
く
急
な
下

り
が
続
く
の
で
、
足
元
に
注
意
し
て
進
み
ま
し
ょ
う
。
40
分
程

進
む
と
、
茶
畑
が
西
側
に
見
え
ま
す
。
さ
ら
に
進
み
、「
柏
尾
峠
」

の
分
岐
を
右
に
行
き
、
茶
畑
の
中
を
農
道
に
向
か
っ
て
進
み
ま

す
。
こ
の
農
道
か
ら
の
景
色
は
素
晴
ら
し
く
、
南
方
向
に
市
街

地
と
駿
河
湾
が
一
望
で
き
、
天
気
が
良
い
と
き
に
は
、
東
方
向

に
富
士
山
も
一
望
で
き
る
で
し
ょ
う
。
農
道
を
南
に
5
分
程
進

む
と
、
左
に
「
柏
尾
峠
一
本
松
公
園
」
の
入
口
が
あ
り
、
再
び

山
道
に
な
り
ま
す
。

　

入
口
か
ら
進
む
と
茶
畑
が
あ
り
、
踏
み
均
さ
れ
た
道
を
進
ん

で
い
き
ま
す
。
茶
畑
南
端
の
モ
ノ
ラ
ッ
ク
横
か
ら
稜
線
西
側
に

は
ず
れ
、
緩
や
か
に
下
り
な
が
ら
進
ん
で
い
き
ま
す
。
三
七
〇

ｍ
峰
、
荒
れ
た
茶
畑
を
通
り
、
三
七
〇
・
七
ｍ
三
角
点
峰
を
通

過
し
稜
線
に
戻
る
と
間
も
な
く
柏
尾
峠
に
着
き
ま
す
。
稜
線
上

に
も
道
が
あ
り
ま
す
が
、
農
道
も
あ
る
の
で
南
下
し
ま
す
。
送

電
鉄
塔
手
前
の
鞍
部
か
ら
稜
線
の
道
に
戻
り
、
茶
畑
の
中
を
登

り
ま
す
。
や
が
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擬
木
で
造
ら
れ
た
階
段
が
現

れ
、
一
本
松
公
園
（
帆
掛
山
）
ま
で
続
き
ま
す
。
こ
の
階
段
は

長
時
間
登
っ
て
き
た
足
に
は
、
か
な
り
き
つ
い
で
し
ょ
う
。
し

ば
ら
く
す
る
と
一
本
松
公
園
（
帆
掛
山
）
に
着
き
ま
す
。
公
園

は
整
備
さ
れ
、
テ
ー
ブ
ル
、
ベ
ン
チ
も
置
か
れ
、
景
色
も
い
い

で
し
ょ
う
。

　

帆
掛
山
か
ら
は
、
Ｐ
23
〜
26
梶
原
山
〜
帆
掛
山
コ
ー
ス
を
参

照
し
て
下
さ
い
。

※ 　

車
で
出
掛
け
る
時
は
、
穂
積
神
社
又
は
帆
掛
山
へ
車
を
停

め
、
高
山
ま
で
歩
い
て
復
路
同
路
線
で
戻
る
の
も
良
い
。



77

梅
　
ケ
　
島
　
編

登山計画書・登山届
もしもの場合の命のザイル、
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JR
静
岡
駅
前
…
120
分
…
梅
ケ
島
温
泉
バ
ス
停
…
10
分
…
登
山

口
…
60
分
…
八
紘
嶺
分
岐
…
15
分
…
安
倍
峠
入
口
…
30
分
…

安
倍
峠

　

 

安
倍
峠
‥
30
分
…
安
倍
峠
入
口
…
10
分
…
八
紘
嶺
分
岐
…
50

分
…
梅
ケ
島
温
泉

　

静
岡
か
ら
梅
ケ
島
温
泉
ま
で
は
、
バ
ス
で
約
2
時
間
で
着

く
。
静
岡
市
街
か
ら
北
へ
約
四
〇
キ
ロ
の
山
あ
い
の
静
か
な
温

泉
街
で
あ
る
。
安
倍
峠
へ
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
に
梅
ケ

島
か
ら
山
梨
県
身
延
町
大
城
ま
で
、
林
道
が
全
線
開
通
。
通
行

可
能
期
間
は
四
月
中
旬
か
ら
十
二
月
上
旬
ま
で
で
、
大
雨
や
、

積
雪
時
に
は
通
行
規
制
さ
れ
て
い
る
。
通
行
止
の
シ
ー
ズ
ン
に

歩
け
ば
静
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
車
が
通
行
し
て
い
る
時
で
も

十
分
楽
し
め
る
が
、
山
の
中
で
エ
ン
ジ
ン
の
音
を
聞
く
の
は
、

誰
も
あ
ま
り
良
い
気
分
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
安
倍
峠
へ
行
く
時

期
は
新
緑
と
紅
葉
の
車
が
通
行
止
に
な
っ
て
い
る
時
を
お
勧
め

す
る
。
ま
た
冬
は
雪
を
か
ぶ
っ
た
ブ
ナ
林
も
素
晴
ら
し
い
も
の

で
あ
る
。

　

梅
ケ
島
温
泉
バ
ス
停
か
ら
、
林
道
を
10
分
程
行
く
と
左
手
に

八
紘
嶺
、
安
倍
峠
登
山
口
の
道
標
が
あ
る
。
登
山
口
か
ら
は
檜
、

杉
の
植
林
地
の
中
を
ジ
グ
ザ
グ
に
急
登
す
る
。
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
等
の
自
然
林
が
出
て
く
る
と
間
も
な
く
、
先
程
の
舗
装
さ
れ

た
林
道
と
合
流
す
る
。
安
倍
峠
と
八
紘
嶺
の
分
岐
で
あ
る
。
舗

装
さ
れ
た
林
道
を
五
〇
〇
ｍ
程
上
流
へ
歩
く
と
安
倍
峠
へ
の
道

標
が
見
え
て
く
る
。
サ
カ
サ
川
沿
い
の
山
道
を
流
れ
に
沿
っ
て

歩
く
。
安
倍
峠
は
オ
オ
イ
タ
ヤ
メ
イ
ゲ
ツ
の
群
生
や
、
ブ
ナ
の

大
木
の
中
の
盆
地
状
で
、
か
つ
て
は
と
て
も
静
か
な
所
だ
っ
た

が
、
現
在
は
ほ
ん
の
二
〇
ｍ
程
上
に
林
道
が
通
っ
て
い
る
。

　

林
道
に
て
、
富
士
の
姿
を
見
た
後
、
帰
り
に
温
泉
に
よ
っ
て

ひ
と
風
呂
浴
び
て
汗
を
流
す
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

※　

利
用
者
が
多
く
、
良
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。

※ 　

山
梨
県
側
の
林
道
は
、
平
成
29
年
１
月
現
在
通
行
止
め
と
な
っ
て

い
る
。

コ
ー
ス
紹
介

コ
ー
ス
タ
イ
ム 1　

梅
ケ
島
温
泉
〜
安
倍
峠
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安
倍
峠
…
30
分
…
東
側
登
山
口
…
50
分
…
富
士
見
台
…
60
分

…
八
紘
嶺

　

 

八
紘
嶺
…
50
分
…
富
士
見
台
…
15
分
…
安
倍
峠
へ
の
入
口
…

35
分
…
東
側
登
山
口
…
35
分
…
安
倍
峠

　

安
倍
峠
、
も
し
く
は
八
紘
嶺
を
そ
れ
ぞ
れ
登
る
に
は
余
裕
が

あ
り
す
ぎ
る
人
に
と
っ
て
は
、
こ
の
二
つ
を
一
緒
に
し
て
登
る

こ
と
が
で
き
る
の
が
こ
の
コ
ー
ス
の
特
徴
で
あ
る
。

　

梅
ケ
島
温
泉
か
ら
安
倍
峠
の
道
は
、“
梅
ケ
島
温
泉
〜
安
倍

峠
”
の
コ
ー
ス
を
参
照
す
る
。
安
倍
峠
を
後
に
す
ぐ
上
に
あ
る

林
道
に
出
る
。
こ
れ
を
梅
ケ
島
方
向
に
歩
く
。
舗
装
さ
れ
た
林

道
で
少
々
味
け
な
い
が
、
30
分
ほ
ど
の
歩
き
で
、
市
で
設
置
し

た
便
所
の
あ
る
場
所
に
出
る
。
こ
こ
が
八
紘
嶺
の
東
側
の
登
り

口
に
な
る
。
山
梨
側
か
ら
マ
イ
カ
ー
で
来
る
人
は
、
こ
こ
か
ら

登
る
場
合
が
多
い
。

　

便
所
の
横
手
か
ら
、
す
ぐ
登
り
に
な
る
が
長
く
は
続
か
な
い
。

峰
を
越
え
、
下
り
き
る
と
尾
根
の
踏
跡
と
左
の
ト
ラ
バ
ー
ス
道

と
に
分
か
れ
る
。
前
者
は
藪
の
中
の
踏
跡
を
た
ど
っ
て
、
富
士

見
平
に
直
接
出
る
尾
根
道
だ
が
経
験
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で

後
者
の
左
の
道
を
と
り
、
刈
ら
れ
た
笹
の
中
を
15
分
も
歩
け
ば

梅
ヶ
島
か
ら
続
く
登
山
道
に
合
流
す
る
。
さ
ら
に
15
分
も
登
れ

ば
富
士
見
台
に
着
く
。
こ
の
後
の
八
紘
嶺
へ
の
道
は
“
梅
ケ
島

温
泉
〜
八
紘
嶺
”
を
参
照
す
る
。

※ 　

市
営
便
所
が
あ
る
登
山
口
か
ら
富
士
見
台
ま
で
の
間
は
道
標
も
あ

り
わ
か
り
や
す
い
が
、
一
部
笹
が
繁
っ
て
い
て
歩
き
に
く
い
所
も
あ

る
の
で
注
意
し
た
い
。

　

 

JR
静
岡
駅
前
…
120
分
…
梅
ケ
島
温
泉
…
10
分
…
登
山
口
…
60

分
…
安
倍
峠
分
岐
…
40
分
…
富
士
見
台
…
60
分
…
八
紘
嶺

　

 

八
紘
嶺
…
50
分
…
富
士
見
台
…
30
分
…
安
倍
峠
分
岐
…
40
分

…
梅
ヶ
島
温
泉
…
120
分
…
JR
静
岡
駅
前

　

梅
ケ
島
温
泉
か
ら
山
梨
県
大
城
ま
で
開
通
し
て
い
る
林
道
を

進
む
と
左
手
に
登
山
口
が
あ
る
。
杉
、
檜
の
植
林
さ
れ
た
道
は

急
登
だ
が
、
1
時
間
程
で
林
道
と
合
流
す
る
。

　

こ
こ
は
安
倍
峠
と
の
分
岐
で
、
指
導
標
に
従
っ
て
、
八
紘
嶺

へ
は
左
の
道
を
と
る
。
辺
り
は
ブ
ナ
等
が
目
立
つ
自
然
林
と
な

り
気
持
ち
の
よ
い
道
が
続
く
。
途
中
右
側
に
安
倍
峠
へ
の
道
を

分
け
る
が
、
小
さ
な
道
標
が
あ
る
だ
け
な
の
で
気
づ
か
ず
に
通

り
す
ぎ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
次
第
に
高
度
を
上
げ
周
囲

の
展
望
が
開
け
て
き
て
、
暫
く
行
く
と
山
梨
県
側
が
切
れ
落
ち

コ
ー
ス
紹
介

コ
ー
ス
タ
イ
ム

コ
ー
ス
紹
介

コ
ー
ス
タ
イ
ム

た
所
に
着
く
。

　

こ
こ
が
富
士
見
台
で
、
名
の
ご
と
く
、
富
士
を
眺
め
る
に
は

最
高
の
場
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
ガ
レ
の
縁
な
の
で
足
元
に
は

十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
高
度
を
上
げ
何
回

か
上
り
下
り
が
あ
っ
た
後
、
八
紘
嶺
に
着
く
。
周
囲
の
雑
木
が

邪
魔
を
し
て
、
三
六
〇
度
の
展
望
と
は
い
か
な
い
が
、
富
士
山

や
赤
石
岳
、
聖
岳
、
遠
く
に
は
北
岳
と
南
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
が

眺
め
ら
れ
、
さ
ら
に
八
ヶ
岳
ま
で
が
見
え
る
申
し
分
の
な
い
頂

で
あ
る
。

※ 　

よ
く
整
備
さ
れ
た
道
だ
が
部
分
的
に
ガ
レ
の
縁
を
歩
く
所
が
あ
る

の
で
注
意
を
要
す
る
。

2　

梅
ケ
島
温
泉
〜
八
紘
嶺

3　

安
倍
峠
〜
八
紘
嶺
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2013.7
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新窪乗越

至雨畑

七段沢
大
谷
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大
谷
嶺
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行
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安
倍
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八
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梅
ケ
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温
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沢
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ケ
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温
泉
昭
和

線（ 梅
ケ
島

街
道
）

86 85

梅ケ島温泉奥　八紘嶺・安倍峠への登山口

安倍峠　オオイタヤメイゲツ林



88 87

　

八
紘
嶺
…
110
分
…
大
谷
嶺

　

大
谷
嶺
…
110
分
…
八
紘
嶺

　

梅
ケ
島
温
泉
か
ら
八
紘
嶺
ま
で
の
ガ
イ
ド
は
“
梅
ケ
島
温
泉

〜
八
紘
嶺
”
を
参
照
す
る
。
八
紘
嶺
ま
で
の
登
り
は
一
汗
も
二

汗
も
か
か
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
八
紘
嶺
か
ら
大
谷
嶺
ま
で
の

尾
根
歩
き
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
少
な
い
楽
し
い
尾
根
歩
き
と
な

る
。

　

八
紘
嶺
か
ら
左
方
面
の
道
を
と
り
、
急
な
坂
を
下
る
。
最
低

鞍
部
ま
で
標
高
差
一
五
〇
ｍ
、
ゆ
っ
く
り
下
っ
て
行
こ
う
。

再
び
登
り
始
め
る
と
富
士
山
が
八
紘
嶺
越
し
に
顔
を
出
し
て
く

る
。
危
険
箇
所
と
思
わ
れ
る
所
に
は
ロ
ー
プ
が
張
っ
て
あ
る
の

で
十
分
注
意
を
し
た
い
。
気
持
ち
の
よ
い
自
然
林
の
中
を
さ
ら

に
行
く
と
標
高
二
、
〇
〇
〇
ｍ
の
大
谷
嶺
（
大
谷
崩
ノ
頭
）
に八紘嶺　富士見台より富士山を望む

大　谷　崩

コ
ー
ス
紹
介

コ
ー
ス
タ
イ
ム

着
く
。

　

駿
河
湾
か
ら
安
倍
奥
の
山
々
。
目
を
下
に
移
せ
ば
日
本
三
大

崩
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
大
崩
壊
が
谷
底
ま
で
続
き
、
自
然
の
力

を
教
え
て
く
れ
る
。
振
り
返
れ
ば
南
ア
ル
プ
ス
の
主
稜
線
が
見

え
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
姿
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
下
山
は

“
大
谷
崩
〜
大
谷
嶺
”
を
参
照
す
る
。

※ 　

五
色
の
頭
〜
大
谷
嶺
の
間
は
、
山
梨
県
側
が
伐
採
さ
れ
、
南
ア
ル

プ
ス
な
ど
の
展
望
が
良
く
な
っ
た
。

※ 　

大
谷
崩
れ
は
日
本
三
大
崩
れ
の
一
つ
で
、
宝
永
四
年　

千
七
百
七

年
（
赤
穂
浪
土
討
ち
入
り
の
5
年
後
）
十
月
二
十
八
日
の
日
本
最
大

級
の
地
震（
推
定
Ｍ
8.6
）宝
永
地
震
で
大
崩
落
し
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

※ 　

大
谷
嶺
は
山
梨
県
側
で
は
行
田
山
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
山
頂
は

今
で
も
崩
落
し
て
い
る
の
で
足
元
に
は
十
分
注
意
し
た
い
。

4 

八
紘
嶺
〜
大
谷
嶺
（
大
谷
崩
の
頭
）
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温
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線
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JR
静
岡
駅
前
…
110
分
…
梅
ケ
島
新
田
…
40
分
…
大
島
…
80
分

…
大
谷
崩
扇
の
要
…
90
分
…
新
窪
乗
越
…
50
分
…
大
谷
崩
の

頭
…
40
分
…
新
窪
乗
越
…
60
分
…
扇
の
要
…
60
分
…
大
島
…

30
分
…
梅
ケ
島
新
田
…
110
分
…
JR
静
岡
駅
前

　

梅
ケ
島
新
田
バ
ス
停
で
下
車
。
新
田
集
落
の
中
央
の
道
を
歩

く
。
途
中
、
大
谷
川
に
か
か
る
橋
を
渡
り
、
幾
つ
か
の
カ
ー
ブ

を
曲
る
と
別
荘
が
立
ち
並
ぶ
入
口
に
着
く
。
こ
こ
は
二
俣
に
道

が
分
か
れ
て
い
て
、
左
に
と
る
と
山
伏
へ
の
西
日
影
沢
コ
ー
ス

と
な
る
。
こ
こ
を
大
島
と
い
う
。

　

別
荘
を
過
ぎ
坦
々
と
し
た
林
道
を
さ
ら
に
歩
く
こ
と
80
分
。

日
本
三
大
崩
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
大
谷
崩
の
異
容
を
眼
前
に
扇

の
要
に
着
く
。
こ
の
付
近
ま
で
は
車
で
も
入
れ
る
の
で
、
利
用

し
て
時
間
の
短
縮
を
図
る
の
も
良
い
と
思
う
。
登
山
口
か
ら
数

分
の
と
こ
ろ
に
大
谷
崩
を
紹
介
し
た
看
板
が
あ
り
、
そ
の
左
手

コ
ー
ス
紹
介

コ
ー
ス
タ
イ
ム

の
枯
沢
を
渡
っ
て
樹
林
帯
に
向
か
う
。
樹
林
帯
を
過
ぎ
た
後
は

歩
き
に
く
い
ガ
レ
道
を
左
右
か
ら
の
落
石
に
注
意
し
て
、
ゆ
っ

く
り
と
足
休
め
を
し
な
が
ら
登
ろ
う
。

　

新
窪
乗
越
に
着
く
と
、
こ
こ
か
ら
は
尾
根
歩
き
と
な
り
、
道

を
右
に
と
る
。
左
手
の
道
は
山
伏
に
続
く
道
と
な
る
。
道
標
も

あ
る
の
で
安
心
で
あ
る
。
尾
根
道
と
い
っ
て
も
、
な
か
な
か
登

り
下
り
が
あ
り
、
一
部
崩
の
縁
を
歩
く
所
も
あ
る
の
で
足
元
を

お
ろ
そ
か
に
し
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
た
い
。
大
谷
嶺
は
、
二
、

〇
〇
〇
ｍ
に
わ
ず
か
に
及
ば
ぬ
嶺
だ
が
、
展
望
も
よ
く
堂
々
と

し
た
安
倍
奥
を
代
表
す
る
山
の
一
つ
と
い
え
る
。

※　

道
標
は
全
体
に
ま
と
め
ら
れ
、
し
っ
か
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

※ 　

大
谷
崩
の
樹
林
帯
を
抜
け
新
窪
乗
越
ま
で
の
間
は
、
右
側
か
ら
落

石
が
非
常
に
多
い
の
で
、
な
る
べ
く
左
寄
り
に
歩
き
た
い
。
ま
た
、

積
雪
期
は
落
石
と
雪
崩
が
多
発
す
る
た
め
、
入
山
す
る
の
は
大
変
危

険
で
あ
る
。

※ 　

新
窪
乗
越
か
ら
山
頂
間
の
崩
れ
の
縁
の
歩
行
に
は
十
分
注
意
し
た

い
。

※ 　

過
去
に
遭
難
事
故
が
発
生
し
て
い
る
の
で
コ
ー
ス
か
ら
外
れ
な
い

よ
う
に
注
意
し
た
い
。
特
に
大
谷
嶺
か
ら
七
人
作
り
の
尾
根
に
は
絶

対
に
入
ら
な
い
こ
と
。

5　

大
谷
崩
〜
大
谷
嶺
（
大
谷
崩
の
頭
）
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コ
ー
ス
タ
イ
ム

　

 

JR
静
岡
駅
前
…
110
分
…
梅
ケ
島
新
田
…
40
分
…
大
島
…
40
分

…
西
日
影
沢
登
山
口
…
40
分
…
大
岩
…
60
分
…
蓬
峠
…
120
分

…
山
伏
、
牛
首
分
岐
…
15
分
…
山
伏
…
60
分
…
蓬
峠
…
60
分

…
西
日
影
沢
登
山
口
…
40
分
…
大
島
…
40
分
…
梅
ケ
島
新
田

…
110
分
… 

JR
静
岡
駅
前

　

梅
ケ
島
新
田
で
バ
ス
を
下
車
。
大
谷
崩
へ
の
道
を
別
荘
が

建
ち
並
ぶ
“
大
島
”
ま
で
歩
く
。
こ
こ
が
大
谷
崩
と
西
日
影

沢
の
分
岐
で
、
道
を
左
に
と
る
。
舗
装
さ
れ
た
道
か
ら
、
未

舗
装
の
道
が
西
日
影
沢
の
登
山
口
ま
で
続
く
。
指
導
標
が
あ

る
登
山
口
を
後
に
、
よ
く
踏
ま
れ
た
沢
沿
い
の
道
を
進
む
と

間
も
な
く
、
ワ
サ
ビ
田
が
現
わ
れ
、
こ
れ
ら
を
横
に
見
て
し

ば
ら
く
す
る
と
灌
木
帯
に
入
り
、
さ
ら
に
行
く
と
大
岩
に
突

き
当
り
右
に
道
を
と
る
。
指
導
標
も
あ
る
の
で
迷
う
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
再
び
沢
に
出
る
が
、
注
意
す
れ
ば
対
岸
の
道
は
見

つ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
進
む
と
い
つ
し
か
沢
を
離
れ
、
山
腹
の

わ
り
と
急
な
道
を
登
っ
て
行
く
と
こ
の
コ
ー
ス
最
後
の
水
場
に

出
る
。
一
休
み
す
る
に
は
丁
度
よ
い
場
所
だ
。
こ
こ
か
ら
蓬
峠

ま
で
20
分
程
で
、
辺
り
は
ブ
ナ
等
の
自
然
林
に
変
化
し
て
く
る
。

峠
を
後
に
急
な
道
を
ジ
グ
ザ
グ
に
登
り
一
汗
か
く
頃
に
尾
根
に

出
る
。
吹
く
風
も
気
持
ち
い
い
。
こ
れ
か
ら
尾
根
沿
い
に
さ
ら

に
登
り
を
続
け
る
と
突
然
、
山
伏
手
前
の
平
坦
地
に
飛
び
出
る
。

明
る
く
開
け
た
風
景
に
今
ま
で
の
苦
労
を
忘
れ
る
。
モ
ミ
の
大

木
の
立
ち
並
ん
だ
踏
み
跡
を
た
ど
る
と
標
識
が
あ
り
、
牛
首
と

の
分
岐
に
出
る
安
倍
奥
の
主
稜
線
だ
。

　

道
を
右
に
と
り
15
分
も
歩
け
ば
笹
に
覆
わ
れ
、
モ
ミ
の
疎
林

が
立
ち
、
素
晴
ら
し
い
高
原
風
景
を
展
開
し
て
い
る
山
伏
の
頂

上
に
着
く
。
南
ア
ル
プ
ス
は
も
と
よ
り
富
士
山
の
眺
め
が
一
段

と
素
晴
ら
し
い
山
頂
で
あ
る
。

※　

蓬
峠
付
近
に
崩
壊
箇
所
が
あ
る
。
注
意
し
て
歩
き
た
い
。

コ
ー
ス
タ
イ
ム

　

新
窪
乗
越
…
120
分
…
山
伏
…
110
分
…
新
窪
乗
越

　

新
窪
乗
越
付
近
か
ら
は
十
枚
山
、
竜
爪
山
、
そ
し
て
駿
河
湾

が
望
め
る
。
良
く
晴
れ
た
日
（
秋
冬
季
）
に
は
、
伊
豆
半
島
の

向
こ
う
に
伊
豆
大
島
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
谷
崩
の
登
り
で
か
い
た
汗
を
、
新
窪
乗
越
で
ひ
く
の
を
待

ち
、
山
伏
へ
と
出
発
し
よ
う
。
小
さ
な
コ
ブ
を
い
く
つ
か
越
え
、

歩
き
や
す
い
稜
線
を
さ
ら
に
進
む
。

　

高
原
状
の
景
観
に
目
を
う
ば
わ
れ
自
然
と
足
ど
り
も
軽
く
な

る
だ
ろ
う
。
笹
が
一
面
に
広
が
る
台
地
を
鹿
の
踊
場
と
い
い
、

良
く
捜
す
と
ケ
モ
ノ
道
を
あ
ち
こ
ち
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
を
過
ぎ
、
立
枯
れ
の
巨
木
が
笹
原
に
目
立
つ
よ
う
に

な
る
と
山
伏
は
す
ぐ
で
あ
る
。

　

頂
上
か
ら
の
展
望
は
さ
す
が
に
良
く
、
安
倍
奥
の
最
高
峰
に

コ
ー
ス
紹
介

コ
ー
ス
タ
イ
ム

山伏山頂のヤナギラン

コ
ー
ス
紹
介

コ
ー
ス
タ
イ
ム

ふ
さ
わ
し
い
。
ま
た
、
井
川
側
に
は
林
道
が
開
通
し
、
30
分
程

で
登
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
や
は
り
長
時
間
か

け
て
二
、
〇
〇
〇
ｍ
の
頂
を
踏
ん
だ
時
は
感
激
も
ま
た
ひ
と
し

お
で
あ
る
。

　

山
伏
の
山
頂
は
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
の
有
数
な
植
生
地
と
な
っ
て
お

り
、
木
道
が
整
備
さ
れ
た
公
園
と
な
っ
て
い
る
。
毎
年
8
月
の

お
盆
の
頃
、満
開
期
に
合
わ
せ
て
、多
く
の
ハ
イ
カ
ー
が
訪
れ
る
。

6　

大
谷
崩
〜
山
伏

7　

西
日
影
沢
〜
山
伏
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コ
ー
ス
タ
イ
ム

　

 

山
伏
…
10
分
…
西
日
影
沢
分
岐
…
10
分
…
山
伏
小
屋
…
60
分

…
牛
首
…
30
分
…
笹
山
…
50
分
…
井
川
峠
…
30
分
…
木
立
場

…
15
分
…
分
岐
…
30
分
…
一
服
峠
…
35
分
…
大
代
…
40
分
…

六
郎
木

　

  

六
郎
木
…
60
分
…
大
代
…
70
分
…
一
服
峠
…
50
分
…
分
岐
…

10
分
…
木
立
場
…
45
分
…
井
川
峠
…
60
分
…
笹
山
…
20
分
…

牛
首
…
100
分
…
山
伏

※ 　

牛
首
か
ら
西
日
影
沢
間
は
非
常
に
危
険
な
た
め
、
二
〇
一
〇
年
よ

り
み
ど
り
の
道
か
ら
除
外
し
て
い
ま
す
。

　

山
伏
山
頂
よ
り
西
日
影
沢
分
岐
ま
で
戻
り
、
さ
ら
に
指
導
標

に
し
た
が
っ
て
主
稜
線
を
南
下
し
て
行
く
と
、
大
き
な
ガ
レ
の

頭
に
出
る
。
こ
の
ガ
レ
は
西
日
影
沢
よ
り
正
面
に
見
え
る
「
扇

の
崩
」
で
あ
る
。
ガ
レ
の
縁
を
右
に
巻
く
よ
う
に
下
っ
て
行
く

コ
ー
ス
紹
介

コ
ー
ス
タ
イ
ム

と
間
も
な
く
山
伏
小
屋
の
分
岐
に
着
く
。
水
場
も
あ
り
、
一
夜

を
す
ご
す
に
は
格
好
の
場
所
だ
。
牛
首
へ
は
さ
ら
に
南
下
す
る
。

背
丈
の
低
い
笹
の
中
を
登
り
下
り
し
な
が
ら
進
む
。
こ
の
辺
り

は
冬
は
一
面
雪
原
と
な
り
、
素
晴
ら
し
い
所
で
あ
る
。

　

大
き
な
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
樹
林
を
抜
け
る
と
笹
は
次
第
に
丈
が

高
く
な
り
、
右
手
方
向
に
は
林
道
が
見
え
る
。
小
屋
か
ら
30
分

程
で
猪
の
段
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
右
方
向
、
林
道
へ
出
る
道
も

最
近
開
か
れ
て
、
県
民
の
森
方
面
か
ら
車
で
入
る
こ
と
も
出
来

る
。
猪
の
段
よ
り
大
き
く
道
は
右
に
巻
き
、
左
手
に
コ
ン
ヤ
沢

の
谷
が
見
え
、
道
は
急
勾
配
と
な
る
。
下
り
切
っ
た
所
が
梅
ケ

島
新
田
へ
の
分
岐
で
指
導
標
も
あ
る
。
牛
首
は
、
さ
ら
に
三
〇

ｍ
位
先
で
あ
る
。（
間
違
っ
て
も
ガ
レ
の
中
へ
入
ら
な
い
事
。

こ
の
ガ
レ
は
コ
ン
ヤ
沢
の
源
流
部
で
過
去
に
遭
難
事
故
が
発
生

し
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
岩
下
分
岐
ま
で
数
ヶ
所
ガ
レ
の
中
を

通
過
す
る
が
、
踏
み
跡
を
見
失
う
こ
と
の
無
い
よ
う
に
、
注
意

し
て
歩
こ
う
。）

　

牛
首
よ
り
稜
線
を
や
や
左
寄
り
に
登
る
。
笹
山
へ
は
一
投
足

で
あ
る
。
笹
山
山
頂
は
生
い
茂
る
笹
を
足
元
に
井
川
湖
、
茶

臼
岳
、
聖
岳
、
山
伏
、
富
士
山
と
素
晴
ら
し
い
景
観
で
あ
る
。

ベ
ン
チ
と
テ
ー
ブ
ル
も
あ
り
一
服
す
る
の
に
最
適
な
場
所
だ
。

展
望
を
楽
し
ん
だ
ら
井
川
峠
へ
向
か
お
う
。
始
め
は
下
り
、
二

つ
ほ
ど
の
コ
ブ
を
越
え
シ
ラ
カ
バ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
落
葉
松
の
織

り
な
す
林
の
中
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
が
続
く
、
県
民
の
森
の
延
長

で
あ
る
こ
の
辺
り
の
道
も
整
備
さ
れ
歩
き
や
す
い
の
で
フ
ァ
ミ

リ
ー
で
も
楽
し
め
る
だ
ろ
う
。
紅
葉
も
美
し
い
場
所
で
あ
る
。

　

井
川
峠
に
は
立
派
な
標
識
が
あ
る
。
尾
根
を
直
進
す
れ
ば
大

日
峠
。
右
へ
下
れ
ば
井
川
湖
に
出
る
。
大
代
へ
は
左
（
東
側
）

の
道
を
と
り
、
沢
沿
い
に
下
る
。
水
の
補
給
で
き
る
沢
を
四
回

ほ
ど
渡
り
返
し
、
し
ば
ら
く
す
る
と
木
立
場
に
着
く
。
倒
れ
か

け
た
ブ
ナ
の
先
か
ら
、
尾
根
上
の
新
し
く
開
か
れ
た
道
を
登
る
。

　

以
前
か
ら
の
道
は
、
危
険
な
の
で
通
行
禁
止
に
な
っ
て
い
る
。

15
分
程
で
分
岐
に
着
く
。
ま
っ
す
ぐ
は
5
分
程
で
展
望
の
良
い

深
沢
山
へ
の
道
。
深
沢
山
か
ら
は
静
岡
市
街
地
や
駿
河
湾
な
ど

が
遠
望
で
き
る
。

　

一
服
峠
へ
は
左
の
自
然
林
の
尾
根
を
下
る
。
峠
よ
り
左
の
孫

佐
島
へ
の
道
は
一
般
向
き
で
は
な
い
。
大
代
へ
は
右
へ
植
林
地

の
中
を
下
る
。
出
口
に
は
シ
カ
除
け
ネ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い

る
た
め
、
通
行
時
に
は
扉
を
必
ず
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
大
代
首

の
ア
ル
ミ
橋
を
渡
れ
ば
間
も
な
く
大
代
集
落
に
出
る
。
舗
装
路

を
左
へ
下
り
T
字
路
を
右
へ
集
落
の
中
を
下
れ
ば
、
六
郎
木
バ

ス
停
へ
着
く
。

※ 　

西
日
影
沢
を
渡
る
時
、
増
水
時
は
要
注
意
、
登
山
を
中
止
し
た
い
。

　

秋
は
落
葉
が
多
い
。
道
に
迷
わ
ぬ
よ
う
注
意
し
た
い
。

　

 　

木
立
場
と
一
服
峠
間
は
、
平
成
10
年
9
月
に
新
た
な
道
が
拓
れ
、

指
導
標
・
標
識
が
設
置
さ
れ
た
。

8 

山
伏
〜
牛
首
〜
笹
山
〜
井
川
峠
〜
六
郎
木
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大
光
山
…
30
分
…
奥
大
光
山
…
25
分
…
大
笹
の
頭
…
30
分
…

ワ
サ
ビ
沢
の
頭
…
40
分
…
バ
ラ
ノ
段
…
20
分
…
安
倍
峠

　

 

安
倍
峠
…
30
分
…
バ
ラ
ノ
段
…
40
分
…
ワ
サ
ビ
沢
の
頭
…
30

分
…
大
笹
の
頭
…
30
分
…
奥
大
光
山
‥
30
分
…
大
光
山

　

大
光
山
か
ら
笹
と
樹
木
を
ま
じ
え
た
尾
根
を
北
上
す
る
。
笹

は
刈
ら
れ
て
い
る
の
で
と
て
も
歩
き
や
す
い
。
奥
大
光
山
ま
で

の
展
望
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
が
、
緩
や
か
な
ピ
ー
ク
を
登

り
下
り
し
て
笹
の
中
の
道
を
気
持
ち
良
く
歩
く
。
平
ら
な
所
に

出
る
と
奥
大
光
山
か
ら
梅
ケ
島
三
河
内
へ
下
る
指
導
標
が
目
に

付
く
。
こ
こ
が
奥
大
光
山
、
な
ん
の
へ
ん
て
つ
も
な
い
所
だ
。

か
つ
て
は
三
河
内
へ
の
下
山
口
は
猛
烈
な
笹
で
あ
っ
た
が
最

近
、
刈
り
払
わ
れ
て
歩
き
や
す
く
な
っ
た
。
奥
大
光
山
か
ら
の

道
も
笹
の
尾
根
道
で
相
変
わ
ら
ず
気
持
ち
の
い
い
歩
き
が
楽
し

め
る
。
広
々
と
し
た
尾
根
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
や
せ
て
く
る
と
安

倍
峠
も
近
く
な
っ
て
く
る
。

　

小
ピ
ー
ク
を
い
く
つ
か
越
し
、
最
後
の
ピ
ー
ク
に
立
つ
と
バ

ラ
ノ
段
で
あ
る
。
山
梨
側
が
見
え
る
の
で
一
休
み
す
る
の
も
い

い
。
バ
ラ
ノ
段
付
近
は
尾
根
が
や
せ
て
い
る
の
で
、
登
り
下
り

は
気
を
つ
け
よ
う
。
イ
ワ
カ
ガ
ミ
が
多
く
目
に
付
く
所
だ
。
山

梨
側
の
伐
採
地
が
出
て
く
る
と
峠
も
近
い
。
笹
の
中
の
尾
根
道

を
一
気
に
下
る
と
安
倍
峠
で
あ
る
。

※ 　

道
標
も
あ
り
、
笹
も
刈
り
払
わ
れ
て
い
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

※ 　

危
険
箇
所
と
思
わ
れ
る
所
に
は
、
ロ
ー
プ
が
張
っ
て
あ
る
の
で
十

分
注
意
を
し
た
い
。

　

 

JR
静
岡
駅
前
…
110
分
…
草
木
バ
ス
停
…
40
分
…
草
木
…
60
分

…
東
峰
分
岐
…
20
分
…
作
業
小
屋
…
50
分
…
大
光
山

　

 

大
光
山
…
40
分
…
作
業
小
屋
…
20
分
…
東
峰
分
岐
…
50
分
…

草
木
…
30
分
…
草
木
バ
ス
停
…
110
分
…
JR
静
岡
駅
前

　

JR
静
岡
駅
前
か
ら
安
倍
線
（
梅
ケ
島
温
泉
行
き
）
の
バ
ス
に

乗
り
、
草
木
の
バ
ス
停
で
下
車
。
バ
ス
停
か
ら
県
道
と
別
れ
て

舗
装
さ
れ
た
道
を
草
木
の
集
落
へ
と
向
か
っ
て
歩
き
、
集
落
を

左
に
見
て
更
に
奥
へ
行
く
。
林
道
の
終
点
か
ら
茶
畑
の
中
の
道

へ
。
ま
た
河
原
へ
下
り
て
行
く
道
も
い
ず
れ
も
す
ぐ
杉
林
の
中

で
合
流
す
る
。

　

杉
、
檜
林
の
急
な
ジ
グ
ザ
グ
の
道
を
登
り
、
東
峰
と
の
分
岐

を
過
ぎ
更
に
刈
安
峠
（
廃
道
に
な
っ
て
い
る
）
へ
の
分
岐
も
過

ぎ
て
少
し
登
る
と
作
業
小
屋
の
前
に
出
る
。
小
屋
の
前
に
水
が

コ
ー
ス
紹
介

コ
ー
ス
タ
イ
ム

コ
ー
ス
紹
介

コ
ー
ス
タ
イ
ム

引
か
れ
て
い
る
の
で
水
の
補
給
が
で
き
る
。
植
林
の
中
の
ジ
グ

ザ
グ
の
登
り
を
終
え
、
尾
根
の
道
に
変
わ
る
と
笹
が
多
く
な
っ

て
く
る
。
笹
の
尾
根
が
広
が
っ
て
く
る
と
大
光
山
の
山
頂
も
近

い
。
大
光
山
手
前
の
な
だ
ら
か
な
所
か
ら
の
刈
安
峠
方
面
、
奥

大
光
山
へ
続
く
笹
の
尾
根
の
縁
が
と
て
も
素
敵
だ
。

　

大
光
山
三
角
点
の
手
前
に
刈
安
峠
、
十
枚
山
へ
と
続
く
分
岐

が
あ
る
。
山
頂
の
西
端
に
行
き
南
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
た
後
、
来

た
道
を
戻
り
、
広
々
と
し
た
笹
の
尾
根
で
ゆ
っ
く
り
南
ア
ル
プ

ス
の
展
望
を
楽
し
み
な
が
ら
お
弁
当
を
広
げ
る
の
も
気
持
ち
が

い
い
だ
ろ
う
。

※　

コ
ー
ス
も
指
導
標
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

　

 　

大
光
山
山
頂
付
近
の
南
側
東
斜
面
は
、
崩
壊
に
よ
り
尾
根
が
崩
れ

て
い
る
の
で
展
望
を
楽
し
む
時
に
は
十
分
注
意
し
た
い
。

※ 　

刈
安
峠
へ
は
現
在
廃
道
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ぎ
ら
わ
し
い
道
標
は

撤
去
し
て
あ
る
が
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

9　

草
木
〜
大
光
山

10　

大
光
山
〜
奥
大
光
山
〜
安
倍
峠
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JR
静
岡
駅
前
…
100
分
…
六
郎
木
…
60
分
…
中
ノ
段
…
120
分
…

十
枚
峠
…
30
分
…
十
枚
山

　

 

十
枚
山
…
20
分
…
十
枚
峠
…
90
分
…
中
ノ
段
…
50
分
…
六
郎

木
…
100
分
… 

JR
静
岡
駅
前

　

JR
静
岡
駅
前
か
ら
安
倍
線
の
六
郎
木
バ
ス
停
で
下
車
。
安
倍

川
を
渡
り
、
関
ノ
沢
集
落
の
中
を
進
む
。
関
ノ
沢
と
南
沢
の
合

流
点
か
ら
南
沢
に
沿
っ
た
車
道
を
行
く
。
や
が
て
、
車
道
は
南

沢
沿
い
と
中
ノ
段
へ
の
分
岐
に
で
る
の
で
こ
れ
を
左
、
中
ノ
段

方
向
に
進
む
。
す
ぐ
に
駐
車
可
能
な
場
所
に
出
る
の
で
、
マ
イ

カ
ー
の
場
合
は
、
こ
こ
に
駐
車
し
た
い
。
集
落
の
中
だ
と
道
も

狭
く
、
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
舗
装
さ
れ
た
道
を
進
み
、

中
ノ
段
の
集
落
を
抜
け
る
と
間
も
な
く
登
り
口
に
着
く
。
杉
の

植
林
地
の
ガ
ラ
ガ
ラ
し
た
登
山
道
を
登
る
と
や
が
て
杉
林
も
大

コ
ー
ス
紹
介

コ
ー
ス
タ
イ
ム

き
く
な
り
暗
い
急
登
か
ら
や
や
横
道
に
な
り
、
南
側
が
開
け
た

所
に
出
る
と
十
枚
山
直
登
と
の
分
岐
に
着
く
。

　

直
登
コ
ー
ス
は
道
標
も
あ
り
、
道
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
が

急
坂
で
あ
る
。
十
枚
峠
へ
の
道
は
こ
こ
よ
り
山
腹
を
巻
き
な
が

ら
徐
々
に
高
度
を
上
げ
て
行
く
。
途
中
、
三
ヶ
所
沢
を
登
る
が

付
近
は
ガ
レ
て
い
る
の
で
注
意
し
て
渡
り
た
い
。
最
後
の
水
場

で
水
を
補
給
す
る
頃
、
よ
う
や
く
急
登
も
終
り
、
峠
へ
と
ゆ
っ

く
り
と
高
度
を
か
せ
ぐ
よ
う
に
な
る
。
峠
手
前
の
カ
ラ
マ
ツ
の

植
林
地
の
急
登
を
抜
け
る
と
一
面
が
低
い
笹
に
覆
わ
れ
た
所
に

出
て
、
十
枚
峠
に
着
く
。
峠
の
東
側
を
下
れ
ば
山
梨
県
南
部
内

船
に
出
ら
れ
る
が
、
相
当
の
健
脚
者
で
な
け
れ
ば
実
行
し
な
い

ほ
う
が
よ
い
。

　

峠
か
ら
十
枚
山
へ
は
見
た
目
よ
り
も
長
い
登
り
で
特
に
頂
上

直
下
は
急
で
あ
り
、
雨
上
が
り
の
後
は
滑
べ
り
や
す
い
の
で
注

意
し
て
行
動
し
よ
う
。
頂
上
か
ら
の
展
望
は
す
ば
ら
し
く
三
六

〇
度
の
展
望
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

※　

沢
付
近
の
ガ
レ
は
か
な
り
危
険
、
通
過
に
は
注
意
す
る
。

※ 　

平
成
29
年
1
月
現
在
、
沢
コ
ー
ス
は
通
行
が
困
難
な
た
め
、
直
登

コ
ー
ス
の
利
用
を
す
す
め
て
い
る
。

11　

関
の
沢
〜
十
枚
峠
〜
十
枚
山
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十
枚
山
…

130
分
…
刈
安
峠
…
40
分
…
大
光
山
…
40
分
…
刈
安
峠

…
160
分
…
十
枚
山

　

十
枚
山
か
ら
広
葉
樹
林
の
中
を
下
っ
て
、
笹
の
刈
り
払
わ
れ

た
登
山
道
を
な
お
も
進
む
。
一
、
六
三
二
ｍ
標
高
地
点
は
南
側

が
窪
地
に
な
っ
て
い
て
、
平
ら
な
ピ
ー
ク
で
南
ア
ル
プ
ス
の
展

望
が
よ
い
。
一
、六
三
二
ｍ
峰
か
ら
笹
の
枯
れ
た
所
を
通
り
下
っ

て
行
く
と
、
間
も
な
く
岩
の
露
出
し
た
細
尾
根
に
な
り
、
や
が

て
一
面
に
枯
れ
た
所
に
で
る
。
や
が
て
緩
や
か
に
登
り
返
す
と

山
梨
県
側
が
大
き
く
ガ
レ
て
い
る
所
に
出
る
。
黒
崩
と
呼
ば
れ
、

谷
底
ま
で
見
え
る
す
さ
ま
じ
い
ガ
レ
で
あ
る
。
ガ
レ
か
ら
10
分

程
で
刈
安
峠
に
着
く
。
刈
安
峠
付
近
は
ブ
ナ
な
ど
の
自
然
林
に

囲
ま
れ
た
雰
囲
気
の
あ
る
峠
で
あ
る
。
こ
の
峠
は
、
甲
、
駿
の

集
落
を
結
ぶ
生
活
道
で
あ
っ
た
が
道
路
網
の
発
達
に
よ
り
、
現

在
は
通
行
不
可
能
で
あ
る
。
刈
安
峠
か
ら
す
ぐ
の
急
坂
を
登
る
。

刈
安
峠
と
大
光
山
の
ほ
ぼ
中
間
の
ピ
ー
ク
は
眺
望
が
よ
く
南
ア

ル
プ
ス
の
峰
々
が
見
え
る
。
大
光
山
ま
で
は
自
然
林
で
山
梨
側

は
非
常
に
急
峻
な
様
相
を
し
て
い
る
。
大
光
山
の
山
頂
は
東
西

に
大
き
く
広
が
っ
て
お
り
、
東
端
に
は
三
角
点
が
あ
る
が
灌
木

が
あ
り
展
望
は
な
い
。
し
か
し
西
端
に
立
て
ば
展
望
が
き
き
、

南
ア
ル
プ
ス
の
布
引
山
、
笊
ヶ
岳
が
見
え
、
澄
ん
だ
空
の
時
に

は
遠
く
北
岳
ま
で
望
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

山
頂
か
ら
は
草
木
へ
と
整
備
さ
れ
た
道
が
続
い
て
い
る
。
ま

た
、
草
木
コ
ー
ス
以
外
に
は
東
峰
コ
ー
ス
が
あ
り
「
草
木
・
東

峰
」
分
岐
か
ら
約
60
分
で
東
峰
集
落
へ
で
る
。
途
中
、
二
ヶ
所

ほ
ど
崩
れ
た
所
を
通
過
す
る
が
い
ず
れ
も
道
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
の
で
安
心
し
て
歩
け
る
。
東
峰
か
ら
バ
ス
が
走
る
街
道
ま

で
は
さ
ら
に
30
分
ほ
ど
下
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下
り
着
く

場
所
は
、
本
村
の
集
落
だ
。
車
を
利
用
す
る
場
合
は
梅
ヶ
島
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
脇
か
ら
東
峰
ま
で
林
道
を
走
る
こ
と
が
で
き
る
。

但
し
、
駐
車
に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

※ 　

途
中
の
刈
安
峠
か
ら
関
ノ
沢
に
は
絶
対
に
入
ら
な
い
こ
と
（
廃
道

に
な
っ
て
い
る
。）

※ 　

黒
崩
で
は
谷
底
を
の
ぞ
き
こ
ま
な
い
こ
と
、
非
常
に
危
険
で
あ
る
。

コ
ー
ス
紹
介

コ
ー
ス
タ
イ
ム

12　

十
枚
山
〜
刈
安
峠
〜
大
光
山
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地蔵峠、下十枚山、十枚山付近略図

至刈安峠

十枚山

十枚峠

下十枚山

月夜の段
南沢

分岐分岐
ガリ
沢

中ノ段関ノ沢六郎木

東
峰
東
峰

関
ノ
沢

藤代川

地蔵峠

細島峠

仏谷山

藤
代

安
倍
川

有
東
木

葵高原

正木峠

渡本

至浅間原

1726

1503.6

（
梅
ケ
島
街
道
）

梅
ケ
島
温
泉
昭
和
線

29

103 102

梅
ケ
島
方
面
バ
ス
時
刻
案
内

◎　

 

JR
静
岡
駅
前
発　

安
倍
線
梅
ケ
島
行
き

　
　

所
要
2
時
間　
　

JR
静
岡
駅
前

◎　

梅
ケ
島
温
泉
発　

JR
静
岡
駅
前
方
面
行
き

※ 　

梅
ケ
島
温
泉
発
は
曜
日
に
よ
り
時
刻
に
若
干
の
違
い

が
あ
る
の
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

※ 　

有
東
木
行
き
の
本
数
は
非
常
に
少
な
い
の
で
必
ず
確

認
し
て
下
さ
い
。

※　

バ
ス
の
時
刻
等
の
案
内
は　

新
静
岡
バ
ス
案
内
所

☎
○
五
四
―

二
五
二
―

○
五
○
五

葵高原

（平　日）

①   8：05

② 10：42

③ 12：42

④ 14：27

（土・日・祝日）

①   7：03

②   8：33

③ 10：13

④ 12：53

⑤ 14：53

（平　日）

①   7：17

② 10：26

③ 13：11

④ 15：38

⑤ 18：05

（土・日・祝日）

①   9：27

② 11：27

③ 13：27

④ 15：26

⑤ 17：53

※  

左
記
の
時
刻
等
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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地
蔵
峠
…
120
分
…
下
十
枚
山
…
30
分
…
十
枚
峠

　

十
枚
峠
…
40
分
…
下
十
枚
山
…
80
分
…
地
蔵
峠

　

地
蔵
峠
か
ら
十
枚
山
へ
は
刈
払
わ
れ
た
笹
の
中
を
登
り
、
檜

林
の
中
に
入
る
と
苔
む
し
た
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
と
て
も

良
い
所
に
出
る
。
檜
林
か
ら
ブ
ナ
な
ど
の
自
然
林
に
な
る
と
一
、

六
五
二
ｍ
標
高
地
点
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
緩
や
か
に
下
り
、
右

側
の
ガ
レ
を
過
ぎ
る
と
山
梨
県
の
富
沢
町
と
南
部
町
の
境
に
出

る
。

　

一
、
六
八
二
ｍ
標
高
地
点
を
過
ぎ
る
と
道
は
下
り
に
な
り
、

足
元
が
腐
葉
土
で
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
な
り
気
分
が
良
い
。
稜
線
歩

き
に
な
り
や
が
て
下
十
枚
山
の
登
り
に
な
る
。
山
頂
に
近
づ
く

と
大
き
な
露
岩
が
で
て
く
る
。
露
岩
の
上
に
立
つ
と
今
ま
で
歩

い
て
来
た
道
が
見
え
、
ま
た
安
倍
奥
の
山
や
南
ア
ル
プ
ス
を
望

む
こ
と
が
で
き
、
疲
れ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
。

露
岩
か
ら
少
し
登
る
と
下
十
枚
山
に
着
く
。
山
頂
は
灌
木
に
囲

ま
れ
展
望
は
な
い
。
こ
こ
に
は
二
等
三
角
点
標
石
が
あ
り
、
安

倍
川
左
岸
の
山
々
の
最
高
峰
で
も
あ
る
。

下
十
枚
山
か
ら
は
急
な
坂
道
を
西
側
に
回
り
込
ん
で
下
っ
て
行

く
。
途
中
、
南
ア
ル
プ
ス
の
布
引
山
や
笊
ヶ
岳
が
見
え
る
場
所

が
あ
る
。
十
枚
峠
に
近
づ
く
と
道
も
緩
や
か
に
な
り
、
東
側
の

自
然
林
と
西
側
の
笹
の
中
を
進
む
と
十
枚
峠
に
着
く
。
峠
は
西

側
が
広
く
開
け
た
草
原
状
の
展
望
の
良
い
所
で
あ
る
。

※ 　

町
境
、
市
町
境
付
近
は
測
量
用
の
作
業
道
が
あ
る
の
で
、
尾
根
か

ら
は
ず
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

※ 　

こ
の
コ
ー
ス
は
長
時
間
の
歩
行
を
要
す
る
の
で
、
日
の
長
い
春
の

新
緑
時
期
を
利
用
し
た
い
。（
シ
ロ
ヤ
シ
オ
が
数
多
く
分
布
し
て
い

る
。）

105

コ
ー
ス
紹
介

コ
ー
ス
タ
イ
ム

14　

地
蔵
峠
〜
下
十
枚
山
〜
十
枚
峠

104

　

 

有
東
木
…
60
分
…
葵
高
原
…
35
分
…
正
木
峠
…
40
分
…
地
蔵

峠

　

 

地
蔵
峠
…
30
分
…
正
木
峠
…
25
分
…
葵
高
原
…
50
分
…
有
東

木

 　

地
蔵
峠
へ
は
有
東
木
ま
で
バ
ス
が
入
る
の
で
時
刻
を
調
べ
て

利
用
す
る
と
便
利
で
あ
る
。
有
東
木
の
バ
ス
停
か
ら
東
へ
進
み
、

お
寺
を
右
に
見
て
、
火
の
見
や
ぐ
ら
の
下
を
通
り
、
茶
畑
の
石

段
を
上
が
っ
て
行
く
。
舗
装
さ
れ
た
林
道
を
左
へ
折
れ
る
。
こ

の
林
道
は
そ
の
ま
ま
葵
高
原
ま
で
続
い
て
い
る
の
で
車
を
利
用

す
る
人
は
、
高
原
ま
で
乗
り
入
れ
が
で
き
る
。

　

地
蔵
峠
へ
は
看
板
の
後
の
細
い
道
へ
入
っ
て
行
く
。
一
度
、

林
道
を
横
切
り
、
ワ
サ
ビ
田
の
横
を
通
り
つ
づ
ら
折
れ
の
急

坂
と
な
り
、
正
木
峠
へ
の
登
り
が
始
ま
る
。
峠
に
着
く
頃
に
は

コ
ー
ス
紹
介

コ
ー
ス
タ
イ
ム

一
汗
か
い
て
い
て
藤
代
側
か
ら
の
風
が
気
持
ち
良
い
。
地
蔵
峠

へ
は
林
道
を
少
し
進
み
右
に
折
れ
る
。
木
々
の
間
に
安
倍
奥
の

山
々
や
南
ア
ル
プ
ス
南
部
の
山
々
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と

左
側
に
峠
か
ら
十
枚
山
方
面
へ
延
び
て
い
る
笹
の
尾
根
が
見
え

て
く
る
。
峠
ま
で
は
近
い
、
も
う
ひ
と
頑
張
り
だ
。
地
蔵
峠
は

名
前
の
通
り
地
蔵
さ
ま
が
祀
ら
れ
て
い
る
静
か
な
所
だ
。

　

月
夜
の
段
方
向
へ
二
〇
ｍ
程
行
っ
た
所
に
あ
る
地
蔵
さ
ま
の

前
か
ら
は
駿
河
の
海
と
、
そ
の
向
こ
う
に
愛
鷹
連
峰
や
富
士
山

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
十
枚
山
、
浅
間
原
ど
ち
ら
も
切
り
開

か
れ
た
笹
の
中
の
尾
根
歩
き
と
な
る
。

※ 　

指
導
標
は
登
山
口
か
ら
地
蔵
峠
ま
で
、
ま
た
稜
線
の
青
笹
山
ま
で

し
っ
か
り
つ
い
て
い
る
。

※ 　

葵
高
原
〜
正
木
峠
間
は
、
崩
落
箇
所
が
あ
る
た
め
林
道
を
通
行
す

る
こ
と
。

13　

有
東
木
〜
葵
高
原
〜
地
蔵
峠
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地
蔵
峠
…
20
分
…
仏
谷
山
…
20
分
…
細
島
峠
…
60
分
…
青
笹
…

40
分
…
浅
間
原
…
40
分
…
分
岐
…
70
分
…
下
渡
村

　

地
蔵
峠
か
ら
浅
間
原
へ
は
指
導
標
に
し
た
が
っ
て
主
稜
線
を

右
（
南
）
に
と
り
、
仏
谷
山
の
登
り
に
か
か
る
。
稜
線
の
廻
り

に
は
ブ
ナ
の
巨
木
が
数
本
あ
り
、
気
持
ち
が
よ
い
。
仏
谷
山
か

ら
は
、
細
島
峠
に
向
か
っ
て
下
る
。
地
蔵
峠
登
山
口
の
手
前
に

右
へ
入
る
林
道
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
峠
に
通
じ
て
い
る
。

青
笹
へ
は
登
り
下
り
を
く
り
返
し
て
行
く
と
正
面
に
青
笹
の
笹

原
が
見
え
て
く
る
。
頂
上
は
北
（
一
、
五
五
八
ｍ
）
と
南
の
二

つ
の
峰
に
別
れ
て
い
て
、
南
峰
か
ら
東
へ
田
代
峠
へ
の
道
が
拓

か
れ
て
い
る
。
青
笹
か
ら
は
駿
河
湾
、
富
士
山
、
遠
く
南
ア
ル

プ
ス
ま
で
三
六
〇
度
の
景
観
が
楽
し
め
る
。

　

青
笹
か
ら
10
分
程
下
が
っ
た
峰
か
ら
も
大
平
へ
の
道
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
。
笹
の
茂
っ
た
尾
根
道
を
行
く
と
送
電
線
の
鉄
塔

が
あ
る
浅
間
原
に
着
く
。
北
側
の
鉄
塔
下
か
ら
興
津
川
の
上
流
、

大
平
へ
の
道
が
あ
る
。
こ
の
鉄
塔
の
西
側
で
道
は
二
つ
に
別
れ

る
。
稜
線
を
南
に
下
れ
ば
真
富
士
方
面
、
西
に
下
れ
ば
下
渡
村

に
出
る
。
下
り
始
め
て
最
初
の
鉄
塔
を
過
ぎ
る
と
も
間
も
な
く

作
業
小
屋
に
着
く
。
植
林
帯
の
急
な
坂
を
な
お
も
下
る
と
途
中
、

左
か
ら
の
山
道
と
合
流
す
る
。
右
に
道
を
と
る
と
崩
れ
た
所
に

出
て
、
そ
の
下
に
古
い
木
の
橋
が
あ
る
。
傷
み
が
ひ
ど
い
の
で

要
注
意
だ
。
さ
ら
に
下
る
と
南
側
が
急
坂
で
北
側
は
足
元
ま
で

崩
れ
が
せ
ま
っ
て
い
る
の
で
通
過
に
は
慎
重
を
要
す
る
。

　

こ
こ
を
無
事
通
過
す
れ
ば
、
尾
根
道
と
山
腹
道
と
に
別
れ
る

が
尾
根
道
の
方
が
歩
き
や
す
い
。
こ
の
下
で
再
び
道
は
別
れ
る

が
ど
ち
ら
を
と
っ
て
も
下
の
林
道
に
出
ら
れ
る
。
林
道
に
出
て

か
ら
は
約
30
分
で
下
渡
村
の
バ
ス
停
に
着
く
。

※ 　

浅
間
原
か
ら
下
渡
村
の
間
は
一
部
崩
れ
た
り
、
丸
木
橋
が
落
ち
た

り
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
た
め
通
行
に
は
十
分
注
意
を
し
た
い
。
ま

た
、
近
年
熊
の
出
没
が
見
ら
れ
る
た
め
十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

コ
ー
ス
紹
介

コ
ー
ス
タ
イ
ム

15　

地
蔵
峠
〜
青
笹
〜
浅
間
原
〜
下
渡
村

106

地蔵峠、青笹山、浅間原付近略図

至下十枚山

地蔵峠

仏谷山

細島峠

正木峠

有東木

至梅ケ島

青笹白
ン
沢

葵
高
原

葵
高
原

渡本

安
倍
川

下渡

浅間原

送電
線

黒ン沢

至静岡市街地
至真富士山

671

1414

1558

1498.9

1503.6

29

29

（
梅
ケ
島
街
道
）

梅
ケ
島
温
泉
昭
和
線
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＊バスの時刻等のお問い合わせは　　新静岡バス案内所　☎ 054 －252 － 0505

＊バスの時刻や料金は、変わっている可能性があります。ご注意ください。

静岡駅前のりば案内

新静岡のりば案内

のりば 路 線 名

❶ 大 浜 麻 機 線（ 大 浜 方 面 ）

❷
中原池ヶ谷線（徳洲会病院方面）
丸 子 清 閑 町 線

❸ 藁 科 線

❹ 石 　 田 　 街 　 道 　 線

❺
こ ど も 病 院 線
唐 瀬 線
上 足 洗 線

❻

水 梨 東 高 線
竜 爪 山 線
東 部 団 地 線
北 街 道 線

のりば 路 線 名

❶

中 部 国 道 線
丸 子 線
丸 子 小 坂 線

牧 ヶ 谷 線
丸 子 清 閑 町 線

❷

東 新 田 下 川 原 線
用 宗 線
藁 科 線
西 ヶ 谷 線
千 代 慈 悲 尾 線

のりば 路 線 名

❸

こ ど も 病 院 線

唐 瀬 線

上 足 洗 線

駿 府 浪 漫 バ ス

❹

水 梨 東 高 線

竜 爪 山 線

東 部 団 地 線

北 街 道 線

のりば 路 線 名

❺

安 倍 線

小 鹿 線

日 　 本 　 平 　 線

県 立 美 術 館 線

中原池ヶ谷線（新静岡発→徳洲会病院）

新静岡セノバ直行便（石田号）

❻

富 士 山 静 岡 空 港 線

特 急 静 岡 相 良 線
静岡横浜線（横浜ライナー号）

新静岡新宿線（駿府ライナー号）

静 岡 成 田 空 港 線

静岡大阪線（京都大阪ライナー号） 
静 岡 甲 府 線

❼ 降 車 専 用

❽ 降 車 専 用

❾ 降車（北街道からの各線）

11

美 和 大 谷 線（東大谷方面）
県立病院高松線（登呂コープタウン方面）
大 浜 麻 機 線（ 大 浜 方 面 ）
中 原 池 ヶ 谷（ 徳 洲 会 病 院 ）
井 の 宮 線
西 部 循 環 線（ 駒 形 回 り ）

12

美 和 大 谷 線（ 美 和 方 面 ）
県立病院高松線（県立病院方面）
大 浜 麻 機 線（ 麻 機 方 面 ）
中 原 池 ヶ 谷（ 唐 瀬 方 面 ）
西 部 循 環 線（ 中 町 回 り ）

のりば 路 線 名

❼

中 部 国 道 線
丸 子 線
丸 子 小 坂 線
牧 ヶ 谷 線
用 宗 線
東 新 田 下 川 原 線

❽

美和大谷線（東大谷方面）
小 鹿 線
井 の 宮 線

定 期 観 光

南アルプス登山線（季節運行）

のりば 路 線 名

❾

美 和 大 谷 線（ 美 和 方 面 ）
安 倍 線
西 ヶ 谷 線
千 代 慈 悲 尾 線

10
県立病院高松線（県立病院方面）

駿 府 浪 漫 バ ス

11

県 立 総 合 病 院 高 松 線
（登呂コープタウン方面）
日 　 本 　 平 　 線
県 立 美 術 館 線

12 Ｊ Ｒ バ ス

13
Ｊ Ｒ バ ス
新 静 岡 新 宿 線

14 特 急 静 岡 相 良 線

富 士 山 静 岡 空 港 線

15 降 車 専 用

16
大 浜 麻 機 線（麻機方面）

中原池ヶ谷線（唐瀬方面）

17

静岡横浜線（横浜ライナー号）

静岡大阪線（京都大阪ライナー号）

静 岡 成 田 空 港 線

静 岡 甲 府 線
 

降　　 車　（ 各  線 ）

18

21

22

降 車 専 用

み な み 線

石 田 街 道 線

松坂屋
葵タワー

至
市
役
所

至
市
役
所

至
新
静
岡

至清水

JR静岡駅
（Ａ階段） （Ｂ階段）

国道
1号

至丸
子

エクセル
ワード

アソシア

JR静岡駅前
バス案内所
JR静岡駅前
バス案内所

交番

（南口）

三菱東京
UFJ 銀行

新静岡駅

メガネ
トップ

電電ビル

静岡銀行

静岡市役所

ホテル
シティオ

ペガサート

スルガ銀行

SHIZUOKA109

新静岡セノバ

新静岡バス案内所
北
街
道

御
幸
町
通
り

自
由
通
路

自
由
通
路



静
岡
市
・
静
岡
市
山
岳
連
盟

静岡市・静岡市山岳連盟静岡市・静岡市山岳連盟

令和２年１2 月　一部改訂
印刷用の紙にリサイクルできます。


